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平成 2 5 年 3 月 1 5 日（金曜日） 



 

総務委員会会議録 

 

平成２５年３月１５日 金曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ５時３６分閉議（実時間３７９分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第９号（関係分） 

１．議案第５６号・平成２４年度八代市一般会

計補正予算・第１０号（関係分） 

１．議案第５号・平成２５年度八代市一般会計

予算（関係分） 

１．議案第５８号・平成２５年度八代市一般会

計補正予算・第１号（関係分） 

１．議案第１３号・平成２５年度八代市ケーブ

ルテレビ事業特別会計予算 

１．議案第１９号・専決処分の報告及びその承

認について 

１．議案第３８号・議会の議員その他非常勤の

職員の公務災害補償等に関する条例の一部

改正について 

１．議案第３９号・八代市議会等に出頭した選

挙人等に対する実費弁償条例の一部改正に

ついて 

１．議案第４０号・八代市職員退職手当支給条

例等の一部改正について 

１．議案第４１号・八代市職員の特殊勤務手当

支給条例の一部改正について 

１．議案第４２号・八代市市税条例の一部改正

について 

１．議案第４３号・八代市消防団員等公務災害

補償条例の一部改正について 

１．議案第４４号・八代市消防団員の定員、任

用、服務等に関する条例等の一部改正につ

いて 

１．平成２４年陳情第７号・ＭＶ２２オスプレ

イの普天間基地配備、熊本県内低空飛行訓

練に反対する決議方について 

１．所管事務調査 

 ・行財政の運営に関する諸問題の調査 

  （地域情報化計画について） 

  （スポーツ施設整備及び充実等に関する指

針について） 

  （熊本県地震・津波被害想定調査結果の概

要について） 

 ・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調

査 

  （総合計画後期基本計画について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  亀 田 英 雄 君 

副委員長  成 松 由紀夫 君 

委  員  太江田   茂 君 

委  員  笹 本 サエ子 君 

委  員  鈴木田 幸 一 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  藤 井 次 男 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 総務部長       木 本 博 明 君 

  総務部次長     山 田   忍 君 

  財政課長      岩 本 博 文 君 

  市民税課長     中 村 伸 也 君 

  市民課長      山 中 美紀代 君 

  人財育成課長    中   勇 二 君 

  資産税課長     畑 中 房 一 君 

 市民協働部長     坂 本 正 治 君 

  市民協働部次長   脇 坂   裕 君 

  防災安全課長    東 坂   宰 君 
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  市民活動支援課長兼 ○委員長（亀田英雄君） はい、木本総務部

長。 

            辻 本 士 誠 君 
  消費生活センター所長 
 
 
  人権政策課長兼 
            水 本 和 博 君 ○総務部長（木本博明君） はい。おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）よろしくお願いします。 

  人権啓発センター所長 
 

  泉支所総務振興課長 橋 本 和 郎 君 

  いきいきスポーツ課長 有 馬 健 一 君 
 総務委員会に付託されました議案第１号の平

成２４年度一般会計補正予算、それから、議案

第５６号の２４年度一般会計補正予算、それか

ら、議案第５号の平成２５年度の一般会計予

算、それから、議案第５８号の平成２５年度の

一般会計・第１号の補正予算でございまして、

順番といたしましては、平成２４年度の９号補

正、すなわち通常の３月補正、それから１０号

補正経済対策分、それから平成２５年度の当初

予算、そして、平成２５年度の１号補正予算の

順で説明をさせていただきます。 

 企画戦略部長     永 原 辰 秋 君 

  企画政策課長    丸 山 智 子 君 

  秘書課長      桑 原 真 澄 君 

  情報政策課長    秋 田 壮 男 君 

  広報広聴課長    上 田 真 二 君 

 建設部 
 
 建築住宅課副主幹兼 
            西 田 裕 一 君 
 住宅係長 

 部局外 

  議会事務局長    田 上 高 広 君 
 
  議会事務局 
            桑 崎 雅 介 君 
  首席審議員兼次長 
 

 各議案での全体の歳入と歳出での総務費関係

分を山田総務部次長と脇坂市民協働部次長が行

います。それからまた、歳出の議会費関係分を

桑崎議会事務局次長、それから消防費、教育費

の市民協働部関係分を脇坂市民協働部次長が説

明いたします。 

                              

○記録担当書記     竹 岡 雅 治 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（亀田英雄君） それでは、定刻と

なり定足数に達しておりますので、ただいま

から総務委員会を開会いたします。 
 その他、議案第１３号の平成２５年度ケーブ

ルテレビ事業特別会計当初予算ほか、議案第１

９号以降の事件議案、それから条例議案につき

ましては、それぞれの担当課長が説明いたしま

す。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配

付してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第９号（関係分） 
 長時間に及ぶと思います。お疲れのことと思

いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 
○委員長（亀田英雄君） 最初に、予算議案

の審査に入ります。 
○委員長（亀田英雄君） よろしくお願いしま

す。 
 議案第１号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第９号中、当委員会関係分を議題

とし、説明を求めます。 

 はい、山田総務部次長。 

○総務部次長（山田 忍君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）総務部次長の山田でございます。よろしく

お願いします。それでは、座らせていただきま

して説明いたします。 

 それでは、総務部から、歳入等及び歳出の第

２款・総務費、第１２款・諸支出金について説

明願います。 

○総務部長（木本博明君） はい、委員長。 

 それでは、こちら別冊となっております議案
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第１号・平成２４年度八代市一般会計補正予算

・第９号をお願いいたします。 

 総務委員会付託分について御説明いたしま

す。 

 まず１ページをお願いします。 

 第１条、歳入歳出予算の補正でございます

が、歳入歳出それぞれ１４億８８５０万円を追

加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ５５１

億７０６０万円といたしております。 

 次に、第２条で繰越明許費を、第３条で地方

債の補正をお願いしておりますが、内容につき

ましては、４、５ページの表で説明いたしま

す。 

 それでは、４ページをお願いします。 

 第２表・繰越明許費では、本年度内の事業完

了が見込めない事業について、繰越限度額の設

定を行っております。 

 まず、款２・総務費、項１・総務管理費の庁

舎施設整備事業は４５６１万２０００円で、本

庁舎冷房設備改修工事において、部品調達に不

測の日数を要したことから、年度内の工事完了

が困難となったためでございます。 

 次に、款の３・民生費、項１・社会福祉費で

ございます。介護基盤緊急整備特別対策事業は

２億３２００万円で、地域密着型介護老人福祉

施設の建設において、工事進捗に不測の日数を

要したことから年度内の工事完了が困難となっ

たためでございます。次の、施設開設準備経費

助成特別対策事業は３４８０万円で、先ほど説

明しました介護基盤緊急整備特別対策事業が繰

り越すことになり、年度内の開設が困難となっ

たためでございます。 

 款の３・民生費、項２・児童福祉費の私立保

育所施設整備事業は８７９５万５０００円で、

私立みずほ保育園の改築の工事進捗に不測の日

数を要したことから、年度内の工事完了が困難

となったためでございます。 

 款４・衛生費、項２・生活環境費の環境セン

ター建設事業費は、環境影響評価業務におい

て、事務手続に不測の日数を要したことから、

年度内の完了が困難となったためでございま

す。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費の農業体

質強化基盤整備促進事業は、事業要望取りまと

め及び計画策定に不測の日数を要したことか

ら、年度内の完了が困難となったものや、国の

経済危機対応・地域活性化予備費の事業を今回

補正することから、年度内の完了が困難なため

などでございます。 

 款７・土木費、項２・道路橋梁費でございま

す。市内一円道路改良事業は、瀬戸石鎌瀬線で

国との協議、調整に不測の日数を要したこと

や、竜西幹１号線、北吉扇ノ江線で国の追加内

示が遅くなったことから、年度内の完了が困難

となったためでございます。橋梁長寿命化修繕

事業は、板の平橋・中谷川口橋補修工事におい

て、地元との協議に不測の日数を要したことか

ら、年度内の完了が困難となったためでござい

ます。市内一円橋梁改修事業は、竹原町で国と

の協議に不測の日数を要したことから、年度内

の完了が困難となったためでございます。 

 次です。項５・都市計画費でございます。南

部幹線道路整備事業は、国との協定に減額が生

じたため、その事務手続に不測の日数を要した

ことから、年度内の完了が困難となったためで

ございます。西片西宮線道路整備事業は、代替

地の取得に不測の日数を要したことなどから、

年度内の工事完了が困難となったためでござい

ます。また、八千把地区土地区画整理事業は、

地権者の移転先調整に不測の日数を要したこと

などから、年度内の工事完了が困難となったた

めでございます。 

 項６・住宅費の公営住宅ストック総合改善事

業は、住生活基本計画策定において、上位計画

である県の住生活基本計画の策定が大幅におく

れたことから、年度内の完了が困難となったた
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めでございます。 

 款９・教育費、項４・特別支援学校費の特別

支援学校校舎改築事業は、用地取得に不測の日

数を要したことから、年度内の工事完了が困難

となったためでございます。 

 次に、５ページをお願いします。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費でございます。農業施設災害復旧事

業は、地権者との協議に不測の日数を要したこ

となどから、年度内の工事完了が困難となった

ためでございます。また、林道施設災害復旧事

業は、被害額が大きく、工事進捗に不測の日数

を要したことから、年度内の工事完了が困難と

なったためなどでございます。 

 項２・公共土木施設災害復旧費でございま

す。道路橋梁施設災害復旧事業は、地元や県と

の調整に不測の日数を要したことから、年度内

の工事完了が困難となったためなどでございま

す。また、河川施設災害復旧事業は、地権者と

の協議に不測の日数を要し、年度内の工事完了

が困難となったためでございます。 

 次に、第３表・地方債補正でございますが、

詳しい内容は、１２ページの歳入、款２１・市

債で説明いたします。なお、起債の方法、利

率、償還の方法については、補正前と同じでご

ざいます。 

 続きまして、歳入を説明いたします。 

 ９ページをお願いします。 

 まず、款１２・分担金及び負担金、項２・負

担金、目２・民生費負担金、節２・児童福祉負

担金で３０２万６０００円を計上しておりま

す。これは、入所園児数の増加に伴う私立保育

所保育料の増加でございます。 

 次に、款１４・国庫支出金、項１・国庫負担

金、目１・民生費国庫負担金、節１・社会福祉

費負担金で６９７８万７０００円を計上してお

ります。障害者自立支援給付費負担金、障がい

児通所支援事業負担金、厚生医療費負担金いず

れも利用の増加によるものでございます。節２

・児童福祉費負担金で２１０６万９０００円を

計上しておりますが、入所園児数の増加に伴う

保育所運営費負担金の増加でございます。 

 次に、款１４・国庫支出金、項２・国庫補助

金、目４・農林水産業費国庫補助金、節２・農

業費補助金で２７８７万５０００円を計上して

おります。国の予備費対応経済対策に伴うもの

で、市が排水路改修を行うものに対するもの

や、八の字土地改良区及び水島土地改良区が行

います暗渠排水路整備に対する補助である農業

体質強化基盤整備促進事業費補助金でございま

す。 

 次に、１０ページになりますが、款１５・県

支出金、項１・県負担金、目１・民生費県負担

金、節１・社会福祉費負担金で３４８９万３０

００円を計上しておりますが、障害者自立支援

給付費負担金、障がい児通所支援事業負担金、

更生医療費負担金いずれも利用の増加によるも

のでございます。また、節２・児童福祉費負担

金では１０５３万４０００円を計上しておりま

すが、入所園児数の増加に伴う保育所運営費負

担金の増加でございます。 

 次に、款１５・県支出金、項２・県補助金、

目１・総務費県補助金、節１・総務管理費補助

金で１３２６万９０００円を計上しております

が、地方バス運行等特別対策補助金でございま

す。 

 次の、同項、目３・衛生費県補助金、節１・

保健衛生費補助金で４２１万８０００円を計上

しております。昨年１０月からの窓口無料化の

実施による利用増に伴う乳幼児医療費助成事業

費補助金の増加でございます。 

 １１ページをお願いします。 

 款１７、項１・寄附金、目１・総務費寄附

金、節１・総務管理費寄附金で３１０万円を計

上しておりますが、ふるさと元気づくり応援寄

附金で多額の寄附があったため補正するもので
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ございます。 

 次の、同項、目３・教育費寄附金、節１・社

会教育費寄附金で１３０万円を計上しておりま

す。やつしろ文化振興基金は、平成２３年７月

の本市とイオン九州株式会社等との協定書に基

づき、八代がめさんＷＡＯＮカードを利用して

支払われた金額の０.１％が市に寄附されるも

のでございまして、利用の伸びで今回補正する

ものでございます。 

 款１９、項１、目１、節１・繰越金の３億７

１２４万５０００円は、今回の補正予算の一般

財源でございます。 

 款２０・諸収入、項４、目５、節９・雑入で

８億８００８万４０００円を計上いたしており

ますが、本年３月末に八代広域行政事務組合の

八代ふるさと市町村圏基金が廃止されることに

伴い、同基金への出資金等が返還されるもので

ございます。 

 １２ページをお願いします。 

 款の２１、項１・市債、目３・農林水産業

債、節１・農業債で４８１０万円を計上いたし

ております。いずれも、国の予備費対応の経済

対策に伴うものでございます。 

 鏡町塩浜地区の県営経営体育成基盤整備事業

負担金の１００％で１０００万円、竜西地区の

県営地域水田農業支援排水対策特別事業負担金

の１００％などで７７０万円、金剛地区などの

県営海岸保全事業負担金の１００％などで７３

０万円、また、日奈久新開地区などの農業体質

強化基盤整備促進事業では、対象事業費から国

庫支出金を除いた額の１００％の２３１０万円

でございます。 

 以上、平成２４年度一般会計補正予算・第９

号の歳入の説明といたします。 

 それでは、引き続き、歳出を説明いたしま

す。 

 １３ページをお願いいたします。 

 款の２・総務費、項１・総務管理費でござい

ます。目１・一般管理費では１億５８４０万７

０００円を計上しておりますが、退職者８人の

増加による退職手当不足分でございます。 

 目５・企画費では２０１万４０００円を計上

しておりますが、肥薩おれんじ鉄道を安定的に

運行させるため、鉄道基盤の設備維持に係る費

用を補助する肥薩おれんじ鉄道運行支援対策事

業補助金でございます。 

 目７・交通防犯対策費では１億５２９９万９

０００円を計上しております。地方バス運行等

特別対策費補助金で、産交バス１９系統、麻生

交通１系統分にそれぞれ補助します。これは、

平成２３年１０月から平成２４年９月までの１

年間の決算がまとまりましたことから、補正す

るものでございます。 

 目１０・諸費では２２７７万２０００円を計

上しておりますが、生活保護費国庫負担金など

の国県支出金返還金で、過年度に交付されまし

た国県支出金の精算に伴い、超過交付分を返還

するものでございます。 

 次に、１５ページをお願いします。 

 款１２・諸支出金、項１・基金費、目５・ふ

るさと八代元気づくり応援基金費では３１０万

円を計上しておりますが、今般、多額の寄附が

あったことにより、追加の積み立てを行うため

ものでございます。 

 以上、平成２４年度一般会計補正予算・第９

号の歳出のうち、総務費、諸支出金の説明とい

たします。 

○委員長（亀田英雄君） それでは、引き続

き、市民協働部から歳出の第９款・教育費につ

いて説明願います。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） はい、委員

長。 

○委員長（亀田英雄君） はい、脇坂市民協働

部次長。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） はい。おは

ようございます。（｢おはようございます」と
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呼ぶ者あり） ○委員長（亀田英雄君） はい、鈴木田委員。 

 市民協働部の脇坂でございます。よろしくお

願いいたします。座りまして、説明をさせてい

ただきます。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。１１ページの

ですね、歳入、寄附金等がありますよね。ちょ

っと、私お聞きしたいんですけど、寄附金等が

いただいた場合、例えば表彰規定とかなんとか

はあるとですかね。 

○委員長（亀田英雄君） はい、どうぞ。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） それでは、

議案第１号・平成２４年度八代市一般会計補正

予算・第９号のうち、市民協働部関係分につき

まして御説明いたします。 

○委員長（亀田英雄君） はい、山田次長。

（委員鈴木田幸一君｢感謝状とかですね」と呼

ぶ） 

 補正予算書１５ページをお願いいたします。 ○総務部次長（山田 忍君） はい、ございま

す。まず、それぞれの、一番ですね、上のほう

のふるさと元気づくり応援寄附金につきまして

は、金額に応じましてですね、市外の方につい

ては八代の特産品、そういったのを送っており

ます。それとか、感謝状、お礼状ですね、そう

いったものを発送しております。はい。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目６・文

化財保護費、節２５・積立金で１３０万円を計

上いたしております。補正後の金額は１億３１

８０万８０００円でございます。 

 財源内訳のその他は寄附金によるもので、全

額、やつしろ文化振興基金へ積み立てるもので

ございます。 ○委員（鈴木田幸一君） はい。 

 歳入の説明でありましたとおり、この積立金

は、平成２３年７月に八代市とイオン九州株式

会社及びマックスバリュ九州株式会社との地域

振興に関する協定書に基づきまして、八代がめ

さんＷＡＯＮカードを利用して買い物をされま

した金額の０.１％を本市へ寄附をされるとい

うものでございまして、これを財源といたしま

して、やつしろ文化振興基金へ積み立てを行う

ものでございます。 

○委員長（亀田英雄君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） この場合の寄附金て

言ったら、ふるさと元気づくり応援基金にして

くださいっていうふうにやられるわけですか。

それとも、とにかく寄附しますから、市のほう

で何か使ってくださいっていうことでしておら

れるんですかね。 

○委員長（亀田英雄君） 詳細について。 

 はい、山田次長。 

 当初予算の見込みより、カード利用がさらに

伸びておりまして、寄附金が増加することに伴

いまして、今回、積立金の補正をお願いするも

のでございます。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。この元気

づくり応援寄附金につきましては、それぞれ使

途の目的がございますので、お申し込みいただ

くときに、何の寄附金ということで申し込みを

とる場合とですね、中には、市のほうに相談が

あった時点で、こちらの寄附金になるとかいう

こと、そういったことも中にはございます。 

 以上、御説明とさせていただきます。よろし

くお願いします。 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上の部分に

ついて一括して質疑を行います。質疑はありま

せんか。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、鈴木田委員。 

 ありませんか。 ○委員（鈴木田幸一君） いろいろ財源的に不

足、不足と言いながらも、こういった一般の方

々のありがたい寄附がいただけるてことである

○委員（鈴木田幸一君） ちょっと、今、１つ

よかですか。 
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ならば、それはそれなりに、大きく一般に公表

しながら、そしてその寄附しやすい状態とか

な、つくっていくならば、もっともっとこうい

った関係の金額というのがふえるんじゃないか

というふうに思うし、まあ、このことを当てに

して財源を確保するということじゃないんです

けれども、やっぱりそれはそれなりに、いい方

法での広報をして、感謝の意を相手に伝える、

あるいは一般に広報するという方法も、これか

ら先必要じゃないかなと思いましたもんだか

ら、今、質問したわけなんですよ。 

 だから、本当にありがたいことであります

し、私たちなんかは、こういった寄附いただき

ましたちゅうのは、こういった書面でしかなか

なか見ることができずに、一般の方々でも、恐

らくどんな方がどのような寄附したかっていう

のは、なかなか情報として得ることができない

んじゃなかろうかなと思いましたもんだから、

今後、この辺のとこの整備とかしていくなら

ば、もっといいんかなと思いました。 

 以上です。 

○財政課長（岩本博文君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、岩本課長。 

○財政課長（岩本博文君） はい。おはようご

ざいます。財政課の岩本です。 

 今、議員お尋ねの部分の寄附金につきまして

は、ふるさと納税制度の一環でございまして、

この分で全国から八代市に寄附をされて、その

分がある一定額超えると、寄附控除という制度

もございます。で、寄附された方につきまして

は、年に１回、広報紙でその氏名を、当然御本

人さんの了解を得て、氏名公表オーケーとか金

額公表オーケーというような了解を得た方々に

つきましては公表しているところでございま

す。 

 今回のこのような制度につきましては、今、

東京とか大阪とかいろんなところに職員派遣し

ておりますけれども、そのような職員に対しま

しても、ふるさと納税制度の広報活動をしてや

るようにということで、いろんな県人会とかあ

れば、そういうチラシ、パンフレットを配るよ

うな広報宣伝活動も行っております。 

○委員（鈴木田幸一君） はい、わかりまし

た。ありがとうございました。 

○委員長（亀田英雄君） ほかに質疑ありませ

んか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑議員。 

○委員（野﨑伸也君） 関連で。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

○委員（野﨑伸也君） 済いません。今、御説

明いただいたですけれども、公表の関係につい

てですね。ちょっと最近あんまり見らぬだった

んですけれども、たしかインターネットとかで

も何か公表されてる部分ですよね、あるかとい

うふうに思ったですけれども。 

 ただなんか、更新されてないかなっていうの

はちょっと思ったですよね。２１――２２年か

らだったですかね。これやってたのは。２１年

か、２２年かのやつはちょっと何か載せてあっ

て、今の、全体で寄附していただいているのは

こんだけの金額ありますよとかっていう、あと

名前とかも公表してあったですけれども、それ

が最近ちょっと更新されてないのかなというの

をちょっと感じたところがありました。 

 あと、たしか寄附するメニューが５つぐらい

八代はあったかなと。で、最終的にその他って

いう部分もあったかと思うとですけれども、金

額の内訳見てみると、その他っていう欄が一番

多いんですよね、たしか金額的に。で、ある意

味、何だろう、何ていうのかな、その寄附した

人たちっていうのがこれにしたいっていうよう

なメニューっていうのが多分ないのかなと。だ

けんが、その他が多くなってしまうのかなとい

うふうな感じをですね、受けたところなんです

よ。よければそういったところをもう少し精査
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する必要があるんじゃないかな。もう何年も続

けてきた事業なんで、そういった項目的なとこ

ろも精査する必要があるんじゃないかなという

ふうに思います。 

 あと、寄附された方っていうのが、思い的に

ですね、どういったものに本当に使われたのか

というようなところも多分知りたいんじゃない

かなというふうに思うんですよ。だけんが、今

年度はこうやっていただいたものについては、

こういうふうなものに使わしていただきまし

た。例えば、１つの項目、５つ項目がですね、

あって、例えば教育とかの関係について寄附し

た人については、教育的なものではこういった

部分に使わせていただきましたよというような

部分もですね、ちゃんと返すような広報活動も

ですね、していただきたいなというふうに思い

ますけども、そういったとこ、ちょっとどうで

すか。 

○財政課長（岩本博文君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、岩本課長。 

○財政課長（岩本博文君） はい、その辺は情

報公開部分が少ないところもあったかと思いま

す。やはり、どういう部分に使われたかという

ようなことにつきましては、今後予算化した分

をどんどんやっぱり、こういう予算に使いまし

たというようなところは積極的に広報していか

ないと、本当に寄附された方がどういう形で使

われているのかというところも御心配なさるで

しょうから、その辺は公にして、ちゃんと使わ

れているんだというような方針をとっていきた

いと思います。 

 それと、５項目ぐらいでの、子供の未来とか

環境とか防災、安全とか、そういう中での使い

方なんですけれども、そういう大きなくくりの

中で、もうちょっと具体的にこういうものをと

いう例示的なものをですね、出せればちょっと

いいかなという。ただその大きなところは、条

例で、基金条例で設定されておりますので、そ

れはちょっと動かしがたいところですけれど

も、それを、その細かいところは、こういうと

ころには派生していきますよというようなとこ

ろの説明とか、今後、ちょっとネットとかで

も、ちょっと具体的な説明方法をお示ししてい

ければというふうには思います。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑議員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、よろしくお願い

します。 

○委員長（亀田英雄君） ほかに。関連です

か。（委員太江田茂君｢いえ、違います」と呼

ぶ） 

○委員（成松由紀夫君） なら、関連をちょっ

と先に。済いません、済いません。 

○委員長（亀田英雄君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） 今、鈴木田委員から

も野﨑委員からもあったんですけど、今、課長

の答弁の中で、ふるさと納税云々のくだりがあ

ったんですが、松中選手がふるさと納税あたり

は結構多額にされとるように聞いておりますけ

れども、記念館の問題も含めて、あ、ミュージ

アムですね、ミュージアムの問題も含めて、マ

スメディアに報道されるときは、まあ年間にこ

れだけ市のいろいろな金が食われとってってい

うようなことでですね、やっぱお身内の方とか

も非常に心苦しい思いをされとるような部分も

あります。 

 ただ、ふるさと納税を松中選手がやってると

いうこと自体が、余り周りに知られていなくて

ですね、やっぱり御本人も、そういったふるさ

とに思いがあって、納税もされとるというよう

な部分もありますので、まあ、プロ野球選手だ

からこうだということで、余りオーバーな周知

はいらないとは思いますけれども、最低限の、

先ほど野﨑委員から出たように、寄附された方

々に対して、こういうこととか、ふるさと納税

の分はこういうふうに使われておるとか、そう
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いったところの何か周知方法なり何なりは、ど

こまで可能なもんなんでしょうかね、今。 

○委員（太江田茂君） はい。私は昨年度も申

し上げたんですが、先ほどからずっと山田次長

の話を聞いとくなら、繰越明許が大分多いよう

ですが、どうしてこぎゃんなっとですかね。私

は去年も、繰越明許をするのはだめだというよ

うなことを言ったはずです。しかし、ことしは

どうも、相手のあることだけん、なかなか難し

い面もあると思いますが、繰越明許で総額の何

億ぐらいなんですかね。 

○委員長（亀田英雄君） はい、岩本課長。

（委員成松由紀夫君｢答えられる範囲でようご

ざいます」と呼ぶ） 

○財政課長（岩本博文君） 高額の寄附者の方

につきましては、その日に記者クラブとかに投

げ込みをいたしまして、で、記者の取材オーケ

ーというようなところも準備いたしておりま

す。それで、公開につきましては、あくまでも

御本人さんの御意向なもんですから、名前だけ

とか金額までとか、そういうところでの確認を

とったところで今、公にしているというような

状況です。 

○委員長（亀田英雄君） 答えられますか。 

 岩本課長。 

○財政課長（岩本博文君） 集計しますので、

しばらくお待ちください。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） いいですか。山田次

長。 

○委員（成松由紀夫君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、成松委員。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。繰り越し

では、１３億３０００万ぐらいでしょうか。 

○委員（成松由紀夫君） はい。そういった個

別案件で、いろいろそれぞれ事情が違うと思い

ますけれども、松中選手についても、ある程度

ふるさと納税なんかしっかりされているという

ようなこともですね、少し市民に周知しない

と、何かまあ私が見とるところ、マイナス的な

要素だけがマスメディアが大きくとって、何か

市民の税金でも食い潰しているんじゃないかっ

ていうようなイメージが横行しているような部

分でですね、せっかくこう、八代市に思いを持

って納税されとる方々の、まあそういう思いも

マスコミというか、記者クラブのほうともうま

く話されて、少しそちらのほうの報道もされ

て、少しこういい周知の仕方、オーバーにじゃ

なくてですね、バランスのいい、そういった周

知ができるようによろしくお願いします。 

○委員長（亀田英雄君） はい。１３億３００

０万繰り越すということですね。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。（｢約で

すが」と呼ぶ者あり）約です。 

○委員長（亀田英雄君） ということですが、

太江田委員。 

○委員（太江田茂君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

○委員（太江田茂君） 昨年はたしか３億７０

００万ぐらいやったかと私はおぼろげながらの

記憶ではございますけれども、あるんですが、

まだそれから、また十何億もまで残したちゅう

ことは、八代市はよほど金持っとっとっじゃな

っかなというようなことが感じられるわけです

よね。それで、予算組むときに、まあちっと、

是が非でも組まにゃん予算と、組まぬでもよか

予算と、いろいろあるんじゃなかろうかと思う

とですよ。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） 意見ですね。 

○委員（成松由紀夫君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい。質疑お願いし

ます。  で、私は思うに、市の行政のあり方とかいろ

んな面で、そういう予算、至らぬ、でたらめな はい、太江田委員。 
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予算ちゅうなら怒られるかもしれぬばってん

が、予算編成の中で、もう少し、真剣に取り組

まぬと。ただ、予算組めて言わしたけん私たち

は組んだというようなことじゃなくてですね、

ここの部分は必要であるんだと、この金は必要

であるんだというようなことで予算組んである

んじゃなかろうかと思うわけですよ。 

 そこら付近をもちっとこう精査した上で、十

何億もまたことしも残ったて、そういう話はな

いでしょうと思うとですよ。そこら付近を去年

も私は言うたはずですばってん、ことしもまた

積み残したって。そりゃ、おかしかと思うとで

すよ。 

○委員長（亀田英雄君） 執行部、どなたか答

えられますか。 

 山田次長。 

○総務部次長（山田 忍君） なかなかお答え

にくいところでありますのは事実です。 

 それぞれの事業する課においてもですね、そ

れぞれの職員、職員は目一杯ですね、精一杯頑

張ってやってはおるんですが、何せその、我々

できるところ、相手方の同意を得なければでき

ないところ、そういうのがありましてですね、

やはり相手方の同意とか、いろんな調整とかそ

ういうで、やむなくこの金額をですね、繰り越

しのほうをお願いしてるという状況です。 

 御理解いただけると思いますけども。 

○委員（太江田茂君） はい。ええと。 

○委員長（亀田英雄君） はい、太江田委員。 

○委員（太江田茂君） 例えばの話ですが、私

のところは鏡町に住んどっとですが、有佐の小

路橋ちゅうところは、これは段取りしぎゃうっ

たって、もうこういう格好で出ましたよという

予算は、去年、おととしもろうたわけ。ところ

が、ことしになっても何も手つけてないと。そ

んなら、そういう予算はどうするのかというよ

うなことですよ。せっかく予算組んどって、も

う２年、３年前から言うとっとに、ことしもま

だ、今、設計の段階だと、何とかと。変な話な

あと言いようことになっとですよね。 

 ほんで私が考えるところ、せっかく予算組ん

でやっとならば、そりゃ５円組んであろうが、

１０円組んであろうが、それだけ分の仕事はし

ていくのが当たり前じゃないか。仕事しないの

は当たり前じゃないんだから。予算組んで、や

りますよと言うたならば、予算なりの仕事をそ

れなりにやるのが本当だと私は思いますばって

ん、どやんですか、皆さん、御意見は。 

○委員長（亀田英雄君） 重ねて、なら、山田

次長言われますか。 

 はい、山田次長。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。もう先ほ

どお答えしたとおりでございましてですね、全

職員一丸となってですね、やっていくしかない

と。もうそういう……少しでもですね、職員の

ほうも少しでも早く仕事をですね、進めて、市

民の方が使えるような状況にしたいと思いは、

みんな職員一緒ですので、そういった思いでで

すね、一刻も早く事業が完了するように、努力

していきたいというふうに思っております。 

○委員長（亀田英雄君） 木本部長、お願いし

ときます。そのような方向でお願いしときま

す。 

 ほかに質疑はございませんか。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。今回ですね、

１０ページに県の支出金ということで、１３２

６万９０００円が地方バスの運行補助金って形

で出ています。それから、１３ページには、地

方バスの運行対策特別対策補助金ということ

で、ここには１億５２９９万９０００円と一応

提案されておりますけれども、この間ですね、

バス問題では、かなり住民から声が出ておりま

した。で、１２月の議会報告会を８名の議員で

やったときに、旭中央通のバスが通るようにな
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ったと、それから君ケ渕高田線ですね、ここも

午前中、改善されたと。非常に住民の方、若干

のことだけども喜んでおられるという、そし

て、ぜひね、自分の喜びの声も伝えていただき

たいと。高田君ケ渕線については、午後もね、

何とか実現さしていただけないかという声もあ

わせて聞いております。非常に喜ばれてるとい

うことで、担当課では努力をされたんじゃない

かというふうに思っておりますんで、喜びの答

えを届けると同時に、それから１億５０００云

々ですね。これは先ほど、観光バスと麻生バス

にということですけど、それぞれの額わかりま

すか。 

 それともう１つは、タクシー会社には、今回

はなかったんでしょうかという２点についてお

伺いします。 

○委員長（亀田英雄君） はい、２点について

です。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、丸山課長。 

 それぞれの分と、タクシー会社の分について

ちゅうことですね。 

○企画政策課長（丸山智子君） 企画政策課、

丸山です。よろしくお願いたします。 

 今回、総額１億５２９９万９０００円のう

ち、済いません、麻生交通分が４５万７０００

円でございますので、済いません、残りの分が

産交バスということになります。 

 以上です。（委員笹本サエ子君｢もう１つ、

タクシー会社」と呼ぶ） 

 あ、失礼いたしました。タクシー会社の分、

乗り合いタクシーということで行っております

が、その分は毎年度、当初予算のほうで計上い

たしておりますので、補正としては上がってま

いりません。（委員笹本サエ子君｢はい、わか

りました」と呼ぶ） 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。済いません、さ

っきの繰越明許のとこでちょっと関連で言いた

かったんですけど。 

 先ほど１３億っていう総額ですね、お話しし

ていただきまして、毎年ですね、言われるんで

すよ。本当に。もうわかっておられると思うと

ですけれども、何で言われるかっていうのは、

この積み残した分が次の年にですね、またやっ

ていかぬばんということで、どんどんどんどん

仕事が進んでいかぬどっていう話で、やっぱ言

われると思うんですよ。そればやっぱ年度内に

は終わらしてしまって、その次はまた新しかん

のできるどもんっていう話ば、やっぱ言おうご

たもんですけんが、言わすもんですけん、いろ

んな事情があってですね、なってるというのは

わかっとっとですけれども。 

 ただですね、個別に言ったら何かあれなんで

すが、庁舎の整備の関係ですよね。海外からの

部品調達がちょっとできなかったよっていう話

なんですけど、実際、見積りちゅうか、そうい

ったと段階とった時点でですね、もうあらたか

わかってると思うんですよ、入ってくる、入っ

てこないっていうのも。多分、ある程度のとこ

ろの商社だったり、メーカーだったりとかいう

のも間に入れながらやってると思うんで。そう

いったところから大丈夫ですよっていうような

オーケーのあれが来て、事業っていうのも進め

ていくかというふうに思うとですけれども、そ

ういった部分について、入らぬだったけんがっ

ていう話はですね、ちょっと、もう少しやっぱ

その業者さんだったり、中間におられるところ

に対しても、やっぱ厳しく言っておられるとは

思いますけれどもですね、そういったことを含

めてですね。 

 これ、庁舎の設備、クーラーですよね、多分

これ。こういった関係で、これ、いつ完成する

のか、ちょっとわかんないんですけれども、間

に合うのかどうかなって思うんですよ、やっぱ

また、ことしの夏にですね。いろんなところで
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御迷惑かける部分あると思うんですよ。そうい

った部分含めてですね、もう少し、きちんとし

た対応をですね、していただきたいというふう

に思います。 

 あと、私立保育所の関係なんですが、これも

延びた関係によって、園児がですね、迷惑かぶ

るというような部分もあるんじゃないかなとい

うふうに思いますんで、そこら辺のところどう

ですか。私立保育所の関係については、開所が

また延びていくって話になっと思うとですけ

ど、どやんでしょうね。 

○委員長（亀田英雄君） いいですか、山田次

長で。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、山田次長。 

○総務部次長（山田 忍君） 済みません。私

立の民間の保育所ということで、改築というこ

とで、現在運営しながらということになるん

で、そういった面での改築中の園児のですね、

迷惑というのはあるでしょうけれども、それな

りの園の運営はできているのかなというふうに

は理解しております。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

 本当に待っておられる方々、たくさんおられ

ると思いますんで、やっぱり年度内にですね、

予算上げても事業しますよとなったときには、

もうきちっと進めるようにぜひしていただきた

いというふうに思います。 

 あと１つちょっと聞きたいんですが。済いま

せん、ちょっと繰り越しで聞きたかったばって

んが……ちょっとバスの関係で、別に言ってよ

かですか。 

○委員長（亀田英雄君） どうぞ、よかです

よ。 

○委員（野﨑伸也君） 今、バスのやつもあっ

たんで。バスの補助金の関係ですよね。国県の

やつありますよという、年々減らされていって

ますっていう話だったですけれども、済いませ

ん、どんぐらい減ったですかね。県、ことし

は。 

○委員長（亀田英雄君） わかりますか。 

 はい、丸山課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） 県の補助金に

つきましては、昨年度が２０１９万円５０００

円で、今年度が補正で計上いたしております、

１３２６万９０００円でしたので、大体約７０

０万程度減ったということになります。 

 ただ、こちらに関しましては、県の補助金

が、前年度の各市町村のバス事業者への赤字補

填等の実績に応じて配分という形になってるも

んですから、昨年度八代市がバス再編によりま

して大幅に補助金額を減らしたということに伴

うものでございます。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。わかりました。 

 去年もですね、同じような質問させていただ

きまして、意見も述べたんですけれども、何と

なく納得いかぬていうかですよ。県のほうの方

針として減らしていきたいというのが、多分あ

られるんだろうと思いますし、その上のまた国

のほうのですね、ほうも、そういったところを

切っていきたいというような思いもあるのかな

というふうには思うんですよ。 

 で、これは多分、どんどんどんどんまた減ら

されていく、八代市がどんどんどんどん頑張っ

て、そういった路線の、バス路線の再編だった

り、いろんな策を講じて補助金を減らしていっ

たというようなときになれば、どんどんまた下

がっていくということで、非常に悩ましいとこ

ろがあるというふうに思うとですけれども。 

 これ自体ですよ、今、産交バスさんだった

り、麻生バスさん、２つの会社さんにお願いを

されてるというようなところありますけれど

も、仮にですよ、ほかのところにお願いしてい

くというようなことはできないんですかね。ほ
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かの民間さんにお願いしたりというようなこと

ができるのか、可能なのかどうなのか。 

○委員長（亀田英雄君） はい、丸山課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） バス路線の再

編につきましては、どこの自治体も共通の課題

ということで取り組まれておりまして、その中

で、バス路線そのものを全部廃止して乗り合い

タクシーに切りかえたりとか、あるいはコミュ

ニティバスということでですね、自治体なり事

業者なりがですね、独自に運行させるようなバ

スの方式を導入させておられるところも多数ご

ざいます。今、どちらかといえば、そちらの方

向でのバスの再編といった公共交通の確保とい

ったものが主流になってきておりますので、八

代市においても、おととしバス再編ということ

で行いましたけれども、また今後ですね、さら

に今の状況の調査を踏まえた上でですね、そう

いった新たな手法も含めたところでのですね、

また地域公共交通のあり方っていうものは、取

り入れていく必要があると思っております。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。ありがとうござ

いました。 

 確かにですね、今おっしゃたように、他市の

状況、よそのですね、自治体の状況見れば、そ

ういったふうにシフトされているところもある

ようです。 

 ただ、八代市においてはですね、かなり当初

からだと思うとですけれども、２社さんのほう

にですね、お願いしながらやってきたっていう

経緯もあろうかと思いますんで、そちらのほう

との兼ね合いと。会社っていうようなこともあ

りますしですね、そういったことも考えながら

ですね、雇用の確保というような観点のほうも

考えながら、そういった方向にシフトできる部

分があればですね、ぜひ検討していただきたい

なというふうに思います。 

 で、あと国や県に対してもですね、去年も言

いましたけれども、ちょっとその制度に対して

ですね、やはり私はおかしいと思うんですよ、

やっぱり。市が頑張って頑張って赤字補填を減

らしていく、それにつれて今度は、国、県の補

助も減っていくというのは、ちょっと制度的に

は私はどうかなというふうに思いますんで、そ

ういったところを八代だけと、一自治体という

ことじゃなくてですね、多分、どこのところも

ですね、中山間地とか持っておられるとことい

うのは非常に困ってられると思うんですよ。そ

ういったとこと連携しながらですね、やっぱり

県、国に対してもやっぱ、何とか意見、物申し

ていただきたいなというふうに思いますんで。

そういったとこ、よろしくお願いします。 

○委員長（亀田英雄君） 答え要りませんか。

野﨑委員、答え要りませんか。 

○委員（野﨑伸也君） あ、よろしいですよ。 

○委員長（亀田英雄君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。先ほどからの

繰越明許費のことですけど、私が住んでる井上

町の第一踏切の移転のことですけど、本来なら

ことしの３月には完了ということで、住民の皆

さんもとても期待してたんですね。ところがそ

れがまだ実現できてないと。その理由は、ちょ

っと待てば国の補助金が得られるということ

で、少し延期をしておりますと。だけど、それ

が確実に使えるということが決まりましたの

で、いよいよ始めますというお返事いただいた

んですね。 

 だから、確かに繰越明許費の中には、いろん

なことがあって事業ができなかったということ

もありましょうけれども、第一踏切の移転の問

題は、そういうことで今年度にね、３月までで

きなかったんだというお話を聞きましたので、

問われる住民の方には、そのようなことを届け

といたんですけど、そういうこともあるんでし

ょうか。 

○委員長（亀田英雄君） はい、山田次長。 
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○総務部次長（山田 忍君） 済いません。そ

こまでですね、承知をしておりません、済いま

せん。（｢事業課に聞いたら」と呼ぶ者あり）

個々の案件では、私どもそこまで承知してない

ところもございますんでですね。 

○総務部次長（山田 忍君） 工事の入札……

指名のですね、業者につきましては、市内にか

なりな業者数ございましてですね、金額のラン

クもそれぞれ受注できるランクがあるんです

が、まあ、業者の数からすればですね、昨今

の、以前の公共事業費の多い時代に比べて今は

少なくなっているというのが現状ですから、そ

ういった業者さんのですね、許容量はあるとい

うふうな理解をしております。 

○委員（笹本サエ子君） いいです、いいで

す。ただ、そういうこともあるのかなと私思っ

たもんですからね。そういうふうに聞いており

ますから。だから、繰越明許になった、事業が

できなかったという理由には、そういう対応も

あるということじゃないのかなと私推測するわ

けですが。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

○委員長（亀田英雄君） はい。ほかに質疑あ

りませんか。 ○委員長（亀田英雄君） 済いません、なら事

業課に。ようございますか、笹本委員。 （｢なし」と呼ぶ者あり） 

 ほかに質疑はありませんか。（｢なし」と呼

ぶ者あり）はい、野﨑委員。 

○委員長（亀田英雄君） 以上で質疑を終了し

ます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、繰越明許の関係

で聞きます。ことし、この関係でいけば１３億

というような話、次年度に持ち越すという話な

んですけれども、ほかにも補正で結構ですね、

いろんな事業が乗っかってきてるっていうのが

ありまして、１つ心配するのがですね、八代の

業者さんだけで事足るのかなというところが心

配するわけなんですよ。実際、多分かなりの量

になってますんで、本当にさばき切れるのかっ

ていうのも心配なんですが、そこら辺のところ

どうですかね、大丈夫なんですかね。 

 意見がありましたら、お願いします。（｢な

し」と呼ぶ者あり） 

○委員（成松由紀夫君） はい、意見お願いし

ます。 

○委員長（亀田英雄君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） はい。１１ページの

雑入のふるさと市町村圏基金の返還金の件です

けれども、これ、木本部長にお願いといいます

か、（総務部長木本博明君｢はい」と呼ぶ）御

意見ですが、この８億８０００万ですね、広域

行政事務組合で頑張ってきた基金の果実を運用

してですね、いろいろな事業をやってきまし

て、今度取り崩してこっちに、まちづくり交流

基金のほうに行くとですかね。そういう流れに

なると思うとですけれども、そもそもこのふる

さと市町村圏基金の趣旨的なものは、多極分散

型国土の形成を促進するため、広域市町村圏に

ついて、総合的、重点的な地域振興整備を促進

するということで、平成元年、平成２年でです

ね、８市町村と県、それぞれお金が出とうわけ

ですよね。鏡町でいうたら２年間で１億２００

０、１億２７０万、千丁５３００万、坂本６０

 で、やっぱり極力ですね、いろんな事業につ

いてやっぱ、地域の活性化のためのいろんな補

正だと思うんで、経済対策だと思うんで、やっ

ぱり八代市内の業者さん、極力使っていただき

たいともちろん思ってますんで、そういったと

ころ、どうでしょう。今の時点で、何かちょっ

とあっぷあっぷしてるんですよというような話

もあるのかどうか。まだキャパシティー残って

るのか、業者さんが。把握されてるところあり

ますか。 

○委員長（亀田英雄君） 山田次長。 
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００万、東陽３６００万、泉３７００万、ま

あ、八代市は４億９０００万。大まかにですけ

ど。まあ、そういった部分でそれぞれのやっぱ

市町村が思いば、その当時思いがあって出しと

られる。そして、県が１億出して１０億という

ことで、しかも今回、県の１億円を県に返さな

ければいけない等々の話が全員協議会の中で

も、いろいろと広域議会の中でですね、いろい

ろけんけんがくがく議論が出ました。またそ

の、そういう意見も含めて県のほうに働きかけ

をして、八代選出の県議会の皆さん頑張られた

経緯もありまして、１億がまた八代と氷川にそ

れぞれ返ってくるということでの、この８億８

０００万なんですよね。 

 で、それをこの間の議案説明会の中で、どっ

かの担当部長さんが、５０００万円を１６年間

で使ってしまうというような方向性で考えてお

りますという答弁をされました。担当部長が。

そういう、こう、何ちゅうんですかね、安易

な、まあ、いいんですよ。例えば、広域が持っ

とったスリーデーマーチとか、キッズサッカー

はどういう方向性に進んでいくのかちゅうの

は、これは市の担当課の考え方になると思いま

すが、そこの部分については結構なんですけれ

ども、観光振興的なものをですね、地域振興の

何か中心に持っていくようなニュアンスで答弁

された中で、５０００万を１６年間で使い切る

というようなニュアンスの答弁がありましたで

すよね、部長。ですから、そういうことではな

くて、やっぱりこの８億８０００万は、８市町

村の思いがそれぞれあって当時出資されとる、

それと県もいろんな期待を込めて八代にいただ

いたお金ですから、そこら辺の財政シミュレー

ション的なことは、また総務部のほうでしっか

り精査されて使われるように、よろしくお願い

いたします。期待を込めておりますので。 

 はい、以上です。 

○委員長（亀田英雄君） はい。ほかにはあり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） はい、なければこれ

より採決いたします。 

 議案第１号・平成２４年度八代市一般会計補

正予算・第９号中、当委員会関係分について、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（亀田英雄君） はい。挙手全員と認

め、本案は原案のとおり可決されました。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第５６号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第１０号（関係分） 

○委員長（亀田英雄君） 次に、議案第５６号

・平成２４年度八代市一般会計補正予算・第１

０号中、当委員会関係分を議題とし、説明を求

めます。 

 それでは、総務部から、歳入等及び歳出の第

２款・総務費について説明願います。 

○総務部次長（山田 忍君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） はい、山田総務部次

長。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。それで

は、引き続き、座って説明いたします。 

○委員長（亀田英雄君） はい、どうぞ。 

○総務部次長（山田 忍君） それでは、別冊

となっております議案第５６号・平成２４年度

八代市一般会計補正予算・第１０号をお願いし

ます。総務委員会付託分について御説明いたし

ます。 

 まず、１ページをお願いします。 

 今回の補正は、国の大型補正予算の成立に伴

うものなどでございます。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の補正でござい

ますが、歳入歳出それぞれ３２億１８４０万円

を追加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ５
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８３億８９００万円といたしております。 

 次に、第２条で繰越明許費の補正を、第３条

で債務負担行為の補正を、第４条で地方債の補

正をお願いしておりますが、内容につきまして

は、４、５、６ページの表で説明いたします。 

 それでは、４ページをお願いいたします。 

 第２表・繰越明許費補正では、本年度内の事

業完了が見込めない事業について、繰越限度額

の設定を行っております。 

 まず、１の追加でございます。いずれも今回

の補正予算に伴い、今から着手するもので、年

度内の完了ができませんので、所要の設定を行

うものでございます。 

 また、５ページの２、変更でございます。 

 いずれも同様の理由で、年度内の完了ができ

ませんので、現在の繰越限度額の設定額に追加

を行うものでございます。 

 次に、第３表・債務負担行為補正でございま

す。 

 八代養護学校特別支援学校校舎改築事業で、

期間を平成２５年度から２６年度まで、限度額

を７億５７４０万９０００円に設定していま

す。 

 次に、６ページの第４表・地方債補正でござ

いますが、詳しい内容は、１１ページからの歳

入、款２１・市債で説明いたします。なお、起

債の方法、利率、償還の方法については、補正

前と同じでございます。 

 続きまして、歳入を説明したします。 

 １０ページをお願いいたします。 

 まず、款１０、項１、目１、節１・地方交付

税で４８６１万９０００円を計上しています

が、これが今回の補正予算の一般財源でござい

ます。 

 次に、款１４・国庫支出金、項２・国庫補助

金、目４・農林水産業費国庫補助金、節３・水

産業費補助金で３３４４万円を計上しておりま

すが、鏡町漁協が行いますカキの養殖・販売関

係の費用の補助に対する地域経済循環創造事業

交付金でございます。 

 同項、目６・土木費国庫補助金、節１・道路

橋梁費補助金６１６５万５０００円は、道路の

補修及び路面等の点検・調査に対する市内一円

道路維持事業分でございます。また、節３・都

市計画費補助金４１４３万５０００円は、南部

幹線及び西片西宮線道路整備事業の追加分と、

公園の遊具更新等を実施する都市公園安全・安

心対策緊急支援事業の追加分などでございま

す。また、節４・住宅費補助金２５０万５００

０円は、市立病院などの公共施設耐震診断事業

補助金でございます。 

 次に、同項、目７・教育費国庫補助金、節１

・小学校費補助金で３５０７万３０００円を計

上しております。なお、補助事業の区分により

まして、補助率が異なってまいります。地震補

強の場合は２分の１、大規模改造の場合は３分

の１などとなっております。国庫補助事業に規

定の補助率を適応した八千把小学校校舎耐震改

修事業費補助金２９９４万２０００円などでご

ざいます。また、節２・中学校費補助金で１億

７１０７万円を計上しておりますが、第四中学

校体育館改築事業費補助金７９７８万８０００

円などでございます。また、節５・特別支援学

校費補助金で９９１４万３０００円を計上して

おりますが、八代養護学校、特別支援学校校舎

改築事業費補助金９６３７万７０００円などで

ございます。 

 続きまして、１１ページをお願いします。 

 款１５・県支出金、項２・県補助金、目４・

農林水産業費県補助金、節１・農業費補助金で

１１億７３５４万５０００円を計上しておりま

す。ＪＡやつしろなどが実施する低コスト耐候

性ハウス導入に対し補助します、強い農業づく

り交付金事業補助金と、市が実施する排水路改

修や八代平野北部土地改良区に委託して実施す

る用水調整ゲート改修などに対する農業基盤整
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備促進事業補助金でございます。また、節２・

林業費補助金で４８３１万５０００円を計上し

ております。林道八竜山線の開設に対する林業

専用道開設事業補助金と林道南川内線等の改良

事業や林道岩奥南川内線等の舗装事業に対する

道整備交付金でございます。 

 最後は、款２１、項１・市債、目３・農林水

産業債、節１・農業債で４億５６０万円を計上

しております。農業基盤整備事業促進事業費か

ら、県支出金を除いた額の１００％の市債２億

９５１０万円、また、県営海岸保全事業負担金

の１００％の市債１０００万円でございます。

また、八代平野土地改良区連合などが行う農業

水利施設の改修に対し補助する農業水利施設保

全合理化事業補助金の１００％の市債１億５０

万円でございます。また、節２・林業債で６６

３０万を計上しております。道整備交付金事業

費から県支出金を除いた額の１００％の市債６

１４０万などでございます。 

 次に、同項、目４・土木費、節１・道路橋梁

債で４２３０万円を計上しております。市内一

円道路維持事業の対象事業費から、国庫支出金

を除いた額の１００％の市債でございます。ま

た、節２・河川債で５００万円を計上しており

ますが、県河川海岸事業負担金の１００％の市

債でございます。また、節３・港湾債で１億３

１９０万円を計上しておりますが、八代港県営

事業負担金の１００％などの市債でございま

す。また、節４・都市計画債で４０７０万円を

計上しております。南部幹線及び西片西宮線道

路整備では９５％の市債、都市公園安全・安心

対策緊急支援事業では１００％などの市債等で

ございます。 

 １２ページになりますが、同項、目６・教育

債、節１・小学校債で９６５０万円を計上して

おります。八千把小学校校舎耐震改修事業の対

象事業費から国庫支出金を除いた額の１００％

の市債５２８０万円と、金剛小学校体育館耐震

改修事業の対象事業費から国庫支出金を除いた

額の１００％の市債４３７０万円でございま

す。また、節２・中学校債で５億７６９０万円

を計上しております。第四中学校体育館改築事

業の対象事業費から国庫支出金を除いた額の１

００％などの市債３億１５２０万と、泉中学校

校舎耐震改修事業の対象事業費から国庫支出金

を除いた額の１００％などの市債２億６１７０

万円でございます。また、節３・特別支援学校

債で１億３８４０万円を計上しております。八

代養護学校校舎改築事業の対象事業費から国庫

支出金を除いた額の１００％などの市債１億１

３２０万円と、体育館耐震改修事業の対象事業

費から国庫支出金を除いた額の１００％の市債

２５２０万円でございます。 

 以上、平成２４年度一般会計補正予算・第１

０号の歳入の説明といたします。 

 それでは、歳出を説明いたします。 

 １３ページをお願いします。 

 款２・総務費、項１・総務管理費、目５・企

画費で１８６万９０００円を計上しております。

これは、今回の国の大型補正予算にあわせ、肥

薩おれんじ鉄道に対して、老朽化した施設の更

新費用の補助を行う肥薩おれんじ鉄道施設総合

安全対策事業費補助金でございます。 

 以上、平成２４年度一般会計補正予算・第１

０号の歳出の総務費の説明といたします。 

○委員長（亀田英雄君） はい。それでは、引

き続き市民協働部から、歳出の第９款・教育費

について説明願います。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 脇坂市民協働部次

長。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） はい。市民

協働部の脇坂です。引き続き、市民協働部関係

の歳出につきまして御説明をさせていただきま

す。座って説明させていただきます。 

○委員長（亀田英雄君） はい、どうぞ。 
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○市民協働部次長（脇坂 裕君） 予算書１７

ページをお願いいたします。 

○委員長（亀田英雄君） はい、山田次長。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。実は、今

回のですね、国の大型補正予算については緊急

の経済対策ということでですね、本市としまし

ても本市の経済の浮揚を図るということでです

ね、積極的にそれに、国の施策に呼応してです

ね、やっていこうと、経済の振興を図ろうとい

うような趣旨でございまして、そこには補正予

算につきましては、比較的有利なですね、地方

交付税で、面倒見てくれる有利な起債がござい

ましたので、それを借りて財源にしているとい

うことです。 

 款９・教育費、項８・社会体育費、目３・社

会体育施設費で、節１２・役務費１５万８００

０円、同じく節１３・委託料で３０８万円、合

計３２３万８０００円の補正をお願いいたして

おります。補正後の金額は１億７３３９万６０

００円でございます。 

 特定財源といたしまして、国庫補助金９２万

３０００円を充てております。 

 で、補正の内容としましては、昭和５３年に

建設されました千丁体育館におきまして、耐震

診断の結果、Ｉｓ値が不足する結果となりまし

たものですから、耐震能力を補強するための改

修工事に必要な実施設計業務を委託するもので

ございます。 

 一時的にこの表ではですね、結局、２５年度

の事業の前倒しということで、これがこの今、

委員さん申されましたことで、２４年度中に

は、その予算上は金額的にはふえるんですけど

も、２４年度末ではなくて、２５年度末です

か、２５年度末の起債のほうを全体的に並べま

して、２５年末で見ていただきますと、減少す

るような方向でですね、全体的には起債のほう

の減少傾向を減らして、――続けていくという

ことで、大命題もございますので、そういった

ことでですね、やっていこうということで、２

４年度のではなくて、２４と２５、セットでで

すね、あわせて記載の枠を見ていただければと

いうふうに思っております。 

 以上、説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

○委員長（亀田英雄君） 以上の部分につい

て、一括して質疑を行います。質疑ありません

か。質疑をお願いします。 

 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。今回の補正って

いうことでですね、３２億ですか、っていう話

なんですけど、そのうちですね、半分ぐらい市

債なんですよね。歳入のとこ見てみると。で、

最終的に２４年度の――、地方債の残高ってい

うようなところも見てみるとですね、何か最終

的に今回の補正で１５億ぐらいまた積み増しさ

れて、毎年毎年減ってきたとが、残念ながらふ

えとっとですよね。こういった部分について、

財政的な考えとして、減らしていこうというよ

うな計画というのをですね、これまでいろいろ

聞いてきとったですけれども、それとの整合性

ちゅうか、なぜこういうふうになってきたのか

というところを、ちょっと説明してもらってよ

かですか。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。何か難しいなと

思ったですけども。 

 結局最終的に、２５年度の最終的なところで

数字を見たときには、２４年度分、２５年度分

あわせて減っていますよというような、最終的

に財政計画の中で、そういったとこに到達して

いくようにやっていくというようなことなんで

しょうね、多分。 

 ということはですよ、２５年度の部分が、起

債を減らしていこうというように私は聞こえた○総務部次長（山田 忍君） はい。 
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んですよね。やりたい事業があってもしないと

いうような、その、何かそういうふうにしか聞

こえなかったんですけれども。 

 ただ、今言われたように、経済対策、国の大

型補正があったけん、それにあわせてとりあえ

ず、交付税が来るけんが、とりあえずは市債で

出しとくかっていう話なんだろうと思うとです

けれども、そういった先ほど言われた、２５年

度にですね、その起債を減らしていこうという

ような話も持っておられるというようなことで

あればですたい、何て言うか今回のこの補正に

ついて、少しちゅうちょされた部分が、財政的

な部分でですよ、あったんじゃなかろうかなと

いうふうに思うんですけれども、そういったと

こないですか。もう少しいろんな部分で事業や

ったらよかったんじゃないかっていうような

話、とってこぬだったとこが悪かったじゃない

かっていう話もあっとですけれども、そういっ

た財政的な面からも、少しちゅうちょした部分

があっとじゃなかかなと今私は思うたですけれ

ども、どやんでしょう。 

○委員長（亀田英雄君） 山田次長。 

○総務部次長（山田 忍君） 今回の大型補正

予算に伴います事業につきましては、事業ので

すね、内容がわからなかったということが最初

あります。要は、どこかと申しますと、国の補

助金は、まあ例えば半分、２分の１なら２分の

１つけますよということで、その残りの分につ

きましてですね、どういった手当てがあるのか

ということで、最初ですね、ちゅうちょした部

分があったことは事実です。 

 ただ、その後、いろんな交付金ですとか、起

債につきましても、国の交付税でですね、面倒

を見るというようなことでですね、方針が打ち

出せておりますので、それぞれの事業課におか

れてはですね、自分のところで、先ほど来、―

―当然これ繰り越しにはなるんですが、可能な

事業量というのもございますんでですね、そこ

らあたりから計算をしてですね、こういった補

助の申請の結果として、今回、今、補正予算を

お願いしてるというようなことになっておりま

す。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。わかりました。 

 まあ、先ほども聞いたんですけれども、２５

年度末の残高、市債のですね、起債の残高のほ

うが減っていくように、また、大きな財政計画

の目標があるというような話の中で、それは間

違いなくやっていかれるというふうに思います

ので、よろしくお願いしたいというふうに思い

ます。 

○委員長（亀田英雄君） はい、意見として。

いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 意見でいいですか。 

 ほかに質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） いいですか、なし

で。（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） では、野﨑委員の意

見ということで（聴取不能）します。 

 なければ、これで採決いたします。 

 議案第５６号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第１０号中、当委員会関係分につい

て原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（亀田英雄君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

 お疲れさまでした。 

                              

◎議案第５号・平成２５年度八代市一般会計予
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算（関係分） 

○委員長（亀田英雄君） 次に、議案第５号・

平成２５年度八代市一般会計予算中、当委員会

関係分を議題とし、説明を求めます。 

 それでは、まず、歳入等について、総務部か

ら説明願います。山田総務部次長。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。続きまし

て、また、座らせていただいて説明いたしま

す。（｢当初予算です」と呼ぶ者あり） 

 それでは、別冊となっております、議案第５

号・平成２５年度八代市一般会計予算をお願い

いたします。当総務委員会付託分について説明

いたします。長時間説明になりますが、よろし

くおい願いいたします。 

 まず、一般会計予算書の３ページをお願いし

ます。 

 まず、第１条、歳入歳出予算でございます

が、今回予算総額を歳入歳出それぞれ５１７億

１９７０万円と定めております。 

 第２条は債務負担行為、第３条は地方債でご

ざいますが、９ページから１１ページの表で説

明いたします。 

 次に、第４条、一時借入金でございますが、

借り入れの最高額を８５億円と定めておりま

す。 

 第５条、歳出予算の流用でございますが、各

項の経費の金額を流用することができる場合を

定めております。 

 続きまして、９ページをお願いします。 

 第２表・債務負担……９ページですね、９ペ

ージです。 

 第２表・債務負担行為でございます。まず、

新増築された家屋の固定資産税賦課に必要な評

価額を算出するための家屋評価システム更新経

費でございます。期間を平成２６度年から３０

年度まで、限度額は１１１８万７０００円に設

定しています。 

 次に、住民基本台帳ネットワークシステム機

器更改経費でございます。期間を平成２６年度

から３０年度まで、限度額は１２３１万７００

０円に設定しています。 

 次に、議会中継システム更新経費で、期間を

平成２６年度まで、限度額は２３６０万円に設

定しています。 

 次に、インターネットに公開している各種シ

ステム用サーバーの更新のためのインターネッ

トサーバー更新経費でございます。期間を平成

２６年度から３０年度まで、限度額は１２９０

万３０００円に設定しています。 

 次に、電算の基幹業務システム更新経費でご

ざいますが、期間を平成２６年度から３１年度

まで、限度額を８億１５００万５０００円に設

定しています。 

 次に、子ども・子育て関連３法に基づく支援

事業による給付を実施するための需要量見込み

や、提供体制を盛り込んだ計画を策定する子ど

も・子育て支援事業計画策定経費でございま

す。期間は平成２６年度まで、限度額は１０３

万５０００円に設定しています。 

 次に、環境センター施設整備に係る地下水調

査業務委託でございますが、期間を平成２６年

度まで、限度額は７２０万３０００円に設定し

ています。 

 次に、平成２５年度土地改良融資事業に対す

る元利補給金で、期間を平成２６年度から４０

年度まで、限度額は１億８５６万２０００円に

設定してます。 

 次に、地籍調査システム更新経費でございま

すが、期間を平成２６年度から３０年度まで、

限度額を１３８８万円に設定しています。 

 次に、この表には漏れており、実は正誤表を

提出をいたしておりましたが、企業振興促進条

例補助金、用地取得等補助金でございますが、

期間を平成２６年度から２７年度まで、限度額

を２６００万円に設定してます。申しわけあり

ませんでした。 
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 次に、鏡地区の小路橋橋梁改修工事でござい

ますが、期間を平成２６年度まで、限度額を２

０００万円に設定しています。 

 次に、日奈久港航路浚渫工事でございます

が、期間を平成２６年度まで、限度額を３５０

０万円に設定しています。 

 次に、図書館本館、せんちょう分館、かがみ

分館の統合システム、あわせて学校図書館シス

テムとの連携を図るための、図書館システム更

新経費でございますが、期間を平成２６年度か

ら３０年度まで、限度額を３１２５万４０００

円に設定しています。 

 次に、１０ページをお願いします。 

 第３表、地方債でございます。それぞれ起債

の目的、限度額、起債の方法などを定めている

ものでございます。詳しい内容は、４９ページ

からの歳入、款２１・市債で説明いたします。 

 続きまして、１７ページをお願いします。 

 ２、歳入でございます。歳入につきまして

は、５０ページまでと、相当なページ数になり

ますので、国・県の支出金など、事業に伴う特

定財源につきましては、主なものを説明させて

いただきます。 

 款１・市税でございます。 

 まず、項１・市民税、目１・個人で４４億１

００万円を計上しております。 

 前年度と比較しますと、１億７５００万円の

増でございますが、前年度の決算見込みから算

出したものでございます。 

 次に、同項、目２・法人で９億９８００万円

を計上しております。 

 前年度と比較しますと、２１００万円の増で

ございますが、前年度の決算見込みから算出し

たものでございます。 

 次に、項２・固定資産税でございます。目１

・固定資産税では、土地、家屋、償却資産に係

るもので６７億７８７９万９０００円を計上し

ておりますが、前年度の決算見込みから算出し

たもので、５７１３万６０００円の増でござい

ます。 

 目２・国有資産等所在市交付金は４９３２万

７０００円を計上しております。これは、国・

県の施設が所在する市町村に交付されるもので

ございます。 

 １８ページをお願いします。 

 項３・軽自動車税は、前年度の見込みから、

３億４５０万円を計上しております。 

 次の、項４・市たばこ税は、県たばこ税の一

部が市町村たばこ税に移譲されますことから、

前年度より９６００万円増の８億５５００万円

を計上しております。 

 項５・入湯税では、前年度の決算見込みか

ら、１３００万円を計上しております。 

 １９ページをお願いします。 

 款２・地方譲与税、項１、目１・地方揮発油

譲与税でございますが、１億６０００万円を計

上しております。これは、平成２１年度に道路

特定財源の見直しの一環として措置されたもの

で、国税であります地方揮発油税の４２％を市

道の延長、面積に応じ、市町村に交付されるも

のでございます。 

 項２の自動車重量譲与税でございますが、前

年度の決算見込みから、３億８０００万円を計

上しております。これは、国税として徴収され

ます自動車重量税の１０００分の４０７が市道

の延長、面積に応じ、市町村に交付されるもの

でございます。 

 次に、項３・特別とん譲与税でございます

が、国の見込みを参考に、２３８０万円を計上

しております。これは、外国貿易船の入港に際

し、船の純トン数に応じ、譲与されるものでご

ざいます。 

 ２０ページをお願いします。 

 款３・利子割交付金では２０５０万円を計上

しております。これは、所得税における利子課

税制度に伴い交付されるもので、預金利子に課
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税される県民税の一部が、個人県民税の収入割

合に応じて県から市町村に交付されるものでご

ざいます。 

 次に、款４・配当割交付金で２０３０万円を

計上しております。これは、株式等に対する配

当課税などのうち、５％が県税として徴収さ

れ、その一部が個人県民税の収入割合に応じて

県から市町村に交付されるものでございます。 

 款５・株式等譲渡所得割交付金では３７０万

円を計上しております。これは、株式等譲渡所

得などに課税される県民税の一部が、個人県民

税の収入割合に応じて県から市町村に交付され

るものでございます。 

 ２１ページをお願いします。 

 続きまして、款６・地方消費税交付金で、前

年度と同額の１３億円を計上しております。こ

れは、徴収された地方消費税の２分の１相当額

が、国政調査人口と事業所統計調査の従業員数

に応じて交付されるものでございます。 

 次の、款７・ゴルフ場利用税交付金でござい

ますが、前年度と同額の７００万円を計上して

おります。これは県に納められたゴルフ場利用

税の１０分の７に相当する額が、ゴルフ場所在

の市町村に交付されるものでございます。 

 款８・自動車取得税交付金でございますが、

９８００万円を計上しております。これは、県

の自動車取得税の１０分の７が、市道の延長及

び面積に応じ交付されるものでございます。 

 次は、２２ページをお願いします。 

 款９、項１・地方特例交付金、目１・減収補

てん特例交付金で３５００万円を計上しており

ます。これは、住宅ローン控除による市民税の

減収を補填するものでございます。 

 款１０・地方交付税では、前年度の決算見込

みや国の見込みに基づいて算出しました結果、

１７２億５２００万円を計上しております。 

 次に、款１１・交通安全対策特別交付金は２

４００万円を計上しております。これは、道路

交通法違反で納付された反則金を、事故件数等

をもとに算出し、交付されるものでございま

す。 

 次、２３ページをお願いします。 

 款１２・分担金及び負担金でございます。 

 項１・分担金、目１・農林水産業費分担金で

９３５０万円を計上しております。主なもの

は、節１・農業費分担金の市内一円の排水路改

修工事の事業分担金、９２００万円でございま

す。 

 次に、項２・負担金でございます。 

 目１・総務費負担金９７２万８０００円は、

八代地域イントラネット運用に係る氷川町負担

金でございます。 

 次に、目２・民生費負担金でございますが、

８億８１０９万６０００円を計上しておりま

す。節１・社会福祉費負担金３１４０万９００

０円でございますが、説明欄に記載しておりま

す老人福祉施設、あるいは保寿寮などの入所者

負担金などでございます。節２・児童福祉費負

担金８億４９６８万７０００円でございます

が、主なものは２４ページになりますが、説明

欄の上から２つ目の公立保育所保育料、次の私

立保育所保育料などでございます。 

 款１３・使用料及び手数料、項１・使用料で

ございます。 

 目１の総務使用料で１７１５万１０００円を

計上しております。市営の中央駐車場及び新八

代駅東口駐車場の使用料が主なものでございま

す。 

 ２５ページをお願いします。 

 目３・衛生使用料２７４１万７０００円でご

ざいますが、斎場使用料、また、千丁などの地

域福祉保健センター使用料などでございます。 

 次に、目６・土木使用料でございますが、２

億５２８６万８０００円を計上しております。

節１・道路橋梁使用料、４３１１万９０００円

は、道路占用料が主なものでございます。２６
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ページになりますが、節４・住宅使用料２億７

７２万円は、全３１団地分の市営住宅使用料で

ございます。 

 次の目７・教育使用料は９１０７万３０００

円を計上しております。主なものは、節２・幼

稚園使用料２０３１万９０００円、厚生会館使

用料などの節３・社会教育施設使用料３０６５

万３０００円、総合体育館や夜間照明施設使用

料などの節４・社会体育施設使用料３５３４万

４０００円でございます。 

 次に、２８ページから、項２・手数料でござ

います。 

 目１・総務手数料で７１６６万２０００円を

計上していますが、主なものは、住民票写し、

印鑑証明などの発行に係る節３の戸籍住民基本

台帳手数料５８１１万円でございます。 

 次は、目２・衛生手数料３億２９１２万８０

００円でございます。主なものは、説明欄の１

番目でございますが、清掃センターへの搬入ご

み処理手数料、２つ飛んで、ごみの有料指定袋

処理手数料でございます。 

 ２９ページをお願いします。 

 款１４・国庫支出金、項１・国庫負担金でご

ざいます。 

 目１・民生費国庫負担金は６３億９５７２万

円で、前年度より１億５２６５万４０００円の

増となっております。増加の要因は、障害者自

立支援給付費及び生活保護費負担金の増加によ

るものでございます。節１の社会福祉負担金１

３億１１７７万８０００円は、説明欄２つ目の

障害者の生活介護等に係る障害者自立支援給付

費負担金が主なものでございます。 

 次に、節２・児童福祉負担金３０億２４４９

万６０００円でございますが、私立の保育所運

営費負担金、中学生まで支給される児童手当負

担金、ひとり親家庭等に児童を養育する手当を

支給する児童扶養手当に係る負担金が主なもの

でございます。次の節３・生活保護費負担金

は、保護者の増加に伴い、前年度に比べ増加と

なっております。 

 ３０ページをお願いします。 

 目２・衛生費国庫負担金５２７万３０００円

は、県からの事務移管による養育医療負担金が

主なものでございます。補助率につきまして

は、それぞれの説明欄に括弧書きで示している

とおりでございます。 

 続きまして、項２の国庫補助金でございま

す。 

 目１・総務費国庫補助金では１億４９０万円

を計上しております。１つ目は、合併した市町

村に交付される市町村合併推進体制整備費補助

金でございまして、本市には総額７億５０００

万円が交付されます。今年度は、総合体育館小

アリーナ空調設備設置工事を予定しておりま

す。２つ目は、平成２４年度国の大型補正予算

で創設され、地方の資金調達に配慮し、経済対

策の迅速かつ円滑な実施を図るための特別に措

置であります、地域の元気臨時交付金でござい

まして、建設地方債対象事業の財源の一部とし

ております。 

 目２・民生費国庫補助金では８５８９万１０

００円を計上しています。節１・社会福祉費補

助金４１９２万４０００円の主なものは、障害

児者が自立した日常社会生活を営むために行わ

れる活動支援センター、日常生活用具給付事業

などに対する地域生活支援事業補助金でござい

ます。節２・児童福祉費補助金４０１３万１０

００円は、説明欄一番下の地域子育て支援セン

ターなどに対する子育て支援交付金などでござ

います。 

 目３・衛生費国庫補助金５６４０万４０００

円は、節２・生活環境費補助金が３９４３万円

で、小型合併処理浄化槽設置事業費補助金が主

なものでございます。 

 ３１ページをお願いします。 

 目４・農林水産業費国庫補助金１２７０万４
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０００円は、環境センター建設関連の荷さばき

施設の整備に伴う水産業強化対策推進交付金で

ございます。 

 次に、目５・土木費国庫補助金５億９１６万

６０００円でございます。節１・道路橋梁費補

助金１億４７１７万５０００円の主なものは、

説明欄の中ほどにあります竜西幹１号線や瀬戸

石鎌瀬線改良事業でございます。節２・都市計

画費補助金３億４２５５万円は、説明欄の南部

幹線や西片西宮線道路整備事業、また、八千把

地区土地区画整備事業などでございます。 

 次に、３２ページになりますが、目６・教育

費国庫補助金は、八代養護学校の校舎を改築す

る節３・特別支援学校費補助金７４４８万７０

００円が主なものでございます。 

 次に、項３・委託金でございます。 

 ３３ページになりますが、目２・民生費委託

金３０７４万１０００円は、節１・社会福祉費

委託金の基礎年金等事務費交付金が主なもので

ございます。 

 次に、款１５・県支出金でございます。 

 項１・県負担金、目１・民生費県負担金で２

３億６０１２万９０００円を計上しておりま

す。まず、節１・社会福祉費負担金１３億７３

７０万９０００円でございますが、これは、説

明欄一番上の国民健康保険基盤安定保険税軽減

分負担金、１つ飛んで、後期高齢者医療保険基

盤安定負担金、これも同様に保険料軽減分に係

るものでございます。また次の、障害者の生活

介護等に係る障害者自立支援給付費負担金など

が主なものでございます。次に、３４ページで

す。節２・児童福祉費負担金９億６０４２万円

でございますが、これは私立の保育所運営費負

担金、児童手当負担金が主なものでございま

す。 

 次に、項２・県補助金でございます。目１・

総務費県補助金１１９７万９０００円は、坂本

町の大平発電所及び泉町の五家荘発電所２カ所

の分の熊本県電源立地地域対策交付金が主なも

のでございます。 

 目２・民生費県補助金では、４億７７２２万

５０００円を計上しております。節１・社会福

祉費補助金の主なものは、上から３番目の重度

心身障がい者医療費助成事業費補助金でござい

ます。次に、３５ページの中ほど、節２・児童

福祉費補助金２億８７３５万９０００円は、一

番上の放課後児童健全育成事業費補助金と、２

つ飛んで、公立保育所での休日保育、延長保育

等の事業に対する特別保育事業費補助金などで

ございます。 

 目３・衛生費県補助金では、９１９６万３０

００円を計上しております。本年度は、妊婦健

康診査臨時特例交付金及び子宮頸がん等ワクチ

ン接種緊急促進臨時特例交付金の一部、一般財

源化に伴い、前年度より減少しております。節

１・保健衛生費補助金６６７２万７０００円

は、乳幼児医療費助成事業費補助金などでござ

います。 

 ３６ページをお願いします。 

 目４・農林水産業費県補助金では、４億１４

万９０００円を計上しております。節１・農業

費補助金３億４５５７万９０００円でございま

すが、主なものは２つ目のハーベスタや畳表ト

レーサビリティー導入などに対するいぐさ・畳

表生産体制強化緊急対策事業補助金、説明欄１

番下の地籍調査事業費補助金などでございま

す。３７ページをお願いします。節２・林業費

補助金４５３８万７０００円でございますが、

間伐等の森林整備の加速化と間伐材等の森林資

源を活用した林業・木材産業等の地域産業の再

生を図るため、実施事業体の機械導入に対する

緑の産業再生プロジェクト促進事業補助金など

が主なものでございます。 

 次に、３８ページ下のほうの、項３・委託

金、目１・総務費委託金で２億５７１７万９０

００円を計上していますが、前年度に比べ、６
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５１９万５０００円の増となっております。こ

れは、ことしの夏に参議院議員選挙があること

によるものでございます。なお、この目の主な

ものは、県民税の徴収事務委託金でございま

す。 

 次は、４０ページ、款１６・財産収入でござ

います。 

 項１・財産運用収入、目２・利子及び配当金

１２３０万７０００円は、次の４１ページにか

けて記載しております各基金の利子が主なもの

でございます。 

 項２・財産売払収入、目１・不動産売払収入

８４８５万円は、八千把地区土地区画整理事業

保留地の売り払い収入などでございます。 

 次の４２ページ、款１７、項１・寄附金、目

１・総務費寄附金１３００万円は、ふるさと納

税に伴うふるさと元気づくり応援寄附金と、ウ

インズ八代立地に伴います日本中央競馬会事業

所周辺環境整備寄附金でございます。 

 次の、款１８の繰入金では、４３ページにな

りますが、主なものは、目５・八千把土地区画

整理事業基金繰入金としての５５００万円、目

８では、平成２４年度末に創設されます、まち

づくり交流基金繰入金３９６１万５０００円で

ございます。 

 ４４ページです。 

 款１９・繰越金でございますが、平成２４年

度からの繰越金１０億円を計上しております。 

 次に、款２０・諸収入でございます。 

 項１・延滞金加算金及び過料でございます

が、目１・延滞金で２０００万円を計上してお

ります。 

 ４５ページです。 

 項３・貸付金元利収入の目１・総務費貸付金

元利収入で３７２３万７０００円を計上してお

ります。これは、地域総合整備資金貸付金元金

収入が主なものでございます。 

 １目飛びまして、目３の商工費貸付金元利収

入で５億円を計上しております。これは、説明

欄の１つ目、中小企業経営安定特別融資預託金

元金収入を初めとする各預託金の元金収入でご

ざいます。 

 次に項４・雑入でございますが、４６ページ

をお願いします。 

 目５の雑入では、３億３３３８万３０００円

を計上しております。主なものとしまして、節

２・消防団員等公務災害補償等共済基金収入で

は、消防団員退職報償金、次の、節３・公営住

宅共益費などでございます。そのほか、４７ペ

ージ、節９の雑入で、２億２４１４万２０００

円を計上しておりますが、主なものは説明欄上

から、県企業局の瀬戸石鎌瀬線改良事業に対す

る負担金、清掃センターにおけるアルミニウム

等再資源化物販売代金納付金、人事交流で県に

派遣している職員に対する熊本県からの交流職

員給与負担金、排水機場のエンジン整備工事費

に対する土地改良施設維持管理適正化事業交付

金、宝くじを財源とする熊本県市町村振興協会

市町村交付金などでございます。 

 最後に４９ページから、款２１、項１・市債

でございます。 

 目１・総務債は、地方財源の不足分を補填し

ます臨時財政対策債２２億５７６０万円でござ

います。 

 目２・農林水産業債は９２２０万円でござい

まして、節１・農業債で、昭和地区等の県営経

営体育成基盤整備事業負担金、郡築地区等の県

営地域水田農業支援排水対策特別事業負担金、

文政地区等の県営海岸保全事業負担金や、節２

・林業債で、林道仁田尾座連線の舗装事業が主

なものでございます。 

 目３・商工債は、左座家の屋根ふきかえ工事

を行う五家荘観光施設整備事業２１００万円で

ございます。 

 目４・土木債は１３億２５５０万円でござい

ます。節１・道路橋梁債で、道路の新築改良や
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歩行空間バリアフリー化などを行う市内一円道

路整備事業、節３・港湾債で、八代港県営事業

負担金、節４・都市計画債で、南部幹線・西片

西宮線道路整備事業、次に５０ページになりま

すが、説明欄４番目の八千把地区土地区画整理

事業が主なものでございます。 

 目５・消防債は４０７０万円でございまし

て、屋外拡声器の増設工事を行う防災行政無線

整備事業などでございます。 

 目６・教育債は３億５７８０万円でございま

す。節１・小学校債で、８校の校舎、体育館の

耐震補強実施設計を行う耐震化事業や、節２・

中学校債で、同じく５校の校舎の耐震補強実施

設計を行う耐震化事業等や、節３の特別支援学

校債は、八代養護学校の校舎改築事業でござい

ます。 

 以上、平成２５年度八代市一般会計予算に係

る歳入５１７億１９７０万円の説明とさせてい

ただきます。御審議よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（亀田英雄君） 御苦労さまでした。 

 以上の部分について質疑を行います。質疑を

お願いいたします。質疑ありませんか。 

 しばらく待ちますので、質疑をお願いしま

す。 

○委員（成松由紀夫君） なかならよかです

か。 

○委員長（亀田英雄君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） 済いません、３２ペ

ージの、まあ小さいとこなんですけども、委託

金で、自衛官募集事務委託金が前年度からマイ

ナス１１１万円。これどういった状況にあっと

ですかね。教えてもらえればと思います。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、山田次長。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。今の自衛

官募集の事務委託金でございますが、そちらの

金額には変更はございませんで、実は、以前あ

りましたんですが、外国人登録事務ですね、と

いうのが以前までありまして、その分がもう、

外国人も一般の市民と同じような住民基本台帳

での扱いということになったものですから、そ

ちらのほうの交付金が来なくなった関係で、そ

の金額が落ちたために、去年と比べて１００万

落ちてますけれども、自衛官事務委託金のほう

は、ほとんど変わりございません。 

○委員（成松由紀夫君） はい、ありがとうご

ざいました。 

○委員長（亀田英雄君） ほかにありません

か。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） これ基本的なことだ

から、質問ちゅうか、意見ちゅうか、ちょっと

私の中でも不安定なんでけすけど、２６ページ

でですね、２７ページにかけてから、教育使用

料とかいろいろ使用料関係の部分があります

が、この項目の中で、例えばもう金額的に非常

に少ない部分がありますよね。小学校開放使用

料とか、１０００円単位のとか、万単位の使用

料とかありますけれども、これはしゃんもんで

ん取らぬばならぬとですかね。方向性としてか

らですよ。まあ、教育部門とか部について、特

に使用料については、一般を、一般ちゅうか、

特に学校、生徒に対しての使用については、使

用料を取らないっちゅう方向に基づいて、その

教育振興を進めたいていう、そういう方向はで

きぬとだろうかという、まあ、意見で質問なん

ですけれども。ここで回答できるような話です

かね。ちょっとよかですか。 

○委員長（亀田英雄君） いいですか、山田次

長。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、山田次長。 

○総務部次長（山田 忍君） 一般的にはと申

すしか申しませんけれども、使用料につきまし
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ては、ちゃんとそれぞれの施設の目的で設置し

てありまして、それぞれに使用料の規定がござ

います。それに、あるんですが、それでまあ減

免規定ですね、そういうのに合致するものであ

れば、そういった減免はあるんでしょうが、そ

ういう合致しないものであれば、当然その規定

に基づいて、使用料をいただくいうようなこと

が、ある意味平等な扱いではなかろうかという

ふうに思っております。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。私がですね、

それ、もう十分に了解したところでの質問なん

ですけれども、方向性としてからですよ、そう

いった、例えば教育部分に対しての使用料もら

って、例えばその金額が余りにも少ない部分

は、あくまでも規約――規定に基づいてていう

よりも、むしろ逆に市の方向として、これにつ

いてはもうもらわないんだていう方向で、その

教育振興について進めている、いわゆる教育圏

とという八代市の方向性を出したほうが、――

そのほうが逆に皆さんには非常に受けがいいん

じゃないかて思いましたから、今のような質問

するわけなんですけれども、そういった方向性

はすることはできぬとですかね。 

 例えばですね、例えばここにありますけれど

も、小学校開放使用料３０００円なんですよ。

これ１年間でしょ。赤星公園使用料なんかは８

万１０００円なんですよ、１年間でですね。図

書館敷地使用料も２０００円なんですよ。そう

すると、相撲場使用料――球技場使用料が１０

００円、あ、いや、相撲場使用料が１０００

円、百済来スポーツセンター使用料が４０００

円とか、これ年間使用料だけんですね、余りに

もその……。これなんか、もちろん規定に基づ

いてしてることは十分にわかっとですけれど

も、こういった部分もしゃもっでん上げて、使

用料取らぬばんならんかて、むしろ使用料取ら

なくて、例えば万単位の部分でもいいんですけ

れども、含めて、取らない方向にして、八代市

のいわゆる意気込みちゅうかな、方向性ちゅう

とば出していったほうが、よっぽど市としての

市民としての受けちゅうかな、サービスが徹底

していくなっちゅうふうに私は考えるんですけ

ど。そういった方向はできぬとですかね。根本

的なことでなんです、これは。はい。 

○総務部次長（山田 忍君） 金額の、使用料

の金額の多い少ないではないのじゃなかろうか

なと。あくまでその施設を利用するというの

は、応分の、そのですね、受益者負担というこ

とが考えられますので、施設の金額の多少では

なくて、必要なものはいただくと。ちゃんとし

た規定に基づくものは減免をするというような

題目でのですね、基本的な方針でいくというよ

うなことになろうかと思います。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） 十分にわかっとです

よ。ただですね、これ八代市に合併してからこ

のような状態をですね、見るわけなんですけれ

ども、旧合併前の鏡町についてはですね、子供

たちが、例えば文化センターを利用したりとか

する場合は無料だったんですよ。非常に無料と

いって、使用料を取らないで子供たちのいわゆ

る――いわゆる学業あるいはそのクラブ活動と

かいうふうについて、活発な活動してもらいた

いということから、使用料をもらっていなかっ

たっていうのが鏡町の行政の方向性だったんで

すよ。 

 ところが合併することによって、八代市の規

定をそのまま準用しておるもんだから、使用料

を取るようになったということから、地元とし

ては、合併することによって結局、いい教育部

門については、いわゆる果たして市は理解して

おったんだろうかとかいう声も聞くことがあり

ますもんだから、私はその全体的な方向性を今
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言うとるわけなんですけれども、そういった方

向も十分に、鏡町のときにはあったんだから、

八代市としても、使用料の規定に基づいて、こ

の１０００円とか、あるいは４０００円とかい

ろんなという部分ありますけれども、全体の見

直しの方向性としてから、例えばその、子供た

ちが使用する部分について、利用する分につい

ては、もう取らないようの方向にするとかって

いうことをしても、別に不都合はないんじゃな

いかていうことを今言ってるわけなんですよ。 

 だから、これはもう今後の課題だから、今す

ぐ答えを下さいっていうことじゃありませんけ

れども、意見っていうか、質問ちゅうか、ちょ

っと自分の中でも難しい部分がありますけれど

も、せっかくならば、こういう少ない金額であ

るならば、その規定、規定ていうことじゃなく

ても、方向性として、子供たちの身体の能力あ

るいは精神的な能力を高めるためにも、八代市

は取らないんだという方向があってもいいかな

というふうなことを考えましたので、今のよう

な質問をしております。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） はい、そのようなこ

とで、胸にとめ置き願いたいと思います。 

 ほかに質疑ありませんか。 

○委員（成松由紀夫君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） ４点ほど。簡単に。 

 まず、４３ページの住民生活に光をそそぐ基

金繰入金って、これ民主党政権のやつなんです

が、本年度が横棒になっとって、昨年７３５

万、これは取り扱いがどやんなっとかなってい

うのがまず１点と、あと、中央競馬会の寄附金

の１０００万が、これは昨年よりも多分落ちと

ると思うとですけど、昨年同様ですかね、その

確認、まずはその２点を。 

○委員長（亀田英雄君） はい、岩本課長。 

○財政課長（岩本博文君） 住民生活の基金

は、２４年度で全て使い切ってしまうというこ

とになっておりますので、これはもうなしとい

うことです。（委員成松由紀夫君｢なら、載せぬ

ちゃよかったっちゅうことですね」と呼ぶ）は

い、載せないって、いや、予算書上はこうやっ

て前年度分もあったということで、形式上、こ

うやって様式になっておりますもんですから、

（委員成松由紀夫君｢オーケーです」と呼ぶ）

こういう形になっております。 

○委員長（亀田英雄君） はい、丸山課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） ＪＲＡからの

環境整備費ですけれども、予算ベースでいきま

すと、昨年度と同額の１０００万ということに

なっております。（委員成松由紀夫君｢これは

昨年落ちた分ということですね」と呼ぶ）は

い。（委員成松由紀夫君｢あとは、あとでよか

です」と呼ぶ） 

○委員長（亀田英雄君） はい、それでは、午

前中の審査をここまでとし、しばらく休憩しま

す。 

 午後１時から質疑を再開します。休憩しま

す。 

（午後０時００分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

○委員長（亀田英雄君） それでは、休憩前に

引き続き会議を開きます。 

 午前中説明がありました平成２５年度当初予

算の歳入について質疑を再開いたします。 

 質疑をお願いします。 

○委員（成松由紀夫君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） 続き、よかですか

ね。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

○委員（成松由紀夫君） あと２つ、午前中に

引き続きですけども、２６ページの公営住宅使

用料の２億５８７万の、今、大体どれぐらいの
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世帯で、金額どれぐらいでという状況あたりを

ちょっと教えていただきたいのと、もう１つ

は、この１８ページの市たばこ税の権限移譲が

あって云々ということで、ことし少し、１億弱

ふえとっとですかね。この辺の中身についてち

ょっとお知らせいただければと思います。 

○委員長（亀田英雄君） はい、中村市民税課

長。 

○市民税課長（中村伸也君） はい。こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）市民税課

の中村です。 

 今、委員お尋ねの、たばこ税についてお答え

します。 

 先ほど、次長のほうの説明にもありましたよ

うに、１０００本当たり県……１０００本当た

り県から市のほうへ移譲される円というのが６

４４円。（委員成松由紀夫君「６４４円」と呼

ぶ）はい。で、一応八代市の場合、１億７００

０万本ほど売り渡しされておりまして、それの

影響額として約１億ございます。（委員成松由

紀夫君「１０００本当たり６４０円」と呼ぶ）

はい、６４０円。（委員成松由紀夫君「で、影

響が１億」と呼ぶ）１億円です。丸々それだけ

増収とは、――一応は今、健康志向もあります

し、本数が減るのかなと思っておりますけど

も、一応、約１億ほど増収は見込めるのかなと

考えております。（委員成松由紀夫君「はい。

ありがとうございました。次よかですか」と呼

ぶ） 

○委員長（亀田英雄君） ちょっと待ってくだ

さいね。 

 建築住宅課西田係長。 

○建築住宅課副主幹兼住宅係長（西田裕一君）

 はい。西田です。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 市営住宅の入居者数ですが、２５年２月２０

日時点で１２６９世帯でございます。 

 お家賃ですが、団地ごとに異なりまして、団

地の部屋の広さとか、経過年数とかでですね、

さまざまでございまして、一例を挙げますと、

築添団地、昭和５１年から５５年にできており

ますが、所得に応じて賦課されますので、一番

安い方で１万２４００円から、高い方で２万３

６００円という家賃の設定になっております。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） はい。委員長。 

○委員長（亀田英雄君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） はい。ありがとうご

ざいました。 

 以上でございます。 

○委員長（亀田英雄君） ほかにありません

か。 

 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。歳入でですね、

まず地方交付税のところがあったと思います。

２２ページなんですけれども。済みません、聞

き逃しとったかもしれぬとですけれども、７０

０万ということで減っておりますけれども、こ

の理由ということをもう一回ちょっとお聞きし

たいなというふうに思います。 

○委員長（亀田英雄君） 山田次長。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。地方交付

税の減額というのは、１つには平成２４年度の

八代市のほうでの決算の見込みとしましては、

１７８億円の見込みを立てております。 

 それから、実は今回、国のほうで地方交付税

についてマイナス２.２％ということで、減額

ということがありましたもんですから、そこを

加味して、減額ということで金額をですね、落

としたところです。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。 

 今、言われた決算の話もされましたけれど

も、ここ数年ですね、決算でやっぱ、かなり残

るんですよね、やっぱり。で、最終的に貯金し

ていくっていうような話になっとですけれど
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も。そういったところ、何といいますかです

ね、いろんな計算式があってとか、当てはめて

いって、そういった積み増し、足していった分

がこれっていうような数字なんだろうと。ま

た、内示ちゅうか、今言われたように減額二十

何％というような話も見込んでこれというよう

な話ですね、お話しされましたけれども。 

 しかしながら、その使用料ですね、手数料等

につきましては、今回、その改定をですね、自

主的にやってないというのが現状です。 

 そこで、歳出についてですね、徹底した歳出

の見直しを図るということと、歳入について

は、くまなく、地方交付税もですけども、歳入

についてもですね、適正な見積もりを図るとい

うことで、やりくりをした予算というのが今回

の予算だというふうな思いです。 

 あと、今後ですね、財政的に交付税とかって

いうのが減っていくというようなことを、もう

これまでもずっとですね、話をされてきまし

た。そういった中で、八代市がですね、やはり

年間使うお金っていうのは、大体五百何十億、

特別会計も合わせて１０００億ぐらいというよ

うな話、もう決まってる。大体ですね。という

ような中で、こういった地方交付税とかが減っ

ていくというようなところでは、やっぱり自分

たちの町ちゅうか、地域でですね、稼いでいく

っていうのも、やっぱり１つの方策なのかなと

いうふうに思うわけなんですよ。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。

何となくですね、自主財源確保していかぬばん

という気持ちはあられるんだなというようなふ

うな思いはちょっと受け取りましたけれども。 

 今、もう何年も前からですね、そういった地

方交付税が減っていくんですよという部分です

ね、話をされておりまして、ここら辺の中では

ですね、多分、それがもう当たり前のこととい

うふうに理解してるというふうに思うんですけ

れども、なかなか、市民レベルになってくる

と、それがどうなのかなというふうに思うわけ

なんですよ。 

 そういった中で、この歳入、ことしの２５年

度の歳入の中で、どういったところでその収入

を上げていこうかというような部分があったの

か。特別にどっかでですね、こういったところ

をもう少し収入として上げていこうというよう

な思いがどこにあったのか。そういった目標が

どこにあるのかというようなところをちょっと

お話しいただければなというふうに思いますけ

れども。 

 そういった中で、どっかしらでですね、やっ

ぱアナウンスしていく部分というのは必要じゃ

ないかなというふうに思います。で、このまま

の状況であれば、やはり、今のサービスという

のを維持できないというようなところもです

ね、アナウンスしていくべきだろうというふう

に思いますし。 ○総務部次長（山田 忍君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 山田次長。  あと、市民の方が、財政、支出のほうばです

ね、減らしていこうというような話もされてお

りました。ということは、どっかでですね、ゆ

がみちゅうか、我慢しなきゃいけない部分とい

うかですね。市民の方がですね、我慢してもら

う部分というのが出てくるはずなんですよ。そ

ういったところと、我慢したくない人がいる、

でも、サービスは手厚くしてもらいたいという

ようなところもある。そういったところのです

○総務部次長（山田 忍君） はい。ちょっと

先ほどのですね、話も出たんですけども、本来

であれば、地方交付税がもうじきにですね、合

併の特例措置がなくなるということで、暫時下

がっていくということはわかっておりますの

で、それに見合ったところでの自主財源の確保

というようなことが最大の使命でなかろうかな

というふうに思っております。 
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ね、ニーズっていうのもですね、やっぱり把握

しておくべきだと思うんです。 

 というのが、今のサービスをやっぱ続けたい

というようなことであれば、やっぱりですね、

歳入というかですね、利用料とかもですね、や

っぱ上げていく部分もですね、必要になってく

るかと思うんですよ。そういった部分も含め

て、いずれはですね、そういったものをしなき

ゃならぬという時期が来るのであれば、もう早

目にですね、そういった部分についてもです

ね、やはり検討しておくべきだろうと思います

し、やっぱりアナウンスしておくべきだという

ふうに思うんです。どちらを選びたいのか、市

民にですね。そういったところもですね、ちゃ

んと把握しておくべきだというふうに思いま

す。 

 あと、歳入の件でですね、やっぱり自主財源

確保というようなところでちょっと質問したい

というふうに思うんですけれども。 

 ２４ページでですね、総務使用料というのが

あります。で、ここで、駐車場の関係とかです

ね、使用料の関係があります。で、前年度と比

較してどうなんだっていうのはわからないんで

すけれども、例えばこの駐車場の関係というよ

うなことであれば、稼働率とかっていうのは上

がってるのか。多分、私は前回、前年度のとき

もですね、そういった話もしたんですよね。ま

だ使える、使われていない場所があるんであれ

ばですね、やっぱりそこはちゃんと１００％使

っていただけるような政策、施策をやっていく

べきだろうというような話をしとりましたん

で、そういったところがどういうふうに変わっ

たのか、ちょっとお聞きしたいと。 

○防災安全課長（東坂 宰君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） はい、東坂課長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） 防災安全課の

東坂でございます。 

 ただいま御質問の駐車場に関しまして説明い

たします。 

 中央駐車場に関しましては、予算的にはこの

比較は出ておりませんけども、中央駐車場に関

しましては約７０万伸びております。それか

ら、東口の駐車場に関しましては１００万円ほ

ど伸ばしております。 

 これは、平成２４年度の実績を見てみます

と、２３年度よりも、駐車場につきましては、

１７％ぐらい上がっております、稼働率が。東

口の駐車場につきましては、２４年度の実績と

いうのは、２３年度よりも若干落ち気味ではご

ざいますけれども、２４年度の予算というもの

が少し小さかったんでですね、その辺のところ

で勘案しながら、予算としては上げておりま

す。 

 稼働率は、先ほど申しましたように、東口に

つきましては、少し落ちてはおりますけれど

も、今後、私たちのほうもですね、利用者増に

つながるように努めていきたいというふうには

考えております。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。 

 そういった、今のは例えばの話でですね、１

つの例を挙げて、ちょっと答えてもらったんで

すけれども、そういった部分で、やっぱり自主

財源を上げていくような取り組みっていうのも

ですね、やっぱりきちっと、財政課のほうが、

やっぱりちょっと主導して、私は、各部署にも

ですね、お願いせぬばいかぬとじゃなかろうか

なというふうには思うんですよ。じゃあ、財政

だけ見とればよかっていう話じゃなくてです

ね。上げたいんだというのであれば、やっぱり

アナウンス的にはしていかぬばんというふうに

思いますんで、そうったところ、ちょっとお願

いをしておきたいというふうに思います。 

○委員長（亀田英雄君） 答えはいいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい、よろしいです。 
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○委員長（亀田英雄君） はい。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） いいですか。（｢は

い」と呼ぶ者あり） 

 それでは、以上でこの件についての質疑を終

了いたします。 

 次に、歳出について説明を求めます。 

 まず、第１款・議会費について議会事務局か

ら説明願います。 

○議会事務局長（田上高広君） はい、委員

長。 

○委員長（亀田英雄君） 田上議会事務局長。 

○議会事務局長（田上高広君） はい。こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）議会事

務局田上でございます。どうかよろしくお願い

いたします。 

 それでは、議案第５号・平成２５年度一般会

計予算議会費の概要等について御説明申し上げ

ます。座りまして御説明申し上げます。 

○委員長（亀田英雄君） はい、どうぞ。 

○議会事務局長（田上高広君） 皆様方も御承

知のとおり、議会費につきましては、条例等に

基づきます義務的な経費が大半を占める予算で

ございます。 

 議会費に係る平成２５年度の予算編成の考え

方としましては、平成２５年度は改選の年であ

りますので、通常の予算に改選後の議会運営費

も追加した予算を計上いたしております。 

 その中で、平成２５年度予算の議会費の総額

は４億２２３５万１０００円で、対前年度比１

９５４万５０００円、４.４％減額の歳出予算

を計上いたしました。 

 まず、議員報酬でございますが、議員定数が

３４名から３２名へ２名削減されますことか

ら、対前年度比で約１１００万円を減額した予

算を計上いたしております。 

 次に、歳出に占める構成比の大きい共済費に

つきましては、議員年金制度の廃止に伴う経過

措置としての給付に要する経費の負担金率の改

定により、対前年度比１５０２万５０００円減

額の８４１２万１０００円を議員共済組合負担

金に計上いたしております。 

 また、議会中継システムの基本ソフトであり

ますウインドウズＸＰのサポート期間が、平成

２６年４月８日をもって終了することから、２

５年度中にシステムの入れかえが必要となりま

したので、議会中継システム更新経費を新規に

計上いたしました。 

 なお、本事業につきましては、２５年度と２

６年度の２カ年で実施予定でありますので、債

務負担行為の設定もお願いいたしております。 

 平成２５年度の限られた予算の中でございま

すが、効率的かつ効果的な事務事業の推進と予

算執行に向け、取り組んでいきたいと思ってお

ります。 

 そのためにも、議会事務局職員として、議員

に質の高い職務環境を提供し、さらには、市民

に良質なサービスを提供することをみずからの

責務として認識し、議会と市民のかけ橋となる

べく努めてまいりたいと思っております。 

 以上、平成２５年度一般会計予算議会費の概

要説明といたします。予算の節別及び詳細につ

きましては、桑崎首席審議員兼次長より御説明

申し上げます。 

 御審議方、よろしくお願いいたします。 

○議会事務局首席審議員兼次長（桑崎雅介君）

 はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、桑崎議会事務

局首席審議員兼次長。 

○議会事務局首席審議員兼次長（桑崎雅介君）

 はい。こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ

者あり）議会事務局桑崎です。 

 それでは、歳出の議会費について御説明させ

ていただきます。 

 なお、説明に当たりましては、先ほど、議会
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事務局長の説明と重複する部分がございますこ

とをお許し願いたいと思います。済みません

が、はい、座りまして説明をさせていただきま

す。失礼いたします。 

○委員長（亀田英雄君） どうぞ。 

○議会事務局首席審議員兼次長（桑崎雅介君）

 お手元の予算書の５１ページをごらんいただ

きたいと思います。 

 款１・議会費、項１・議会費、目１・議会費

におきまして、本年度の予算額といたしまし

て、４億２２３５万１０００円を計上いたして

おります。 

 前年度に比べまして１９５４万５０００円、

４.４％の減額となっておりますが、この減額

の主な要因といたしましては、まず、議員共済

組合負担金において議員数が２名減となり、負

担額が減少したことに加えまして、この負担金

率が変更になったことに伴い、昨年度より約１

５００万円の減となっております。 

 また、議員報酬におきましても、昨年度に比

べまして議員数が２名減となったことによりま

して、１１００万円余りの減額になったことに

よるものでございます。 

 それでは、節の区分に従いまして、その主な

内容を御説明申し上げます。 

 まず、節１・報酬の１億６２４９万２０００

円は、説明欄にあります３２人分の議員報酬で

ございます。節２・給料から節４・共済費まで

は、説明欄の一般職１０人分の人件費並びに議

員３２名分の期末手当等でございます。節７・

賃金の３０９万２０００円は、公用車の運転管

理業務及び議会事務局の事務補助に係る嘱託職

員２名分の人件費でございます。節９・旅費の

１４５０万３０００円は、説明欄記載のとお

り、行政視察として、常任委員会並びに議会運

営委員会の国内行政視察旅費６００万円のほ

か、この節の中には会議出席費用弁償５３６万

７０００円などが含まれております。昨年度と

比べまして、旅費６２万円の減額となっており

ますが、主なものといたしまして、議員数の減

に伴う行政視察旅費３０万円、また会議出席費

用弁償２２万２０００円が主なものとなってお

ります。節１０・交際費の６５万円は、各種総

会等の会費などに支出するものでございます。

節１１・需用費の６５９万９０００円は、説明

欄記載のとおり、年４回発行をいたしておりま

す市議会だよりとして４万８５００部の年４回

分の印刷経費３６６万７０００円、八代市政の

概要１４０部の印刷経費といたしまして１０２

万９０００円のほか、法令追録代などでござい

ます。昨年度と比べまして需用費４１万６００

０円の増額となっておりますが、これは、今年

度が改選期となりますことから、新議員用の防

災服に係る公費負担２分の１といたしまして２

０万円、また、議員に配付いたします議会関係

例規集等の印刷経費６０万９０００円が主なも

のでございます。節１２・役務費の２０万３０

００円は、委員会室椅子カバーのクリーニング

代等でございますが、ことしは特に改選に伴い

ます議場の標柱の書きかえ関係分などを計上さ

せていただいております。節１３・委託料の７

７１万６０００円は、説明欄に記載のとおり、

常任委員会や議会運営委員会などの委員会記録

等作成業務委託に要します経費２１８万７００

０円、本会議での手話通訳委託といたしまして

３９万４０００円、本会議の速記並びに会議録

作成の業務委託に要します経費４３９万５００

０円のほか、会議録検索システムの保守点検委

託料５１万５０００円などでございます。節１

４・使用料及び賃借料１１６万２０００円は、

説明欄の会議録検索システムリース料といたし

まして、会議録検索システムのソフトウエアリ

ース料８７万円などが主なものでございます。

節１８・備品購入費についてでございますが、

説明欄の議会中継システム更新経費といたしま

して２４０万円を計上いたしております。内容

－33－



 

でございますが、現在運用いたしております議

会中継システムにつきましては、本会議、委員

会の中継、配信を行うに当たり、システムの根

幹、基本ともなっておりますＯＳ、いわゆるウ

インドウズＸＰのサポート期間が、来年の平成

２６年４月８日をもって終了することに伴いま

して、このシステムの入れかえが必要となりま

したことから、２５年度及び来年度の２カ年に

おいて債務負担の設定をお願いし、システムの

改修を図るものでございます。このままのＯ

Ｓ、ウインドウズＸＰで運用し、機器の入れか

えをしなかったといたしますと、放映等でふぐ

あいを生じた場合、サポート期間終了後は、議

員、市民の皆様に多大な御迷惑をおかけするこ

とになります。このようなことから、まずもっ

て２５年度は、新しいウインドウズを組み込ん

だ配信するためのパソコン、ソフト、それと、

映像、音声を記憶しておくためのハードディス

ク、また、本会議第１・第２委員会室インター

ネット配信用のライブエンコーダー機器、いわ

ゆる映像、音声の入力信号をインターネットで

配信するためデジタルデータに符号化する装置

でございますが、これらの機器の入れかえ、次

年度２６年度におきましては、議場、委員会室

のカメラ、マイク、映像機器等を債務負担行為

の範囲内で入れかえることを計画いたしており

ます。最後に、節１９・負担金補助及び交付金

１２７４万７０００円でございますが、説明欄

記載のとおり、各会派に交付いたします政務活

動費１１５２万円のほか、全国市議会議長会や

熊本県議長会及び各種協議会等にかかわります

負担金１２２万７０００円の内容となっており

ます。 

 以上が、平成２５年度の議会費の予算概要で

ございます。御審議のほど、よろしくお願いい

たします。 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。質疑をお願いいたしま

す。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） ありませんか。いい

ですか。（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 では、以上で質疑を終了いたします。 

 御苦労さまでした。 

 次に、第２款・総務費、第１１款・公債費、

第１２款・諸支出金及び第１３款・予備費につ

いて一括して説明をお願いします。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） 永原企画戦略部長。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）議案第

５号・平成２５年度八代市一般会計予算の総務

費、それから消防費、教育費の総務委員会関係

分の歳出について御説明をいたしますが、御説

明の前に、各所管部長が総括をさせていただき

たいというふうに思います。 

 まず最初に、企画戦略部所管の分について総

括をいたします。失礼して、座らせていただい

て御説明いたします。 

○委員長（亀田英雄君） どうぞ。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） まず、秘書課

が所管をいたしております北海市交流事業でご

ざいますが、平成２４年度は、尖閣諸島問題に

端を発しました日中領土問題の関係で交流事業

が中止になりましたが、平成２５年度も引き続

き、北海市からは交流視察団を受け入れ、本市

からは昨年度実施をできませんでした中学生交

流派遣事業を実施する予定でございます。 

 このほか、事業仕分けにより御指摘をいただ

きました事業名について、事業内容が少しわか

りづらかったという国際化推進事業を国際理解

と外国人支援事業に名称を変更し、多文化共生

を広げるために、市内在住外国人の日本語教

室、世界の料理教室などを実施をしてまいりま

す。 

 次に、行政改革課所管の事業についてでござ
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いますが、行政改革大綱の趣旨に沿って、いか

に事務事業の改革が進んでいるか、しっかり進

行管理をやっていきたいと思います。 

 また、平成２４年度に導入いたしました行政

評価システムでございますが、平成２４年度

は、当初予算の重点事業１４８事業を対象に内

部評価をし、外部評価委員により１８事業を外

部評価していただきました。平成２５年度は、

全事業を対象とする予定で、全ての事務事業評

価表を作成し、各部各課で内部評価をいたしま

す。さらに、外部評価委員の意見を聞いて、１

８事業を外部評価していただく予定でございま

す。この結果を、決算審査や予算編成に反映さ

せていただきたいと考えております。 

 次に、広報広聴課の事業でございますが、毎

月編集発行いたしております広報やつしろが、

情報量が多いこともあり、詰め込んだ編集にな

っているのが現状でございます。市民の皆様か

ら、見づらい、読みづらいとの御意見をいただ

いておりました。平成２５年度は、ページ数を

現在より４ページふやしまして、カラーページ

を６ページふやす予定でございます。文字の大

きさや行間、レイアウトに余裕を持たせるとと

もに、写真や地図、グラフなどをカラーページ

に配置することで、見やすい、読みやすい広報

紙作成を目指してまいりたいというふうに考え

ております。 

 次に、情報政策課の事業でございますが、さ

まざまな行政情報の処理を行い、効率的で安定

した行政運営を図るための基礎的基盤として、

電算システムの運用管理や法改正等に伴うシス

テム更新などに努めております。平成２５年度

は、法務省の戸籍副本データ管理システム導入

に合わせ、本市の戸籍システムから必要なデー

タを自動的に法務省へ送信するためのシステム

改修を予定をいたしております。 

 また、東日本大震災により、自治体の住民情

報システムが消失してしまった事例を教訓に、

現在のホストコンピューター機器の更新時期に

合わせ、平成２６年９月からは、ホストコンピ

ューターシステムから自治体クラウドシステム

へ切りかえることとし、平成２５年度は、その

準備のための必要な経費を計上いたしておりま

す。 

 なお、泉町仁田尾、水梨地区と、坂本町鮎

帰、日光地区での携帯電話エリア拡大事業につ

きましては、国庫補助の内示があり次第、来年

度補正予算をお願いする予定でございます。こ

れ以外に御要望の出ている地区につきまして

は、携帯電話事業者と協議中であり、非常に厳

しい現状ではございますが、携帯電話サービス

提供の了解、取りつけられるよう、粘り強く交

渉を進めてまいりたいと思います。 

 次に、企画政策課の事業でございます。 

 まず、フードバレー構想推進事業でございま

すが、県が県南活性化策として取り組むフード

バレー構想に基づき、庁内関係各部門が一体と

なって、県と連携して構想の実現を図り、食

品、バイオなどの研究開発機能や企業を集積さ

せ、地域の活性化を目指します。 

 平成２５年度の具体的事業といたしまして

は、県が７月ごろ設立発足予定のフードバレー

推進協議会に加入して事業の推進を図るととも

に、市独自の戦略を策定するための調査業務を

実施をいたします。近々、県が発表するフード

バレー構想に基づき、本市としての強み、優位

性を生かすための方策、可能性の調査、課題の

整理などを行う予定でございます。 

 次に、定住促進関連の事業でございますが、

地域の活力を維持するためには、住みたい、住

み続けたいと思われるまちづくりが必要でござ

います。過疎化が進む山間部だけではなく、市

全体として定住促進策は喫緊の重要課題であ

り、総合計画後期基本計画に新たに定住促進を

位置づけをいたしました。関係各課を集めまし

た庁内検討会を通じて、それぞれの施策に定住
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促進の視点を盛り込むとともに、それらを取り

まとめて移住相談会やホームページ等での情報

発信を行います。また、山間地域におきまして

は人口の減少、若者の流出、少子高齢化の進

行、農林業の担い手不足など、地域活力の低下

が懸念される状況にあります。地域住民が安心

して暮らし続けられる地域づくりに向けたさま

ざまな具体策の検討を行ってまいりたいと思い

ます。 

 結婚活動支援事業は、事業開始後３年目を迎

えます。成婚数も７組となり、市内各種団体と

連携してイベントを行うなど、広がりを見られ

ておるため、婚活パーティーなど、前年同様の

事業展開を引き続き行いたいと考えておりま

す。 

 平成２５年度新規で取り組みます地域おこし

協力隊は、都市住民を受け入れ、隊員として委

嘱し、地域おこし活動支援や農林業などの応

援、住民の生活支援など、地域協力活動に従事

してもらい、あわせてその定住、定着を図りな

がら、地域の活性化に貢献してもらう事業でご

ざいます。３年間を事業期間として２名を受け

入れ、過疎化が著しい泉町五家荘地区を中心に

活動する予定でございます。 

 次に、交通政策関連でございますが、公共交

通機関はいずれも経営が厳しく、市民の生活の

足を確保するためには自治体の支援が不可欠と

なっております。効率性と利便性を両立させな

がら、適正な公共交通体系を再構築する必要が

ございます。乗合タクシー運行事業は、予算は

前年度と同額でございますが、住民の要望に応

じてルートやダイヤの変更等を随時行ってお

り、利用者は年々増加してきており、地域の生

活の足として定着しつつあると考えておりま

す。今後も、市民のお声を聞きながら必要な見

直しを行い、利便性の向上に努めたいと思いま

す。 

 さて、最後になりますが、平成２５年度から

５カ年で始まる総合計画後期基本計画を着実に

推進し、目標とする将来像の実現に向けて、計

画と評価、予算が連動したシステムを構築し、

有効かつ効率的な進行管理を行ってまいりま

す。 

 各部が所管します事務事業につきましても、

戦略的に企画提案し、横断的に連携し、事業実

施ができますよう、全庁的に情報や課題を共有

する調整機能も果たしてまいりたいと考えてお

ります。 

 以上で、企画戦略部関連の総括とさせていた

だきます。 

○総務部長（木本博明君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） 木本総務部長。 

○総務部長（木本博明君） はい。改めまし

て、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）総務部の総括をさせていただきます。座っ

て説明させていただきます。 

 総務部は、内部事務のため、経常経費が主で

ありまして、政策的な事業に係る予算がほとん

どございませんが、中でも、職員研修におきま

して、複雑、多様化する住民ニーズへの的確な

対応や市民満足度の向上を推進するため、前年

度に引き続きまして、高度で専門的な知識、技

能習得を目的とした専門実務研修の受講機会を

確保するとともに、２５年度は、学習的な職場

環境づくりを推進するために、それぞれの職場

において職員の能力開発を行う職場内研修の充

実に向けて取り組むこととしております。 

 それからまた、入札制度改革の一環としまし

て、事務の効率化、不正行為防止等を目的に、

入札参加者が入札、閲覧手続のために市庁舎に

直接出向く必要がなく、いつでも事務所や自宅

のパソコンからインターネットを利用して入札

が行える電子入札システム導入の準備をこれま

で進めてまいりましたが、いよいよ来年度４月

１日から本格実施をいたします。 

 それからなお、総務部財政課でございます
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が、予算編成全般の業務を担っておりますこと

から、平成２５年度の当初予算編成作業では、

市議会からの提言、決算審査特別委員会での意

見、一般質問での指摘などをもとに、各部各課

とも協議を行った上で、可能な限り当初予算に

反映させるよう心がけてまいりました。 

 特に、２５年度は、一昨年から見直しを続け

てまいりました地域防災計画の全面的な見直し

を終え、いよいよ新年度から全庁的な取り組み

として実践していく年となります。 

 ５月の下旬ごろに予定をいたしております防

災会議におきまして、全面的に見直しを行いま

した地域防災計画を審議、決定をしていただき

ますが、その計画に沿った取り組みを進めてま

いりたいと考えております。 

 そこで、今定例会で亀田議員からの一般質問

に対する答弁でも述べましたが、特に、決算審

査特別委員会などでの御指摘の中で、公共施設

の老朽化対策への迅速な対応をという趣旨の要

望があったことに対しまして、観光施設や福祉

施設等については、通常の施設の修繕料に加え

まして、突発的な修繕に対応するための予算を

確保いたしました。 

 具体的な事業といたしましては、情報伝達手

段の確保のための防災行政無線の整備に重点を

置いております。これは、特に電波が届きにく

い地域の解消を重点的に進めるもので、新たに

７基の屋外拡声器の設置や電波のエリア調査な

どのハード事業を予定をいたしております。  また、温泉施設等での老朽化によるボイラー

等の設備の故障などで、市民に御迷惑をかける

事案も発生しておりましたが、市民サービスの

低下をできるだけ最小限に抑え、不測の事態に

早急に対応できるよう、これまで１０００万円

であった予備費を２０００万円に増額をいたし

ました。 

 部といたしましては、担当課であります防災

安全課を中心に、新たに設定をいたします地域

防災計画が、絵にかいたもちにならないように、

特にソフト事業にも力を入れてまいりたいと考

えております。住民への徹底した周知活動や自

主防災組織の強化をテーマに掲げまして、特に

専従の防災アドバイザー職員等を置きまして、

各地域に出向き、きめ細やかな指導と周知を図

っていきたいと思っております。 

 それから、先ほど野﨑議員からもございまし

たけれども、２５年度は、歳入増の方策を図っ

てまいりたいと考えておりますので、よろしく

お願いします。  また、スポーツ関係では、スポーツ施設の老

朽化によります改修工事や空調工事のほかに、

新たな施設整備のための適地調査や実施設計な

どの経費を計上いたしまして、ハード面でのス

ポーツ環境整備に重点を置いた予算といたして

おります。 

 以上です。（｢お疲れでした」と呼ぶ者あ

り） 

○市民協働部長（坂本正治君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、坂本市民協働

部長。 

○市民協働部長（坂本正治君） はい。それで

は、引き続き、市民協働部としての当初予算の

考え方につきまして御説明をさせていただきた

いと思います。 

 このほか、各課の主な取り組みといたしまし

ては、まず、人権関係では、人権啓発センター

の充実や男女共同参画計画の見直し策定に要す

る経費を計上いたしております。 

 まず、部といたしまして、当初予算の特徴と

いたしまして、安心・安全なまちづくりとスポ

ーツによるまちづくりに向けた関連予算に重点

配分した予算案とさせていただきました。 

 また、文化関係では、引き続き、古麓、麦島、

八代の３城の国指定を目指すほか、松浜軒の外

塀の改修工事のための調査費などを計上いたし

ております。 
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 最後に、住民自治関係では、地域協議会の設

立に向けた最終段階として、残りの全ての校区

で準備委員会が立ち上がることになりますので、

担当課といたしましても、次のステップに進む

ための行動計画を策定する予定にしております。 

 市民協働部の協働という文字につきましては、

市民と行政がお互いに連携をいたしまして、新

しい公共サービスをつくり出すというふうに理

解をいたしておりますので、どんなサービスが

求められ、どういうふうにお互いがかかわって

いくか、ここの辺を十分含めまして、論議を重

ねてまいりたいと考えております。 

 以上、御説明とさせていただきます。この後、

それぞれ詳細に説明をいたしますので、どうぞ

よろしく御審議をお願いいたします。 

○委員長（亀田英雄君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 ３部長からですね、御丁寧な総括をいただき

ました。 

 職員の共通認識としていただきたいと思いま

すし、各委員におきましてもですね、そのこと

を胸に、今から説明をいただきますが、その観

点から質問をいただけたらというふうに思って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 では、説明を山田総務次長からお願いいたし

ます。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。それで

は、座らせていただきまして説明いたします。 

 それでは、一般会計予算書ですね、につきま

して、款の２・総務費、款１１・公債費、款の

１２・諸支出金、款１３・予備費につきまして

説明いたします。 

 それでは、予算書の５１ページをお願いしま

す。 

 一番下の表ですけども、款２・総務費、項１

・総務管理費の目１・一般管理費では２１億４

２７５万２０００円を計上しております。 

 前年度に比べ、８１００万３０００円の減で

ございますが、これは職員数の減による給与の

減少が主な要因でございます。 

 まず、節１・報酬１億１６７９万１０００円

は、市政協力員３７９人分の報酬１億１１６４

万５０００円、消費生活相談員の報酬４７７万

５０００円のほか、各委員会に係る委員の報酬

でございます。節２・給料６億５９８８万７０

００円から、次の５２ページの節４・共済費２

億３４２２万５０００円までは、特別職２人、

一般職１５８人分の人件費などでございます。

節７・賃金４５９８万４０００円は、職員の病

気休暇、育児休業等に伴う臨時職員分３５００

万円や、出張所非常勤職員分１０９８万４００

０円でございます。節８・報償費７３７万５０

００円は、行政評価外部評価委員会委員謝礼６

６万１０００円、市政協力員事務費４５４万８

０００円などでございます。節９・旅費１３７

６万円は、職員研修旅費４３９万１０００円が

主なものでございます。節１１・需用費１３６

２万１０００円は、当初予算書印刷経費９８万

４０００円、例規集印刷経費１０２万９０００

円のほか、公用車車検代などでございます。節

１３・委託料１６５１万円は、職員健康診断委

託５６０万７０００円、職員研修事業委託６３

６万５０００円が主なものでございます。節１

４・使用料及び賃借料９０２万６０００円は、

熊本県大阪事務所などへの派遣職員の住宅借り

上げ料５５０万８０００円が主なものでござい

ます。節１９・負担金補助及び交付金５７５５

万円は、熊本県との人事交流に伴う派遣職員の

給与費負担金３２００万円、電子入札システム

負担金９７０万７０００円、人間ドック委託に

伴う職員互助会交付金３１０万円、市政協力員

協議会補助金３６０万１０００円のほか、頑張

る市民団体を応援する、八代市がまだしもん応

援事業補助金３００万円が主なものでございま

す。 

 続きまして、目２・文書広報費に２億８０１
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３万円を計上しております。 

 前年度に比べ、２８７２万５０００円の減で

ございますが、これは、ケーブルテレビ事業特

別会計への繰出金の減少が主な要因でございま

す。 

 節４・共済費４０万３０００円と節７・賃金

３２４万１０００円は、市民相談業務及び記者

室業務に係るものでございます。節１１・需用

費４９７５万５０００円は、広報やつしろ印刷

経費２８９０万円のほか、コピーのパフォーマ

ンスチャージ料などでございます。 

 ５３ページになりますが、節１２・役務費３

８１１万５０００円は、本庁分郵便料３２００

万円、エフエムやつしろで月曜から金曜日まで

放送しておりますやつしろインフォメーション

の放送料３８３万１０００円などでございま

す。節１３・委託料１９６万９０００円は、文

書収発業務委託１２１万８０００円などでござ

います。節１４・使用料及び賃借料４３０万５

０００円は、複合機・プリンター統合事業での

機器使用料１３４万７０００円や広報紙出版編

集システム機材リース料８８万１０００円が主

なものでございます。節２８・繰出金１億８２

１６万４０００円は、ケーブルテレビ事業特別

会計への繰出金でございます。 

 続きまして、目３・会計管理費では８１３万

１０００円を計上しております。節１１・需用

費１２４万５０００円は、決算書等印刷経費１

０５万３０００円が主なものでございます。節

１２・役務費２２７万８０００円は、金融機関

への公金振替手数料１９３万４０００円が主な

もので、節１３・委託料３９５万６０００円

は、収入伝票などを光学式読み取り装置で入力

する作業を行うＯＣＲ入力作業委託３８３万３

０００円などでございます。 

 次の目４・財産管理費では、３億２７４６万

８０００円を計上しております。節２・給料か

ら節４・共済費までは、一般職３人分の人件費

などでございます。節７・賃金２７４８万３０

００円は、本庁舎の守衛及び案内員賃金２３９

５万８０００円や、支所庁舎の清掃などに係る

賃金でございます。節１１・需用費８４８２万

４０００円は、本庁舎及び支所庁舎の電気料５

６３４万５０００円や、水道料、施設修繕料が

主なものでございます。節１２・役務費４３７

３万５０００円は、本庁舎と支所庁舎の電話料

１２３５万円や、市有施設の火災保険料１０８

１万３０００円、公用車の自動車保険料１１１

２万６０００円などでございます。節１３・委

託料１億２９４８万８０００円は、２５年度八

代地区の順番となりますＰＣＢ廃棄物処分委託

７６６２万９０００円、鏡支所庁舎の外壁調査

業務委託４００万のほか、本庁舎と支所庁舎の

清掃業務委託２６７７万９０００円、エレベー

ターなどの設備機器の保守点検業務委託など、

庁舎の維持管理に係る委託でございます。節１

４・使用料及び賃借料６４８万２０００円は、

本庁舎の電話交換機リース料５４５万６０００

円が主なものでございます。５４ページになり

ますが、節１５・工事請負費３００万円は、来

庁舎用駐車場の一体化を図るための本庁舎南側

駐車場改修工事でございます。節２７・公課費

５００万２０００円は、公用車の自動車重量税

でございます。 

 次に、目５・企画費では８５１６万４０００

円を計上しております。 

 前年度に比べ、３０７６万９０００円の減で

ございますが、これは、広域行政事務組合の事

務局廃止に伴う負担金の減少が主な要因でござ

います。 

 節８・報償費３７５万６０００円は、都会か

ら地域に住み込み、活動をする地域おこし協力

隊員２人の謝礼３２０万円などでございます。

節１１・需用費１９５万４０００円は、笑顔ｄ

ｅあいさつ日本一運動啓発用品２４万４０００

円などでございます。節１３・委託料１３０２
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万円は、振興センターいずみ及び五家荘の管理

運営費のほか、フードバレー基本戦略構想策定

業務委託３９９万５０００円、結婚活動支援業

務委託２００万円などでございます。節１９・

負担金補助及び交付金６０９２万８０００円

は、住民自治の先行１４協議会に対する包括的

な交付金であります地域協議会活動交付金４７

７１万８０００円と組織育成のための強化支援

補助金４２０万円や仮称・熊本県フードバレー

推進協議会負担金５００万円などでございま

す。 

 目６・情報推進費では３億８６３５万１００

０円を計上しております。 

 前年度に比べ、１億８１６万９０００円の増

でございますが、次期基幹システム関連経費の

増加が主な要因でございます。 

 節１１・需用費８４５万７０００円は、電算

機器の消耗品や修繕料で、節１２・役務費２６

９８万９０００円は、八代地域イントラネット

に関する通信回線使用料２６９１万４０００円

などでございます。また、節１３・委託料１億

６１６２万１０００円は、住民基本台帳や税関

係などの次期基幹システムをクラウド型に移行

するための業務委託１億３５８７万６０００

円、キーパンチャーの派遣に係るデータエント

リーオペレーター派遣委託９３２万４０００

円、戸籍副本データを遠隔地で保管管理するた

めのシステム改修委託５５６万５０００円など

でございます。節１４・使用料及び賃借料１億

８８１４万９０００円は、ホストコンピュータ

ー機器等リース料５８３７万５０００円が主な

ものでございます。 

 次に、５５ページの目７・交通防犯対策費で

は９１９５万７０００円を計上しております。 

 節１・報酬３８０万６０００円は、交通指導

員７８人分や地域公共交通会議委員の報酬など

でございます。節２・給料から節４・共済費ま

では、一般職５人分の人件費などでございま

す。節１１・需用費４７２万円は、交通安全啓

発用品８４万７０００円、防犯灯電気料１１７

万３０００円、防犯灯木柱建てかえ１００万円

が主なものでございます。節１３・委託料３２

９５万５０００円は、乗合タクシー運行事業委

託２４５０万円、市営中央駐車場管理事業委託

４２２万３０００円や新八代駅東口駐車場管理

事業委託２７０万９０００円が主なものでござ

います。節１９・負担金補助及び交付金１４７

３万５０００円は、地域防犯灯・街路灯整備事

業補助金４００万円、八代地区防犯協会負担金

４９２万４０００円及び氷川地区防犯協会連合

会負担金２１５万８０００円が主なものでござ

います。 

 目８・人権啓発費では１億１６９６万５００

０円を計上しております。節１・報酬１１７０

万５０００円は、青少年指導員、青少年補導員

２人分、人権相談員……（｢青少年相談員」と

呼ぶ者あり）青少年相談員２人分、人権相談員

２人分の報酬が主なもので、節２・給料から節

４・共済費までは、一般職１１人分の人件費な

どでございます。５６ページになりますが、節

１１・需用費２５７万１０００円は、男女共同

参画計画書及び概要版印刷費１４６万３０００

円が主なものでございます。節１３・委託料１

４９万円は、いっそＤＥフェスタ事業委託９０

万円が主なものでございます。節１９・負担金

補助及び交付金７８９万７０００円は、八代市

人権問題啓発推進協議会交付金４１０万円と、

八代地域人権教育のための推進会議分担金２４

８万円が主なものでございます。節２０・扶助

費１８７万１０００円は、同和教育奨学金等個

人給付費１８１万７０００円などでございま

す。 

 次の目９・公平委員会費で、１２７万３００

０円を計上しております。節１・報酬６５万７

０００円は、公平委員会委員３人分の報酬でご

ざいます。 
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 続きまして、目１０・諸費では、６４９１万

３０００円を計上しております。節８・報償費

１１９万５０００円は、市営住宅の明け渡し等

訴訟に係る弁護士謝礼１０２万円が主なもので

ございます。節１２・役務費１７３万６０００

円は、市営住宅の明け渡し等訴訟に係る強制執

行手数料９０万円や動産等の処分料２６万３０

００円などでございます。節１９・負担金補助

及び交付金１８４万円は、私立の学校補助金４

７万……（｢高校」と呼ぶ者あり）済みませ

ん、私立高校の補助金４７万５０００円、私立

の幼稚園補助金７８万４０００円が主なもので

ございます。次の節２３・償還金利子及び割引

料６０００万円は、過年度の国県支出金等返還

金１０００万円及び過年度市税等過誤納付還付

金５０００万円でございます。 

 次に５７ページになりますが、項の２・徴税

費でございます。 

 目１・税務総務費では、５億３７９９万１０

００円を計上しております。節の２・給料から

節４・共済費までは、一般職７３人分の人件費

などでございます。節７・賃金１８９万４００

０円は、市民税申告時の事務補助に係るもので

ございます。 

 続きまして、目の２・賦課徴収費では、９５

９９万８０００円を計上しております。 

 前年度に比べ、３２４５万４０００円の増で

ございますが、これは、納税相談員の報酬等の

増加が主な要因でございます。 

 節１・報酬２２６５万１０００円は、一貫し

た執行体制をとるため、納税相談員を国保ねん

きん課から納税課に移管したことに伴う予算組

み替えで、納税相談員１２人分の報酬でござい

ます。節１１・需用費１６１５万８０００円

は、納税通知書等の印刷経費１３２３万３００

０円などでございます。節１３・委託料２９９

２万７０００円は、不動産鑑定業務委託２１４

１万５０００円、地番現況図等作成委託３７１

万３０００円などでございます。節１４・使用

料及び賃借料１５６７万８０００円は、収納支

援システムリース料４６６万２０００円、申告

支援・課税支援システムリース料２８６万２０

００円、住民税電子申告システム使用料５０６

万６０００円などが主なものでございます。節

１９・負担金補助及び交付金３４３万３０００

円は、地方税電子化協議会負担金１９３万２０

００円が主なものでございます。 

 次に、５８ページをお願いします。 

 項３・戸籍住民基本台帳費でございます。 

 目１・戸籍住民基本台帳費では２億３３３９

万４０００円を計上しております。節２・給料

から節・４共済費までは、一般職３２人分の人

件費などでございます。節７・賃金７５５万２

０００円は、パスポートや窓口業務などの事務

補助に係るものでございます。節１１・需用費

６５７万３０００円は、法令追録、改ざん防止

用紙、トナー代などが主なものでございます。

節１４・使用料及び賃借料７９３万９０００円

は、自動交付機等各種機器リース料６７４万２

０００円と戸籍附票電算ソフト使用料１１９万

７０００円でございます。 

 次の項４・選挙費、目１・選挙管理委員会費

で４６１７万４０００円を計上しております。

節１・報酬１３３万円は、選挙管理委員会委員

４人分の報酬でございます。節２・給料から節

４・共済費までは、一般職６人分の人件費でご

ざいます。 

 次に、５９ページになりますが、目２・参議

院議員選挙費では６６３８万円を計上しており

ます。 

 この選挙は、本年７月２８日に任期満了を迎

えることから執行するもので、その執行に必要

な投票立会人等の報酬５９１万９０００円や従

事する職員の時間外勤務手当３０１３万円が主

なものでございます。なお、この費用につきま

しては、県からの委託金で賄われます。 
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 目３・市長選挙及び市議会議員一般選挙費で

は、１億２８４３万３０００円を計上しており

ます。 

 １１４ページ、款の１１・公債費について説

明いたします。 

 項１・公債費、目１・元金で５９億４４１９

万７０００円を計上しております。元金は、建

設事業などの財源とします市の長期借入金であ

ります長期債の償還元金でございます。 

 この選挙は、本年９月３日に任期満了を迎え

ることから執行するもので、その執行に必要な

投票立会人等の報酬４０７万８０００円や従事

する職員の時間外勤務手当２７８９万８０００

円などのほか、６０ページになりますが、節１

９・負担金補助及び交付金４９６８万円は、選

挙運動費用公費負担分でございます。 

 目２・利子では９億１３８３万５０００円を

計上しております。利子は、長期債の償還利子

９億１３４９万８０００円と、一時的な資金不

足を補うために借り入れる一時借入金利子３３

万７０００円でございます。  次に、目４・八代平野北部土地改良区総代総

選挙費では１９１万７０００円を、次の目５・

八の字土地改良区総代総選挙費では９２万３０

００円を計上しておりますが、いずれも任期満

了に伴うもので、所要の報酬、時間外勤務手当

が主なものでございます。 

 目３・公債諸費６０００円は、平成２１年

度、２２年度に市民から資金を公募しました市

場公募債の引き受け金融機関に支払う手数料で

ございます。 

 次に、款１２・諸支出金でございます。 

 なお、目４と目５の費用につきましては、関

係団体からの納付金で賄われます。 

 項１・基金費、目１・財政調整基金費で３５

７万６０００円、目２・土地開発基金費で１０

３万８０００円、目３・市有施設整備基金費で

４３８万７０００円は、基金運用で発生する利

子を積み立てるものでございます。 

 ６１ページの下の表をお願いします。 

 項５・統計調査費、目１・統計調査総務費で

は２４６４万５０００円を計上しております。

節２・給料から節４・共済費までは、一般職３

人分の人件費でございます。 

 目４・減債基金費１４３０万９０００円は、

基金運用利子９０万９０００円のほか、平成２

１年度、２２年度発行の市場公募債に係る元金

償還相当分１３４０万円を積み立てるものでご

ざいます。 

 次の６２ページの目２・基幹統計費では、９

９２万３０００円を計上しております。節１・

報酬７４２万２０００円は、住宅・土地統計調

査事業の調査員等の報酬５３４万円、漁業セン

サス事業の調査員等の報酬１１４万円が主なも

のでございます。 

 目５・ふるさと八代元気づくり応援基金費４

００万３０００円は、本市へのふるさと納税寄

附金４００万円及び基金運用利子３０００円を

積み立てるものでございます。  次の項６、項１・監査委員費で５３２０万４

０００円を計上しております。節１・報酬１５

９万２０００円は、議会選出及び非常勤の監査

員２人の監査委員報酬でございます。節２・給

料から節４・共済費までは、常勤監査委員と一

般職５人の人件費でございます。 

 最後に、１１５ページ下の款１３・予備費で

ございます。 

 本年度は、老朽化した施設を多く抱えますこ

とから、緊急対応分としましての予備費を１０

００万円増額し、２０００万円を計上しており

ます。  以上、総務費でございます。 

 続きまして、１１４ページをお願いします。

１１４ページです。 

 以上、第２款・総務費、第１１款・公債費、

第１２款・諸支出金、第１３款・予備費につき
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ましての説明とさせていただきます。御審議よ

ろしくお願いします。 

○委員長（亀田英雄君） 鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） 住民自治事業でです

ね、私たち、ちょっと総務委員会のほうで研修

したとき、モデル地区で住民自治を手を挙げた

ところに限って、住民自治がその後進んでいな

いという反省もありました。そういったことか

ら、モデル地区で手を挙げた地区についてので

すね、これはお願いですけれども、指導強化を

しっかりして、最初手を挙げてから、それでお

しまいじゃないんだって、その後ずっと住民自

治は続いていくんだっちゅう、しっかりした指

導をしてもらいたいというお願いですね。 

○委員長（亀田英雄君） 御苦労さまでした。 

 以上の分について一括して質疑を行います。 

 質疑をお願いいたします。 

○委員（鈴木田幸一君） よかですか。 

○委員長（亀田英雄君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） ５４ページです。 

○委員長（亀田英雄君） ５４ページですね。 

○委員（鈴木田幸一君） 住民自治推進事業で

相当な金額が上がっとりますけれども、これ、

おおよそでよかですけれども、詳細わかります

か。おおよそでよかです。 ○委員長（亀田英雄君） 意見ですね。 

○市民活動支援課長兼消費生活センター所長

（辻本士誠君） はい、委員長。 

○委員（鈴木田幸一君） はい、そうですね。 

 と、もう１つはですね、まだ、住民自治につ

いては、しっかりした住民の方々が理解をして

おられないっていうふうに、私、感じておりま

す。だから、しっかりした説明も十分にしなが

ら、この住民自治を進めていかなければ、それ

ぞれの組織、団体がありますので、公でいうな

らば私たち議員もそうなんですけれども、そう

いった団体の部分にまで食い込んだりとかいう

ことがないように、その辺の整合性をですね、

しっかりした指導の中で進めてもらいたいと思

います。 

○委員長（亀田英雄君） 辻本課長。 

○市民活動支援課長兼消費生活センター所長

（辻本士誠君） ただいまの住民自治に関しま

す経費でございますけれども、２５年度におき

まして、１４地域があって、地域協議会という

のが立ち上がります。そこで、一括の交付金で

ございます、これまで各部署が各地域にとか団

体にですね、出しておりました補助金委託料を

まとめたものにつきまして、その１４地域分が

この経費になっているということでございます。 

 内容といたしましては、資源回収集積所の管

理委託事業分、敬老会事業助成、その他、体育

協会への補助等を、１０程度の補助、委託料分

を合わせた金額でございます。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） はい、意見として承

ります。 

○委員（鈴木田幸一君） あ、もう１つありま

した。  それにあわせまして、組織運営交付金といた

しまして、設立１年目につきましては１１０万

を交付すると。２年目、３年目につきましては

２０万ずつということにしておりますので、そ

の分が加算されております。 

○委員長（亀田英雄君） 質疑ですね。 

○委員（鈴木田幸一君） 質疑です。 

○委員長（亀田英雄君） はい、お願いいたし

ます。 

 以上でございます。 ○委員（鈴木田幸一君） もう１つですね、５

５ページのですね、青少年指導員報酬、それか

ら青少年相談員報酬。これ、ちょっと指導員と

相談員の違いっていうのをわからぬだったちゅ

○委員長（亀田英雄君） はい、いいですか、

鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 
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うことと、人数を少し教えていただきたいと思

います。 

○人権政策課長兼人権啓発センター所長（水本

和博君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 水本人権政策課長。 

○人権政策課長兼人権啓発センター所長（水本

和博君） はい。人権政策課の水本でございま

す。よろしくお願いします。 

 まず、青少年指導員でございますけども、こ

れは、以前は街頭指導あたりに当たっておりま

す補導員というふうな呼び方もしておった時期

がございましたけども、現在は青少年指導員と

いう呼び方でございます。（｢ほお」と呼ぶ者

あり）市内全域で、校区の指導員並びに中央の

指導員ということで、約２３０名、現在いらっ

しゃいます。 

 それと、青少年相談員でございますけども、

これは、人権政策課内のほうに、人権相談の業

務に当たるということで、非常勤嘱託の２名配

置ということでございます。 

 以上です。 

○委員（鈴木田幸一君） はい、わかりまし

た。以上です。ようございます。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

○委員（成松由紀夫君） 関連でようございま

すか、委員長。 

○委員長（亀田英雄君） 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） 青少年相談員の２名

さんの、これは全て報酬なわけですか、３２４

万は。 

○人権政策課長兼人権啓発センター所長（水本

和博君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 水本課長。 

○人権政策課長兼人権啓発センター所長（水本

和博君） はい。報酬につきましては、月額の

１３万５１００円、こちらの１２カ月分という

ことでございます。 

 青少年相談員が２名分で３２４万３０００

円、２名分でございます。それと、青少年指導

員の報酬は２３０名分で４７３万７０００円と

いうことでございます。 

○委員（成松由紀夫君） はい、委員長。 

○委員長（亀田英雄君） 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） 今、青少年指導員、

相談員のところで、まあよくわかったんです

が、もう１つですね、人権相談員。これは、い

わゆる人権オンブズパーソンとは関係があるの

かないのか。人権オンブズパーソンの何かの制

度、あの辺の、例えは調査員とか、そういう人

たちの報酬はどの辺に入ってきますか。 

○人権政策課長兼人権啓発センター所長（水本

和博君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 水本課長。 

○人権政策課長兼人権啓発センター所長（水本

和博君） はい。まず、人権相談員でございま

すけども、人権相談員は、人権啓発センターの

――今の千丁支所の中にございます人権啓発セ

ンター、こちら私ども人権政策課のほうで所管

しておりますが、そちらに２名配置ということ

でございます。人権相談員につきましては、市

長のほうが、これは市が直接雇用しておるとい

う形で、経費的な部分につきましては、先ほど

の青少年相談員と全く同じ形でございます。市

長のほうから委嘱状をお渡しするということに

なります。 

 それと、今ございました人権オンブズパーソ

ンの調査相談専門員という方も１名いらっしゃ

いますけども、こちらにつきましては、市の委

嘱という形ではございませんで、八代市と氷川

町のほうで、八代地域の人権教育のための推進

会議という広域の組織をつくっておりますけど

も、そちらのほうの、――独立した機関でない

といけないということで、そちらの外部機関と

いう形でございます。したがいまして、市長の

ほうが直接の委嘱という形ではございません。

そちらは、今申しました八代地域人権教育のた
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めの推進会議という組織の予算から報酬等は出

ておるということでございます。（｢どっかに

出てますか」と呼ぶ者あり）その中ではです

ね、負担金及び交付金の八代地域人権教育のた

めの推進会議、これは、氷川との分担というこ

とでございますので、分担金が２４８万円でご

ざいます。この会計のほうから支出と。会計の

ほうは、その推進会議という会計から支出とい

うことになっております。 

○委員（成松由紀夫君） はい、委員長。 

○委員長（亀田英雄君） 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） いや、今、大変、水

本課長が現場で頑張っておられてですね、よく

理解しております。 

 ただ、その人権オンブズパーソンという文言

が少しひとり歩きして、今、各地域の例えばト

ラブル関係にですね、解決のために入られとっ

て、市からお金が出とるのも、今言われたその

２４８万からですね、というので、よくわかる

とですが、ただ、この方々は、権限とかそうい

うものは、実際、拘束、――まあ拘束はできぬ

でしょうけど、権限的なものがいろいろないと

いう中で、話し合いの中で解決したいというよ

うな外郭団体というのもわかるんですけれど

も、こうやって市が支出しとるという中で、例

えば、きのうあたりも、町内の役員さんがある

トラブルの件で何回か呼び出されて、もう市か

ら行政指導を受けられとるというようなイメー

ジを受けられて、しかも、八代市からお金が出

とると。で、調査員の方々の調査費用も八代か

ら出とるから云々ということでですね、非常

に、課長が今一番御苦労されておる案件ちゅう

ともよくわかってますが、そこら辺のところを

しっかりですね、もうちょっと説明を現場にし

っかりしていただかないと、完全に市が行政指

導をされとるというような認識の中に動かれ

て、予算が出とるというような流れのとり方

が、もうほとんどでございますので。そこをし

っかり説明された上で解決していただきたいと

いうふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。同じとこなん

ですけどね、人権同和政策事業というのに２５

３万８０００円、人権啓発推進事業というのに

７３４万２０００円。約、両方合わせますと、

１０００万の予算が組まれておりますけれど

も、この内容はどんなものでしょうか。同和と

啓発推進というのは。 

○人権政策課長兼人権啓発センター所長（水本

和博君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 水本課長。 

○人権政策課長兼人権啓発センター所長（水本

和博君） はい。まず、人権同和政策事業でご

ざいますけども、私どものほうで、人権政策審

議会を持っております。こちらの審議会の関連

経費というのが１つございます。それと、県内

に人権関係の連絡協議会という、県内の市町村

の組織ございますけども、そちらの関連の経費

が１つございます。 

 それと、負担金、補助金関係でございます

が、こちらは、ただいま申しました県下の市町

村の人権関係の協議会の負担金と、人権擁護委

員協議会への補助金というものがございます。 

 また、扶助費としまして、同和対策事業の扶

助費ということで、奨学金等の給付事業がござ

います。こういった事業が、人権同和政策事業

で取り扱っておるものでございます。 

 それと、人権啓発推進事業のほうでございま

すけども、これは文字どおり、住民の方への啓

発を進めていくということで、主に旅費関係、

それと各種研修会や大会への出席の負担のお

金、それと、この啓発事業の中で、先ほど申し

ました八代地域の人権教育のための推進会議へ
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の分担金と、八代市内だけでつくっております

人権問題の啓発協議会という組織、民間の方も

入れた組織ございますけども、こちらへの交付

金ということで、啓発事業の中身となっており

ます。 

○委員長（亀田英雄君） ようございますか。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） 非常にね、今、言葉

だけで聞いて、ちょっと明確にこうならないん

ですけどね。できたら、一覧表ぐらいね、つく

っていただいて、こうわかるようにしていただ

きたいということと、それから、私は、臨時に

開かれた総務委員会のときに、埼玉県の本庄市

の同和対策事業が全面中止になった、撤退にな

ったというお話をしながら、その調査と、それ

から全国的には、人権同和というのが、対策事

業というのがどういう傾向にあるかっていうの

を行政としても調べておいてくださいというお

話をした経緯があるんですね。もし、今わかっ

てたら、話していただくと幸いですけど、わか

ってなかったら、後で資料をいただきたいと思

います。 

○委員長（亀田英雄君） 水本課長。 

○人権政策課長兼人権啓発センター所長（水本

和博君） 済みません、今、こちらでお答えで

きる分について、こちらでお答えいたします。 

 先ほどの他県の例で、本庄市というお話が出

ましたけども、詳細には本庄市の人権政策ある

いは同和政策っていうものについては、詳細に

は存じておりませんけども、本庄市におきまし

ては、時限を決めましての条例をつくられまし

て、団体への補助金等については廃止する方向

で整理をしておられるというふうには聞いてお

ります。 

 この、団体への補助金については、私ども八

代市のほうでは支出をしておりませんので、そ

の点につきましては、本庄市さんの動きといろ

いろ合わせるとか、そういった動きっていうの

は、特に予定はございません。実際には支出し

ていないということでございます。 

 ただ、同和問題について、本庄市さんが一般

施策としてですね、何らか取り扱いをなさって

おられるかっていうのは、ちょっと、今の時

点、ちょっと把握しておりませんので、またち

ょっと調査したいと思っております。（委員笹

本サエ子君「全国的な傾向」と呼ぶ） 

 これは、先の総合計画あたりでのですね、意

見ということでも述べていらっしゃったんでは

なかろうかと思いますけども、同和問題につき

ましてはですね、八代市としましても、大きな

問題という捉え方をしております。で、いろん

なセミナーとか研修会をやっておりますけど

も、この中では、あらゆるいろんな問題がござ

いますのでですね、いろんなテーマに沿いなが

らも研修はやっておるところです。 

 ただ、同和問題もですね、その中の大きな問

題の１つであるという認識でですね、引き続き

取り扱い、研修等は深めていきたいということ

で考えております。 

 以上でございます。 

○委員（笹本サエ子君） 済みませんね。 

○委員長（亀田英雄君） 笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） 全国的な傾向をとお

尋ねしたんですけど、お答えがありませんでし

たけど、また、後で調べてといてください。 

○委員長（亀田英雄君） そうしてください。 

○委員（笹本サエ子君） 私も調べます。 

 以上です。はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（友枝和明君） はい、ちょっと。 

○委員長（亀田英雄君） はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） ５５ページの青少年指

導員、これ２３０名は各校区におられますと思

いますが、今、これは少年補導員だったとが今
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はそうなっちょるというのは、八代警察署管内

に、警察ボランティアという６８名、これもも

ともと少年補導員だったのがそういうふうにな

っておりますが、各校区に、――千丁の場合は

６名おられます。警察ボランティア。その校区

の割り当て、――千丁校区の場合は何名おられ

ますか。 

○委員長（亀田英雄君） わかる。 

○人権政策課長兼人権啓発センター所長（水本

和博君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 千丁に何名。 

 はい、水本課長。 

○人権政策課長兼人権啓発センター所長（水本

和博君） はい。ちょっと正確な数はちょっと

今、手元にございませんけども、各校区に１０

名以内で選出をお願いしたいということでお話

ししておりますので、８名から１０名程度の数

でいらっしゃるかと思っております。 

○委員（友枝和明君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 友枝委員。 

○委員（友枝和明君） それと、活動状況とい

いますか、今度、２２日に県下の一斉の街頭補

導があるんですが、八代市は、今度やられるん

ですか。普通、街頭補導なんか、この少年指導

員というのは、なされておられるのか。 

○委員長（亀田英雄君） 活動状況ですか。 

○委員（友枝和明君） 活動状況。 

○委員長（亀田英雄君） はい、水本課長。 

○人権政策課長兼人権啓発センター所長（水本

和博君） はい。街頭指導につきましては、先

ほどの２３０名の青少年指導員さんを大きく分

けまして、中央指導と校区指導ということに分

かれております。 

 それで、校区につきましては、先ほどの１０

名以内で選出をお願いしたいということで、そ

の程度がいらっしゃるということでございます

けども、各校区の事情がその地域地域で違いま

すので、各地域の校区の実情に合わせて巡回を

お願いしますということで、一般的にはです

ね、月に１回ないし２回程度、夕方から夜間に

かけて巡回をしておられるというようなことで

ございます。（委員友枝和明君「毎月」と呼

ぶ）はい、そうです。（委員友枝和明君「毎

月」と呼ぶ） 

○委員長（亀田英雄君） 毎月１回か２回かち

ゅうこと。 

○人権政策課長兼人権啓発センター所長（水本

和博君） 毎月１回ないし２回程度が平均的で

はなかろうかと思っております。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

○人権政策課長兼人権啓発センター所長（水本

和博君） それと、中央補導につきましては、

７班結成しております。そちらのほうで、大体

７班が月に１回程度でございますんで、月に、

まあ７回はあるというような形になっておりま

す。 

 で、延べ件数でしますと、これ、１月末でご

ざいますけども、巡回回数が、校区と中央合わ

せまして２５０回、延べ人員で１５００名程

度、昨年の４月から１月までは巡回をしていた

だいたという結果になっております。 

 以上でございます。（委員友枝和明君「は

い、わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（亀田英雄君） 友枝委員、いいです

か。 

○委員（友枝和明君） はい、わかりました。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

 ほかにございませんか。 

○委員（成松由紀夫君） はい、委員長。 

○委員長（亀田英雄君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） 済みません、昨年も

話したかと思うとですけど、５２ページ、北海

市交流事業２６８万ということですけれども、

議会関係のほうは、なかなか北海と……それぞ

れ議員さん方もですね、ぴんとくるところが、

もう自分たちで、こうある程度ネット関係で調
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べるぐらいの関係で、本当に交流的なものをも

うちょっとやっていったほうがいいんじゃない

かっていうようなお話をしとったと思うとです

けれども、ことしも、あんまり昨年と変わらぬ

ような、２６８万ということでですね。そこ

は、どういった内訳の２６８万かというのと、

政府要望、――これはもう個人的な主観ですけ

ども、政府要望関係事業の９０万８０００円。

まあ政権もかわりましたし、政府要望関係がで

すね、以前のようにもうちょっと活発にしてい

かないと。はっきり私が感じるところ、国と県

との関係が今よろしくないというのが現状じゃ

ないかなというふうに見受けられるところもあ

るわけですよね。地元選出の国会議員も含め

て、県関係にもいろいろと要望関係をしていか

にゃいかぬだろうという中で、もうちょっと政

府要望の関係事業は、国関係には少し上げてい

てもいいんではないか。また、これはまた夏以

降に変わってくるかもしれませんけども、議員

も含めた政府要望も含めて、ことしは考えられ

なかったのかなというのもありますけども。 

 で、現在の日中関係の状況がございますの

で、実際、新年度のほうで実行できるのかとい

うところは、その推移を見守っていかなければ

ならないというところでございますけれども。

今年度の事業については、その内容でございま

す。新年度ですね、の内容は。 

 と、今年度は、７月ぐらいに、広西壮族自治

区の中国広西国際友好都市交流大会というのが

ございまして、そこに市長と古嶋議長に行って

いただいて、で、あそこの南寧市に行っていた

だいて、その行程の合間で北海のほうにも行っ

ていただいたというところも行っているところ

でございます。それを踏まえて、また新年度と

いうところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） はい、委員長。 

○委員長（亀田英雄君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） それは先ほど説明で

聞いた、（｢うん、聞いた」と呼ぶ者あり）聞

いとる流れなんで、その考え方ですよ。 

 去年しとらぬけん、ことしそのまますっとで

すよっていうところの一点張りなのか、いやい

や、まあいろいろな考え方があって、その前に

去年のことをこのままやる状況でいくんですよ

というところなのか。それをちょっと掘り下げ

た考え方を教えてもらえばいいです。 

 まあ、この９０万８０００円についてと、北

海の２６８万の内容とその考え方を少し教えて

もらいたいと思います。 

○秘書課長（桑原真澄君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 桑原課長。 

○秘書課長（桑原真澄君） はい。秘書課の桑

原でございます。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） 永原部長。 

 ことしの北海市事業でございますが、実際、

昨年、今年度でございますけれども、尖閣問題

等がございまして、実際、今年度の派遣と受け

入れ事業ができておりません。受け入れのほう

が、向こうからの経済関係の訪問団、それか

ら、こちらのほうからが、中学生のほうを、一

応、市内のほうから１１名派遣するというとこ

ろが、２４年度ができなかったということで、

その分を２５年度、そのまま、また計上させて

いただいているところでございます。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） 永原でござい

ます。 

 この北海市の交流、もうかなり年数がたって

おりまして、なかなか具体的な交流につながっ

ていないっていう反省がございます。ですか

ら、一昨年でしたか、経済交流ということで、

八代市から経済関係、もちろん議会からも行っ

ていただいて、現場を見ていただいたっていう

ことで、何とかこう経済活動につなげられない

かという目的が、これ、今もそういった視点を
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持っております。 

 ただ、すごいやっぱり距離的なものがあるも

んですから、なかなか即効でやっぱし経済界の

方々がそこで事業を起こすっていうのは、非常

にやっぱ、なかなか難しいものがあるんですけ

ども、やっぱこれは交流続ける中で、探ってい

かなきゃいけないことなのかなということと、

もう１つは、私ども、東南アジアっていいます

か、あちらをこう目指しておる。で、私も実

は、昨年７月に一緒に市長と議長と一緒に広西

壮族自治区に行ってまいりましたが、やっぱ

し、足がかりっていいますか、東南アジアへの

足がかりとしては非常にいい場所だなというふ

うに感じてきました。中国も目の当たりして、

やっぱ今から伸びるっていうのはすごいものを

感じましたので、やっぱ、こういうものはやっ

ぱ交流を続けながら、ぜひそういったものに広

がりっていいますかですね、につなげていくべ

きではないかなというふうに思っております。 

 まずは、とりあえずは、やっぱ子供たちの交

流っていうのがですね、やっぱ見識を深めるっ

ていうのは非常に大事なことだと思うし、私自

身も中国に行って初めてこう、あの大きさって

いいますか、可能性っていうものを気づいたも

んですから、やっぱり、中学生あたりもやっぱ

そういったものにぜひ派遣して、肌で感じてき

て、それをまた返してもらえればなというふう

に感じておりますので、これ、続けるべきかな

というふうに思っております。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） はい、委員長。 

○委員長（亀田英雄君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） そこなんですね、私

が聞きたかったのは。要するに、太江田委員も

いらっしゃいますけど、経済団体関係で。それ

と、その当時の委員長の友枝委員長も行かれ

て、で、やっぱりその当時の話が今のお話のと

おり、もっと経済交流を八代市と北海でやって

いって経済発展をするべきなんだというような

内容だったんで、まあ我々もそれに当然期待し

て、去年は尖閣問題でああでもない、こうでも

ないということもあったから、とりあえず去年

の事業を進める中で、そのおととしの考え方が

消えてないっていうことを確認できれば。子供

たちの交流も含めてですね、それをやっていた

だくと。 

 寧波に、例えばイグサ関係で行ったときにで

すね、今、ものすごいあの辺も地下鉄やら何や

らでえらい経済発展をしよる。そして、友枝委

員長から一昨年のお話を聞いたときに、もう北

海も昔の北海じゃなくて、もうえらいことにな

っとるって、経済発展しよるよっていうような

状況のお話だったんで、せっかく友好都市結ん

どる以上はですね、ぜひ、今後もその考え方ば

頭に残しといてもろうて続けていただきたいな

というふうに思います。 

 あと、政府要望のところはよかですか。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 丸山課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。企画政

策課丸山です。 

 政府要望に関しましては、確かに議員の御指

摘のとおり、政権交代等もございまして、今

後、ますますですね、政府要望の重要性ってい

うものは高まってくるというふうに思っており

ます。 

 で、予算上は、昨年度よりも少し少なくなっ

たような形ではございますが、機を捉えまして

ですね、春と夏と秋の政府要望２回と、福岡の

九州地方整備局への要望１回ということで定例

的なものは考えておりますが、それ以外にも必

要に応じてですね、臨時に行ける、できるだけ

機を捉えて行くように、また、その際は議会の

ほうにもですね、御相談をさせていただきまし

て、より有効な要望活動となりますようにして

いきたいと思っております。 
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○委員（成松由紀夫君） はい、委員長。 

○委員長（亀田英雄君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） はい。少し予算も落

ちてる中で、そういう現場が理解されとればで

すね、それでいいです。なかなか、皆さん方も

板挟みでいろいろとできないところもありまし

ょうけれども、まあ政権交代をした中で、政府

要望の重要性とかいうものが、頭に入っとって

もらえれば。 

 何年か前も、国交省のパーティーあたりに、

よそが首長さんは来られてるけれども、八代市

は担当職員さんが名刺配って回ったということ

で、国交省が少し気分がいささかよろしくなか

ったような話も聞いてますんで、そこら辺はな

るべく、国県の関係が良好になるような考え方

をもって取り組んでいただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） 答え要りませんか。 

○委員（成松由紀夫君） はい、要りません。

要望ということでございます。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。済みません、じ

ゃあ、関連で聞きます。 

 北海の交流関係なんですけれども、２６８万

ということでした。で、２つ事業を挙げておら

れまして、経済代表の団体の受け入れというこ

とと、中学生のですね、派遣というようなこと

なんですけど、実際、これ時期的にいつぐらい

に予定されてるんですかね。募集とかされてる

んですか。 

○秘書課長（桑原真澄君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 桑原課長。 

○秘書課長（桑原真澄君） はい。あちらから

の受け入れについては、大体５月とか６月、相

手さん次第というところはございますけれど

も、今の状態ですと、なかなか、ずれてくるの

かなというところでございます。 

 中学生の派遣については、大体１２月の下旬

ぐらいというところを予定をいたしておりま

す。受け入れについては、ちょっと状況がよく

見えないというところでございます。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。

まあ、今の状況の中でですね、わからない、先

が見通せない中でっていうような話なんでしょ

うというふうに思います。 

 あと、中学生が行くっていうのは非常にいい

ことだと思うんですけれども、やっぱり今です

ね、ちょっと何か、非常に危険な部分もあるか

と思いますので、細心の注意を払いながらです

ね、情勢見定めた中でですね、これは進めてい

ただきたいというふうに思います。 

 で、そもそもの話なんですけど、先ほどから

言われているように、北海ってすごい遠いんで

すよね。で、なかなか交流自体が年に何回かし

かできないっていうようなこともあって、本来

であれば、まだまだ予算もですね、増額しなが

らですね、いろんなことをやらなきゃいけない

なというふうに思うんですけれども、いかんせ

ん遠いっていうのがですね、ネックになってい

るのかなというふうに思います。 

 で、考え方としてですね、この間、航路の関

係の新たにと、中国航路というような話もです

ね、新聞報道されとったですけれども、そうい

った近くのところとですよ、中国だけじゃなく

て、台湾だったり、逆の下のほうですよね、そ

ういったところとも友好都市、こう結びなが

ら、今から発展するようなところに対して友好

都市結べたらというような考えとかっていうの

もですね、あったほうがいいかと思うんです

よ。そういったことについて、予算も計上しな

がらですね、取り組み進めていければっていう

ふうに思うんですが、そういったところに関し

ては、八代市として、考え方としてはどうなん

でしょう。ないんですかね。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。 
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○委員長（亀田英雄君） はい、永原部長。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。今、議

員御指摘のとおり、今、北海市とだけ交流、―

―公式なものを結んでおりますけども、それ以

外にも当然、我々はいろんなところを視野に入

れてそういった活動をしていく必要がございま

すし、事実、いろんなとこと、何ていいます

か、意見交換とかですね、情報交換っていうの

は、幾つかとやっております。具体的に姉妹都

市まで行ってはおりませんけども。すぐすぐこ

うできるもんじゃないもんですから。いろんな

情報をつかんだり、あるいは交換しながらです

ね、何が八代市にとってすごくいいのかってい

う。例えば、先ほど出ましたように、経済交流

につながるのか、あるいは観光につながるのか

っていうのは、幾つか考えながら、例えば中国

であったり台湾であったり韓国であったり、い

ろんな都市との調査っていいますか、そういう

のは、事実、今やっておるところでございます

し、相手さんからもそういった声も届いており

ます。 

 ただ、なかなか、今世界情勢がこういった状

況だもんですから、そこが見えないところがご

ざいまして、先にはなかなか進めないんですけ

ども、考え方としては、当然必要だというふう

に思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、ありがとうござ

いました。 

 あと、政府要望の関係ですね、ありました。

で、昨年より下がっているっていうような話で

すね、言われとったですけれども、意気込み的

には何か、どんどんまだやっていきたいんだっ

ていうような話でしたけれども、実際、何です

か、日程調整とかっていうことで、今言われた

ような、説明あったようなときにしか行けない

ちゅうわけなんですかね。回数ふやせないちゅ

うことなんですか。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 丸山課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） 回数がふやせ

ないということはございませんが、これまでで

すね、国の予算編成の時期に合わせまして概算

要求の夏場に１回、本要求の前の秋ごろに１回

ということで組んでおりました。 

 ただ、それ以外にも、八代港関係とかです

ね、非常に重要な部分につきましては、この政

府要望の予算以外で、担当課のほうの予算で

も、国交省のほうへの本省要望等は行っており

ますので、そのような形でですね、いただいた

予算の範囲内でですね、できる限り有効な要望

活動は行っていきたいと思っております。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。先ほどもありま

したとおり、何か、職員さんだけ行っても何か

あんまり喜ばれないみたいなんですから、やっ

ぱりちゃんとスケジュール調整しながらです

ね、行っていただきたいなと。何回もですね。

よろしくお願いします。 

○委員長（亀田英雄君） いいですか、答え

は。 

○委員（野﨑伸也君） はい、よろしいです

よ。 

○委員長（亀田英雄君） はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） 要望ですばってん。私

は要望の件ですばってん。 

 これは、やっぱり行かにゃわからぬって思い

ます。昨年は、い業議員連盟単独でＪＡの生産

者、消費者庁、農林省、財務省、行って、効果

は得てきました。 

 それで、やっぱりこういう政府要望っていう

のは、やっぱり地元から何回も行って、相手に

お願いといいますか、生産者の思いとか地元の

思いもですね、要望すれば、何とか近づくよう

な気がしますので。どんどん、政府要望には…
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…。 

○委員長（亀田英雄君） はい、意見として承

ります。 

○委員（友枝和明君） 意見として。 

○委員長（亀田英雄君） はい。ほかに質疑は

ございませんか。（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。冒頭、御挨拶

の中に、携帯電話を今回、坂本地区、３カ所で

すかね、通じるようにするということでした

が、そうしますと、あと何カ所ぐらい（｢イン

トラネット」と呼ぶ者あり）通じないところが

残るんでしょうか。（｢国の予算次第で」と呼

ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） どんなでしょうか。

わかりますか。（笑声、｢委員長の足元だけ

ん」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） 秋田課長。 

○情報政策課長（秋田壮男君） はい。済みま

せん、情報政策課秋田でございます。 

 携帯電話の不感地区、残りがあと何カ所にな

るかということでございますが、済みません、

ちょっと資料をこちらに持ってきておりません。

記憶の範囲内でお答えいたしますが、泉町には、

まだ数カ所不感の場所がございます。それから、

坂本町にも、現在要望が上がっております地区

が４地区ございます。それから、要望は上がっ

ておりませんけども、東陽町にも２地区、それ

から旧八代市二見町にも１地区、３カ所になり

ますが、不感の地区があるということを承知し

ております。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） 笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。私の記憶で

は、東町も残ってると思うんですけど。 

○委員長（亀田英雄君） はい、秋田課長。 

○情報政策課長（秋田壮男君） はい。東町は

整備はいたしましたが、坂谷地区５世帯が現在

不感になっております。ただ、このエリアにつ

きましては、地区のほうの市政協力員さんのほ

うから、私どものほうに相談を受けまして、私

どものほうからＮＴＴドコモのほうと交渉いた

しました結果、ドコモ側が地区内に小さな小型

の施設をつくるということで、合意になってお

りますので、その整備が完了すれば、不感では

なくなるというふうに思っております。（｢時

期的にはわかってるの」と呼ぶ者あり）済みま

せん、時期まではまだ把握いたしておりませ

ん。申しわけございません。 

○委員長（亀田英雄君） いいですか。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい、ありがとうご

ざいました。ぜひですね、全市的に拡充を目指

して進めていただきたいと思います。 

○委員長（亀田英雄君） ほかにはありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。地域おこし協力

隊事業っていうのが、何か新規でありましたけ

れども、何ページかな。５４ページですかね。

ちょっと教えてもらいたいんですけれども。こ

れ、ちょっと概要ばちょっと教えてもらいたい

んですが、よろしいですか。 

○泉支所総務振興課長（橋本和郎君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 所属と名前をお願い

します。 

○泉支所総務振興課長（橋本和郎君） はい、

済みません。 

○委員長（亀田英雄君） 申しわけない。 

○泉支所総務振興課長（橋本和郎君） 泉支所

総務振興課の橋本でございます。よろしくお願

いします。 

 ただいま御質問の、地域おこし協力隊につき

ましてですけれども、この地域おこし協力隊の
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ほうにつきましては、都会のほうから田舎のほ

うに来て住み込んで、その地域にマッチしたと

いいますか、溶け込んで、その地域を活性化さ

せるという事業に、国のほうの政策で入ってお

ります。これを、今年、２５年度に泉町の五家

荘地域に２名を入れて、その地域の活性化を図

りたいということで計画しております。地域外

からの目線におきまして、これからの五家荘地

域を活性化させるための施策とか、支援とかを

行っていただくということで考えております。 

○泉支所総務振興課長（橋本和郎君） はい、

済みません。 

○委員長（亀田英雄君） はい、橋本課長。 

○泉支所総務振興課長（橋本和郎君） はい。

済みませんでした。この制度といいますのが、

３年間の期間を持っております。３年間の間に

成果を発揮し、その後につきまして、別な制度

が使えるということで伺っておりますので、そ

ういったものを利用して定住化を図っていくと

いう計画でおります。 

 将来的には、こういった方がそのままその地

域に永住するという形で溶け込んでいただきま

すと、かなりの活性化になるんだと思って、期

待しているところです。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。 

 とりあえず、新規ということですんで、様子

見ていきたいなというふうに思いますけれど

も。やっぱ、３年間というようなことでです

ね、どういった方々、年齢層の方が来られるか

わかりませんけれども、人生の中で３年間、そ

のどういった時期に来られるかわかりませんけ

れども、非常に重要な時期に来られたというこ

とであればですね、そういったところの責任っ

ていうのも、何か非常にですね、重要かなとい

うふうに思いますので、ちょっとそこまで含め

てですね、ちょっと、頑張ってやっていただき

たいというふうに思います。よろしくお願いし

ます。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） 山口で視察であった

よ。 

 はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。

これ、大学生か何かですかね。 

○泉支所総務振興課長（橋本和郎君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、橋本課長。 

○泉支所総務振興課長（橋本和郎君） はい。

いえ、これは大学生というわけではございませ

ん。一般でも、公募っていいますか、呼びかけ

をいたしまして、それに熱意のある方を選定す

るという形になろうかと考えております。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

 ほかにございませんか。（｢なし」と呼ぶ者

あり） ○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。  以上で……。 

 来ていただいて、そういった地域おこしにや

っていただくというのは非常にいいことだとい

うふうに思うんですよ。将来的に、今、住んで

いただけたらっていうような考えもあられるみ

たいですけれども、住むとなるとやっぱりです

ね、その先の何か、仕事的なものが、やっぱり

なりわい的なもんがないと、やっぱりですね。

そやんところの構想的な部分は持っておられま

す。 

○委員（野﨑伸也君） あ、済みません。 

○委員長（亀田英雄君） はい、いいですよ。

まだ間に合いました。 

 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、済みません。 

 済みません、５８ページ、上のほうですけ

ど、自動交付機等各種機器リース料というのが

あります。今、これは市の庁舎だけですか。本

庁だけでやってるやつですかね。そのリース料
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ということになっとですかね。ちょっと教えて

ください。（｢今、市民課来ますので」と呼ぶ

者あり） 

○委員長（亀田英雄君） はい、しばらくお待

ちください。 

 はい、いいですか。 

 はい、山中課長。 

○市民課長（山中美紀代君） はい。市民課の

山中です。 

 自動交付……、（｢よかです。入ります」と

呼ぶ者あり）済みません、今、途中で自動交付

機というのを聞いて出てきましたので、もう一

回質問をよろしくお願いします。（笑声） 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。自動交付機等各

種機器リース料ということで６７４万２０００

円が計上されております。これは、本庁舎だけ

で行ってるやつの分のリース料なんでしょう

か。ほかにもどっかにあるんでしょうか。教え

てください。 

○市民課長（山中美紀代君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 山中課長。 

○市民課長（山中美紀代君） はい。自動交付

機は本庁舎だけにございます。守衛室の前にあ

る、あれ１台だけです。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。もう結構な年数

たってるかと思うんですけれども、その六百何

十万というのがその１台で高いのか安いのか、

比較対象するものがないんでわからないんです

けれども。年々、どうなっているのか。減価償

却か何かで下がってきてるかどうか、その推移

ちゅうのを教えてもらえます。 

○市民課長（山中美紀代君） ええと。 

○委員長（亀田英雄君） 山中課長。 

○市民課長（山中美紀代君） はい。現在使用

してますのは３台目の分で、昨年でしたか、一

昨年ぐらいに新しく入れたもので、その６５０

万のうちの、今、あと１つ別の戸籍住民のほう

が１１９万ですかね。戸籍のソフト使用料とい

うのがありまして、それとは別なので、自動交

付機だけでしたら４７０万ぐらいなんですけれ

ども、実際、１０００万ほどする機械なので、

はい。高いか安いかという判断は、ちょっとわ

かりません。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。感覚的になんで

すけど、非常に何か、市民の皆さん、活用され

てるのかなと。利用数が多いのかなというふう

に私は思ってるんですよ。 

 というのが、非常にですね、やっぱ窓口に行

かなくてもというのもあります。直接行かなく

てもというのもあります。カードしゃか持って

いけばというともありますし、あと、時間過ぎ

てもですね、そこでできるっていうのが非常に

利便性が高いというのが、やっぱり受け入れら

れてるんだと思いますんで、よければですね、

他市とかではまだいろんなところに波及されて

るというのがありますよね、やっぱ、コンビニ

だったり何なりと。そういったとこを含めてで

すね、今後、もう少し検討してもらいたいな

と。多分、以前からそういった話もですね、出

てたかと思いますけれども。 

 どういった状況ですかね、そういったところ

は。 

○委員長（亀田英雄君） 山中課長。 

○市民課長（山中美紀代君） はい。今、コン

ビニとかという話が出ましたけれども、コンビ

ニを使用するには、住民基本台帳カードという

カードが必要になってくるものですから、今、

本庁の自動交付機は、市民証明書交付カード

で、ガメのついた、通称ガメさんカードと言っ

てるんですが、それを使ってますので、コンビ

ニとはまた全然使い方が別になってきますもの

ですから。 
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 で、その住基カードと証明書交付カードを一

体化させて、もっとちょっと普及させたらとい

うようなお話も出てきてるんですが、マイナン

バー制度というのがつい先日可決されまして、

そのマイナンバーがまた普及してくると、今の

住基カードというのがどのように変わっていく

かというのが、まだ今のところちょっと不透明

でございますので、そこいらで、そちらのほう

にはまだ踏み切れていないところです。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。何か、新たなで

すね、国の施策というのが始まれば、やっぱそ

っちのことにアンテナを張りながらですね、よ

りサービス向上につながるような取り組み、―

―すぐですね、できるような形で取り組んどっ

ていただければなと思います。 

○委員長（亀田英雄君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 最後です。 

○委員長（亀田英雄君） はい、どうぞ。 

○委員（野﨑伸也君） はい、済みません。 

 防犯灯の設置事業というのがあります。６５

８万２０００円ということですけれども。 

○委員長（亀田英雄君） 何ページですか。 

○委員（野﨑伸也君） ええと、済みません

ね。別のほうばっかり見よるもんだけん。（笑

声） 

○委員長（亀田英雄君） わかりますか、担当

は。（｢はい」と呼ぶ者あり）うんね、うん

ね、まだ質問のなかとばってん。（｢５５ペー

ジです」と呼ぶ者あり）５５ページらしい。 

○委員（野﨑伸也君） はい、済みません。は

い。 

 で、ですね、これがですよ、設置補助金ばで

すね、出しよんなっとですけれども、各校区に

対して上がってきた分で出しよんなっと思うと

ですけれども、実際、そっちの補助金のほうは

ですね、４００万ぐらいになっととですですけ

ど、実際、それで足りてるのかどうかなという

のがあるんですよ。 

 で、実際、市内を見る中で、ほとんど何かふ

えていきよらぬごた気がすっとですたいね。だ

けん、そういうとがあるもんですけんが、もう

少し何か、その予算ば足らぬとじゃなかろうか

っていうふうなんがありまして、どやんです

か。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 東坂課長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。（｢ふ

えよう、ふえよう」と呼ぶ者あり）防災安全課

の東坂です。 

 今、野﨑議員からの御質問ありましたとお

り、平成２５年度におきましては４００万とい

う補助金額を計上しております。平成２４年度

におきましては３００万でございました。３０

０万で実際何基設置できたかといいますと、７

０基程度でございます。（｢７０基」と呼ぶ者

あり）はい。 

 これは、蛍光灯防犯灯、明かりだけをつける

やつと、それと、下から鋼管柱を立てるやつも

ございますので、それの合計で約７０基程度な

んですが、地域からの要望というのは、その倍

近い１３０基ぐらい上がってきております。で

すから、地域要望の半分程度というのが設置数

でございます、はい。そういう意味では、おっ

しゃったように、ふえてないと思われるのもい

たしかたないのかなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。 

 ７０基もふえとっちゅうことで、済みませ

ん、私の感覚ではですね、何でしょう、地域に

よってですね、非常にあれが違うんですよ。う

ちの、こっちの都会の地域んほうは、ちょっと

何か結構つけっくれって言わす地域、校区もあ

れば、違うとこに行けばですね、うちはちょっ
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とそこまでつけぬでよかっていうような思いも

ですね、あられるとこもありますんで。やっ

ぱ、全市的にですね、ふえていくっていうのが

やっぱ必要かなっていうふうに思うんで、そう

いったとこ、今回、ことしはですね、１００万

プラスでやっていただいたということで、非常

にいいことだというふうに思いますんで。 

 そういったことも含めてですね、全市的にふ

やしていくような取り組みっていうのをです

ね、やっぱりちょっとやっていただきたいなと

いうふうに思う。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

 以上で質疑を終了します。（｢はい」と呼ぶ

者あり） 

 しばらく休憩いたします。 

（午後２時５５分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０５分 開議） 

○委員長（亀田英雄君） それでは、休憩前に

引き続き、会議を開きます。 

 次に、歳出の第８款・消防費及び第９款・教

育費について、市民協働部から一括して説明願

います。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） はい、委員

長。 

○委員長（亀田英雄君） はい、脇坂市民協働

部次長。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） はい。それ

では引き続き、第８款・消防費につきまして説

明させていただきます。座りまして説明させて

いただきます。 

○委員長（亀田英雄君） どうぞ。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） それでは、

予算書９７ページをお願いいたします。 

 目１・常備消防費では、１６億８５７９万３

０００円を計上いたしております。 

 前年度と比較しまして、１４５５万１０００

円の増となっております。これは、これまで総

務管理費で支出しておりました八代広域行政事

務組合の事務局廃止に伴う負担金のうち、議会

・総務関係負担金を消防費として負担するため

に増加したことが要因でございます。 

 特定財源、国県支出金４０万９０００円は、

火薬類の消費等に係ります権限委譲事務市町村

交付金が主なものでございます。その他、１０

万１０００円は火薬類取締事務申請手数料でご

ざいます。 

 節１９・負担金補助及び交付金は、ただいま

申し上げました八代広域行政事務組合消防費負

担金でございます。その内訳でございますが、

説明にありますように、一般共通負担金１５億

７７６万８０００円は、消防署職員の人件費や

事業、消防設備等に要する費用でございまし

て、八代市と氷川町で負担するものでございま

す。 

 下段の特別防災負担金１億７８０２万５００

０円は八代市単独の負担金でありまして、主な

内容としましては、新開分署の人件費や事業に

要する経費、それと本年度新たに日奈久分署の

用地取得分として５３０万円が含まれておりま

す。 

 続きまして、目２・非常備消防費では２億３

５３９万６０００円を計上いたしております。 

 前年比で３３３万５０００円の減額となって

おりますのは、消防用小型ポンプ積載車等の購

入費用の減が主な要因でございます。 

 特定財源の国県支出金１８６０万円は、石油

貯蔵施設立地対策等交付金１３２０万円と熊本

県電源立地地域対策交付金５４０万円でござい

ます。その他の５４６９万９０００円は消防団

員等公務災害補償費１００万円と消防団員退職

報奨金５３６９万９０００円でございます。 

 節１・報酬５３８２万３０００円は八代市消

防団員２５００名分の報酬でございまして、各

階級ごとに定められた額により支出をいたして
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おります。節４・共済費６２９３万円は消防団

員の公務災害補償掛金４９５万円、退職報奨金

掛金５００１万６０００円、福祉共済掛金７５

０万円が主なものでございます。節８・報償費

５３７２万円は、右の説明にあります消防団員

退職報奨金が主なものでございます。２５年度

は勤務年数の長い幹部の退職が多く見込まれて

おりまして、通年の退職予定者１５０人、１人

当たり平均３２万７０００円に加えまして、幹

部６名分、４６４万９０００円を増額して計上

をいたしております。節９・旅費１８２０万５

０００円は、火災や災害時の緊急出動に対する

出動手当が主なもので、出動１回につき、１８

００円を費用弁償として支給するものでござい

ます。延べ７６２５人分を計上をいたしており

ます。節１１・需用費９１８万４０００円は、

消防団活動に必要とします車両、ポンプ等の燃

料費及び車検、修繕料などが主なものでござい

ます。節１８・備品購入費２７３１万６０００

円は、消防車両やポンプなどの資機材等の購

入、また、消防団員の作業服、はっぴなどに要

する費用でございます。本年度は消防小型ポン

プ積載車４台と消防用小型動力ポンプ２台の購

入を予定いたしております。節１９・負担金補

助及び交付金７８０万５０００円は、消防団施

設整備補助金としまして、１３４万４０００円

を予定しており、消防車格納庫等の修理に要し

ます費用の一部を補助するものでございます。

そのほか、消防団本部及び分団に対する運営費

補助などでございます。 

 続きまして、目３・消防施設費では、３２４

９万８０００円を計上いたしております。 

 前年度と比較しまして、１５８万９０００円

の増となっております。屋外消火栓ホース等格

納箱の購入費用並びに消火栓設置に係る水道管

理者への負担金の増が主な要因でございます。 

 まず節１１・需用費４２５万４０００円は、

消火栓や防火水槽等の消防水利施設の修繕料が

主なものでございます。節１５・工事請負費１

３０７万円は、説明欄にございます防火水槽新

設工事２カ所分の１０９０万円と消防格納庫新

設工事２１７万円でございます。節１８・備品

購入費２６４万６０００円は、同じく説明欄の

屋外消火栓ホース等格納箱の設置に係る費用で

ございます。節１９・負担金補助及び交付金１

２５２万８０００円は、説明欄の消火栓新設・

改修負担金で、事業管理者であります水道局や

生活環境事務組合等へ支出するもので、２５年

度は３６カ所を予定をいたしております。 

 続きまして、目４・防災管理費では、７２４

８万６０００円を計上いたしております。 

 前年度と比較しまして、２２００万７０００

円の増額となっております。一昨年の東日本大

震災を教訓としまして、現在、地震・津波対策

を含めた地域防災計画の大幅な見直し作業を進

めておりますが、改定後の防災計画に係ります

印刷製本費、また、防災時の重要な情報伝達手

段であります同報系防災無線通信システム屋外

拡声器７基の増設に係る費用が主な要因でござ

います。 

 特定財源の国県支出金１００万円は、熊本県

電源立地地域対策交付金でございます。地方債

の２６６０万円は、消防債、防災行政無線整備

事業でございます。 

 まず、節１・報酬２６万７０００円は、八代

市防災会議の委員報酬と国民保護協議会の委員

報酬でございます。節１１・需用費１２６７万

９０００円は、防災行政無線機器のバッテリー

交換等を含みます修繕費４００万円、それと先

ほど申しました２５年度に改定いたします防災

計画の印刷製本費としまして５１２万４０００

円、防災施設備蓄用品２４２万円が主なもので

ございます。なお、防災計画につきましてはダ

イジェスト版を作成しまして、全戸に配布しま

して、計画の周知に努めてまいります。 

 次ページ、９８ページをお願いいたします。 
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 節１２・役務費３１６万７０００円は、防災

無線の電波が直接届きません東町や二見地区へ

の通信に必要な防災用電話料が主なものでござ

います。節１３・委託料１７０２万７０００円

は、現在、防災無線が聞こえない、聞こえにく

いという苦情が寄せられておりまして、本庁同

報系防災通信システム不感地区の混信調査委託

２６６万円と同通信システムスピーカーエリア

の調査委託１４２万８０００円を予定をいたし

ております。そのほかには防災無線保守点検委

託費６８８万６０００円、総合防災訓練会場設

営等委託費２８４万４０００円などが主なもの

でございます。節１５・工事請負費２８１０万

円は、本庁同報系防災通信システムＭＣＡ屋外

拡声器の増設を行うものでございます。放送が

聞こえにくいエリアの解消に向けまして、２４

年度２基の屋外拡声器を設置いたしましたが、

２５年度は海岸部の集落を中心に７基を設置し

てまいりたいと考えております。節１８・備品

購入費５１０万８０００円は、備蓄倉庫１基と

災害時の避難所で使用します発電機や毛布等の

備蓄資機材購入費３２６万３０００円が主なも

のでございます。最後になりますが、節１９・

負担金補助及び交付金５５８万６０００円は、

右の説明欄にもありますように、熊本県防災消

防ヘリコプター運航連絡協議会負担金２６０万

９０００円と防災無線等の電波利用負担金２５

５万２０００円が主なものでございます。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目３・文

化施設費では１億５２３１万２０００円を計上

いたしております。 

 前年度予算額と比べまして４６９８万７００

０円の減額になっております。減額の主な理由

としましては、職員１名の減によります人件費

に係る費用と、鏡文化センター舞台照明設備改

修工事の終了に伴うものが主な要因でございま

す。 

 特定財源のその他２３５１万９０００円は厚

生会館、千丁・鏡両文化センターの施設使用料

及び自主文化事業の入場料が主なものでござい

ます。 

 節１・報酬５万９０００円は、説明にありま

す厚生会館・文化センター運営審議会の委員報

酬でございます。次の節２から節４までは、職

員７名分の人件費でございます。節７・賃金１

０４万５０００円は、鏡文化センター清掃職員

の賃金のほか、自主文化事業開催時の会場誘導

ですとか、駐車場整理など、アルバイトに係る

費用でございます。節１１・需用費２８０１万

４０００円は、厚生会館及び鏡文化センター、

千丁文化センターの運営に伴う光熱水費２０６

５万２０００円及び修繕費３１３万６０００円

が主なものでございます。節１３・委託料６１

９９万円は、コンサートや演劇などの自主文化

事業公演委託として１５６４万１０００円、清

掃業務委託１１５５万６０００円、機械設備等

の保守点検委託１４６１万９０００円、舞台・

照明の技術委託１３１５万４０００円等が主な

ものでございます。節１５の工事請負費４６７

万円は、厚生会館の空調機のオーバーホールに

係る改修費３９５万９０００円が主なものでご

ざいます。 

 以上で、消防費の説明とさせていただきま

す。 

 教育も引き続きよろしいでしょうか。 

○委員長（亀田英雄君） いいです。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） はい。それ

では引き続き、第９款・教育費のうち、市民協

働部関係の文化まちづくり課及びいきいきスポ

ーツ課に関します予算につきまして説明をさせ

ていただきます。 

 次に、文化財保護費を御説明いたします。 

 恐れ入ります、予算書１１０ページをお願い

いたします。 

 予算書１０８ページをお願いいたします。  目６・文化財保護費１億１７７７万９０００
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円を計上いたしております。 

 前年度予算額と比較しますと、１８５３万７

０００円の減額となっておりますが、これは大

鞘樋門の緊急応急処置等に係ります業務委託の

終了と麦島城跡出土建築部材保存処理業務の委

託終了などによるものでございます。 

 特定財源の国県支出金１４１２万５０００円

は、埋蔵文化財緊急調査費国庫補助金３８２万

８０００円と球磨川河川改修事業に伴う調査委

託としまして、国庫委託金１０２９万７０００

円でございます。また、その他３２９万１００

０円は、やつしろ文化振興寄附金３１８万４０

００円と書籍販売収入等１０万７０００円でご

ざいます。 

 節１・報酬１５万４０００円は、文化財保護

委員の委員報酬でございます。節２から節４ま

では、職員１０名分の人件費でございます。節

９・旅費１６２万８０００円は、各種事業実施

に伴います専門員、指導員等の派遣要請旅費等

でございます。節１３・委託料２３４５万７０

００円は、球磨川河川改修に伴う球磨川はね発

掘調査業務委託１０１７万７０００円、干拓遺

跡保存整備事業に伴います業務委託費６４９万

３０００円のほか、八代市文化祭等文化行事委

託１８５万円、松浜軒外堀等調査業務委託２８

９万４０００円が主なものでございます。節１

９・負担金補助及び交付金９３０万９０００円

は、国指定となりました八代妙見祭の神幸行事

に参加します獅子舞や笠鉾等の保存会へ交付し

ます伝統文化財維持管理補助金２５３万円と、

妙見祭のＰＲ事業等を実施し、妙見祭の活性化

を図ります八代妙見祭活性化協議会への補助金

１７５万円、八代妙見祭の神幸行事安全管理費

として、八代妙見祭保存振興会へ交付します国

指定文化財公開活用事業補助金１９０万円、そ

の他指定文化財や民俗文化財の整備、維持管理

に係ります補助金１９６万円等が主なものでご

ざいます。最後に、節２５・積立金３１８万５

０００円でございますが、２４年度３月補正予

算でも御説明いたしました文化振興寄附金を活

用いたしまして、やつしろ文化振興基金へ積み

立てるものでございます。 

 次ページ、１１１ページをお願いいたしま

す。 

 項８・社会体育費、目１・社会体育総務費で

４９５６万７０００円を計上いたしておりま

す。 

 前年度予算額と比較しますと、９５４万７０

００円の減額となっておりますが、これは昨年

度まで実施しておりました全日本女子柔道合宿

に係ります事業費５８９万２０００円の減が主

なものでございます。 

 節１・報酬１７万７０００円は、スポーツ推

進審議会委員１４名分の報酬でございます。節

２から４までは、職員５名分の人件費でござい

ます。節９の旅費から節１４・使用料及び賃借

料までは、課の業務で使用します事務関係費並

びに印刷機の使用料、公用車車検等に係る費用

でございます。節１９・負担金補助及び交付金

８８１万円は、説明にあります八代市体育協会

補助金７３２万円、八代市スポーツ推進委員協

議会補助金１２２万６０００円と熊本県体育協

会負担金２６万４０００円でございます。 

 次に、目２・社会体育事業費では２９４３万

７０００円を計上いたしております。 

 前年度予算額と比較しますと、３０５万円の

減額となっておりますが、主な要因としまして

は、本年度、小アリーナに空調機を設置します

ことにより、全国小学生ＡＢＣバドミントン大

会空調機レンタル分の負担金３４０万円の減に

よるものでございます。 

 節１・報酬２７３万１０００円は、スポーツ

推進委員８３名分の報酬でございます。節９・

旅費２１９万３０００円は、スポーツ推進委員

の研修に伴います費用弁償、それと会議出席等

の市内旅費が主なものでございます。節１３・
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委託料９５１万円は、本年度、天草市ほかで開

催されます県民体育祭への選手派遣業務委託６

４５万６０００円や、２５競技で開催されます

市民体育祭運営業務委託１５０万２０００円の

ほか、競技人口拡大推進事業委託１００万円な

どが主なものでございます。節１８・備品購入

費１４４万９０００円は、市民体育祭の主催が

教育委員会から八代市へ変更になったことに伴

いまして、新たに市民体育祭優勝旗の作成が必

要になりまして、本年度、１５競技分を作成す

るもので、総額１２０万円を計上いたしており

ます。残りの１０競技分につきましては、次年

度作成をお願いしたいと考えております。節１

９・負担金補助及び交付金１１３７万４０００

円は、各種スポーツ大会出場補助金５００万

円、全国小学生ＡＢＣバドミントン大会運営負

担金５６０万円等が主なものでございます。 

 次の１１２ページをお願いいたします。 

 目３・社会体育施設費では、３億４９１７万

９０００円を計上いたしております。 

 前年度予算と比較しますと、１億８５９４万

８０００円の増額となっております。 

 特定財源の国県支出金４３００万円は、合併

補助金、その他３６７９万７０００円は、総合

体育館などの社会体育施設の使用料収入が主な

ものでございます。 

 増額の要因としましては、設置後２１年を経

過します大アリーナの空調機の入れかえ及び小

アリーナの空調機設置費用、電光掲示板購入費

用など、総合体育館施設整備に伴う工事費が主

なものでございます。 

 節２から節４までは、職員７名分の人権費で

ございます。次の、節７・賃金１２０９万円

は、市民球場及びテニスコート、武道館の臨時

職員９人分の賃金でございます。これまで武道

館と市民球場の一部につきましては、業務委託

で行っておりましたが、本年度より臨時職員に

より受付管理業務を行うことといたしておりま

す。節１１・需用費５６５８万１０００円は、

説明欄の体育施設管理費で、総合体育館等初め

とします各体育施設の光熱水費３６４８万４０

００円のほか、修繕料としまして、総合体育館

高圧受電設備改修３１８万６０００円、バドミ

ントンコートマット修理１１１万３０００円、

それと東陽スポーツセンター発電機バッテリー

取りかえ修繕１３０万円などが主なものでござ

います。節１３・委託料６５７６万７０００円

は、本年度新たに実施を予定しております武道

館適地調査委託５００万円、スポーツ・コミュ

ニティ広場テニスコート増設工事実施設計委託

４８２万７０００円のほか、総合体育館受付業

務委託９３３万６０００円、同じく総合体育館

清掃業務委託９６８万８０００円などの管理委

託業務が主なものでございます。節１４・使用

料及び賃借料１５９３万４０００円は、設置後

２１年を経過します総合体育館大アリーナの空

調機２台のうち１台が腐食による冷温水発生器

の真空漏れを起こして作動しなくなりまして、

工事期間の真夏時、７月下旬から８月にかけま

して空調機をリースするための費用１５６７万

円が主なものでございます。節１５・工事請負

費１億３８００万円は、ただいま申し上げまし

た総合体育館大アリーナの空調機入れかえ工事

９５００万円と、同じく小アリーナ空調設備設

置工事４３００万円でございます。節１８・備

品購入費９８８万７０００円は、総合体育館大

アリーナ電光掲示板購入費８４４万４０００円

が主なものでございます。現在の電光掲示板は

体育館建設当時のものでありまして、各競技の

ルール改正等に対応しておらず、全国大会等の

大規模大会を誘致する際にルール等に対応した

掲示板が必要となることから、購入をいたすも

のでございます。 

 以上、消防費並びに教育費、市民協働部関係

分の説明を終わらせていただきます。よろしく

お願いいたします。 
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○委員長（亀田英雄君） はい。御苦労さまで

した。 

 以上の部分について、一括して質疑を行いま

す。質疑をお願いいたします。 

○委員（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員長（亀田英雄君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） ９７ページよろしい

ですか。 

 消防費の非常備消防費３３３万減は、主に消

防ポンプ購入費関係の減というような説明があ

って、あるんですけれども、９７ページのほう

で、防火水槽新設工事、屋外消火栓ホースの格

納箱、消火栓新設改修負担金あたりで、１０９

０万、２６４万、１２５２万、この辺はあれで

すかね、予定でいくと、二見及び日奈久、鶴喰

も含めた、その辺が中心になってくるっていう

ことですかね、その内訳は。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 東坂課長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） 防災安全課の

東坂です。 

 まず、節３の消防施設費につきまして、防火

水槽につきましては２基でございまして、これ

は坂本町の佐瀬野地区と中津道になります。そ

れから、屋外消火栓ホース等格納箱購入につき

ましては、二見の中心部、先日協議をしてまい

りましたけれども（｢日奈久」と呼ぶ者あり）

あ、日奈久の中心部、失礼いたしました。日奈久

の中心部及び、これは全域的に不足しております

ので、新たに幾つかずつは設置したいと。 

 ただし、ワンセットで大体３０万ぐらいかかり

ます。ということで、この予算からすると、７な

いし、全体で８かなというふうに思いますので、

その辺のところで地域ごとに分けていきたいとい

うふうに思っております。 

 それから、消火栓の新設改修負担金につきま

しては、まず簡易水道でいきますと、泉町の樅

木地区、それから坂本町の部分につきましては

簡易水道の改修の場所が決まっておりますの

で、それに合わせまして消火栓をつけていきた

いというふうに考えております。 

 上水道区域におきましては、八代市の上水道

の区域と八代――氷川町を含めました水道区域

と、２区域ありますけれども、その中で改修さ

れる場合にですね、消火栓を設置したり、ある

いは改修を随時していきたいというふうに考え

ておりまして、現在の時点で、ここ、こことい

うのは正直なところ上がっておりません。随時

やっていきたいというふうに考えております。 

 よろしいでしょうか。 

○委員（成松由紀夫君） はい、委員長。 

○委員長（亀田英雄君） 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） 屋外消火栓の日奈久

というのはですね、広域のほうでいろいろと、

今、分署建設のほうで非常に反対陳情やら何や

ら、メーンは二見、鶴喰が一番最初だったんで

すが、その中で日奈久には何らかの対応を市と

協議してるというようなことだったんで、多分

そうかなと思ったんですね。 

 で、防火水槽の新設が２基とも坂本というこ

とで、多分、これは以前から要望が上がっとっ

た案件ですね。で、二見と鶴喰地区に対して、

まだ協議中という解釈でよろしかったですか

ね。 

○委員長（亀田英雄君） 東坂課長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。まず、

防火水槽につきましては、防火水槽を設置する

場合は、現在のところ、用地の提供をその地域

の皆様方にお願いをしとります。本来であれば

市有地があれば一番よろしいんですけれども、

そういう場所がなかなかないもんですから、地

域の方々に御協力を要請しているところなんで

すけれども。 

 現段階で二見はですね、特に、そういう部分

も含めまして、防火水槽設置要望というのが上

がってくるんですが、今、私が確認しておりま
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す限り、二見からはその分は上がってきており

ません。 

 ただし、日奈久の一番南側につきましては、

そういうお話もございましたんで、先日、地域

を回りましてですね、地元の方と回りまして、

どこか場所はないかというようなことでです

ね、調査をしているところでございます。 

 そういう形で、設置する場所、この選定とい

うのが大変難しゅうございまして、地域の皆様

方も本来は防火水槽が欲しいんだけどという思

いもあるのかもしれません。ただし、その辺も

含めまして、現在私どもとしましては、要望が

上がってきましたところから順に設置はしたい

というふうに考えております。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） はい、委員長。 

○委員長（亀田英雄君） 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） はい。日奈久の分に

ついてはもう考えてるということで、二見につ

いては地元要望も含めてまだ上がってきてない

から、上がってるところからやっていきますよ

と。それでよかと思いますけれども、要する

に、非常に広域の議会が今混乱しとるところち

ゅうのは、分署の移転について、どうしても民

意を優先――民意が上がってきた、その要望書

の中を見ると、やっぱ大をとって小を切るのか

と、市街地一・二を中心に考えてやってるんじ

ゃないかということと、球磨川以南にやはり２

分署が欲しいというような流れの中の思いは、

それは３校区共通なんですよね。 

 で、二見と鶴喰にすると、市街地じゃなかけ

ん、こういう切り捨てるようなやり方になるの

かというような中に、せめて防火水槽でもあれ

ばというような話が出てきてるけれども、実際

問題、地権者の問題とか、いろいろあられると

思うんで、そこは広域のほうとしっかり協議さ

れてですね、地元の方々に納得いくようなやり

方で進めていただきたいというふうに思いま

す。 

 それと、これは委員長、済みません、意見も

入りますけども、さっき木本部長にもお願いし

ましたようにですね、やっぱふるさと市町村圏

基金が今度まちづくり交流基金になるのは、さ

っきとダブるところもありますけども、そこは

何かどうもニュアンス的に、産業振興費だけの

ような受け取り方に、こないだの議案説明でな

っとるんですよ。なので、そこはやっぱ市民協

働部としっかりこの消防とか救急救命関係も含

めたところも、ちゃんと地域振興に交えてです

ね、地域振興のとり方というのはそういうのも

ありますから、そこら辺をしっかり連携して、

坂本部長がいろいろとやりやすいように、木本

部長、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） ほかに質疑ありませ

んか。 

 ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上で質疑を

終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

 なければ、これより採決いたします。 

 議案第５号・平成２５年度八代市一般会計予

算中、当委員会関係分について、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（亀田英雄君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第５８号・平成２５年度八代市一般会計

補正予算・第１号（関係分） 

○委員長（亀田英雄君） 次に、議案第５８号

・平成２５年度八代市一般会計補正予算第１号
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中、当委員会関係分を議題とし、説明を求めま

す。 

 それでは、総務部から歳入等について説明願

います。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 山田総務部次長。 

○総務部次長（山田 忍君） はい。それでは

また、座りまして説明いたします。 

 それでは、別冊となっております議案第５８

号です。平成２５年度八代市一般会計補正予算

第１号をお願いします。総務委員会付託分につ

いて御説明します。 

 まず１ページをお願いします。 

 第１条です。歳入歳出予算の補正でございま

すが、歳入歳出それぞれ１億９７１万１０００

円を追加し、補正の総額を歳入歳出それぞれ５

１８億２９４１万１０００円といたしておりま

す。 

 次に、第２条で地方債の補正をお願いしてお

りますが、内容につきましては３ページの表で

説明いたします。 

 それでは、３ページをお願いします。 

 第２表、地方債補正でございます。詳しい内

容は７ページの歳入、款２１で説明いたまし

す。なお、起債の方法、利率、償還の方法につ

きましては、補正前と同じでございます。 

 続きまして、歳入を説明いたします。 

 ７ページをお願いします。 

 まず、款の１０、項１、目１、節１・地方交

付税４００万円は、今回の補正予算の一般財源

でございます。 

 次に、款１４・国庫支出金、項２・国庫補助

金、目６・教育費国庫補助金、節２・中学校費

補助金で３０９１万１０００円を計上しており

ますが、第四中学校体育館改築事業費補助金で

ございます。 

 第四中学校体育館は平成２４年度、国の大型

補正予算に係る事業として補助申請いたしまし

たが、既存の体育館の面積より拡充する部分の

経費につきましては、緊急経済対策としての大

型補正予算の趣旨に合わないということで、国

の平成２５年度予算の補助対象になることが判

明し、２５年度予算として一部を計上したもの

でございます。国庫補助対象事業費の２分の１

の補助金となります。 

 次に、款２１、項１・市債、目６・教育債、

節１・中学校債で７４８０万円を計上しており

ます。 

 第四中学校体育館改築事業費１億９７１万１

０００円から国庫支出金３０９１万１０００円

を除いた額の９５％の市債でございます。 

 以上、平成２５年度八代市一般会計補正予算

第１号の歳入の御説明とします。 

 なお、当総務委員会関係の付託の歳出はござ

いません。 

 ですので、以上の説明といたします。御審議

よろしくお願いいたします。 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上の部分に

ついて、質疑を行います。質疑をお願いいたし

ます。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） なしでいいですか。

（｢はい」と呼ぶ者あり）はい。以上で質疑を

終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） ありませんか。

（｢はい」と呼ぶ者あり）はい。 

 なければ、これより採決いたします。 

 議案第５８号・平成２５年度八代市一般会計

補正予算第１号中、当委員会関係分について、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（亀田英雄君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが
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とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第１３号・平成２５年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計予算 

○委員長（亀田英雄君） 次に、議案第１３号

・平成２５年度八代市ケーブルテレビ事業特別

会計予算を議題とし、説明を求めます。 

○広報広聴課長（上田真二君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） 上田広報広聴課長。 

○広報広聴課長（上田真二君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）広報広聴課上

田でございます。座らせていただいて説明いた

します。 

○委員長（亀田英雄君） どうぞ。 

○広報広聴課長（上田真二君） それでは、議

案第１３号・平成２５年度八代市ケーブルテレ

ビ事業特別会計予算について説明をいたしま

す。 

 予算書のほうは１７７ページからになりま

す。１７９ページをお願いいたします。 

 平成２５年度八代市ケーブルテレビ事業特別

会計の予算は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

２億７３４９万２０００円と定めます。歳入歳

出予算の款項の部分及び当該区分ごとの金額

は、次のページになりますけれども、第１表、

歳入歳出予算に記載をいたしております。 

 それでは、まず予算の総括を説明いたしま

す。 

 １８３ページをお願いいたします。 

 上の表が歳入予算でございます。 

 第１款・分担金及び負担金は７万３０００円

で、前年度と同額でございます。 

 第２款・使用料及び手数料は９０８１万７０

００円で、前年比８７万１０００円の減でござ

います。 

 第３款・財産収入は４３万５０００円で、前

年度と同額。 

 第４款・繰入金は１億８２１６万４０００円

で、前年比２２７１万９０００円の減でござい

ます。 

 第５款・繰越金は１０００円。 

 第６款・諸収入は２０００円でございます。 

 次に、下の表、歳出予算でございます。 

 第１款・ケーブルテレビ事業費は９９０３万

２０００円で、前年比４６万３０００円の増、

財源の内訳は、繰入金７７０万４０００円と事

業収入９１３２万８０００円でございます。 

 第２款・公債費は１億７４４６万円で、前年

比２４０５万３０００円の減、財源は全て繰入

金でございます。 

 以上が総括でございます。 

 次に、歳入歳出予算の詳細につきまして説明

いたします。 

 １８４ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 第１款・分担金及び負担金では、分担金とし

まして７万３０００円を計上いたしておりま

す。これは泉地区において、新規でケーブルを

自宅に引かれた方が、受益者分担金を平成２３

年度から４年間で分割して支払われることにな

っておりまして、その２５年度分でございま

す。 

 次に、第２款・使用料及び手数料では、使用

料といたしまして８９７９万９０００円を計上

いたしております。 

 前年度に比べまして８２万９０００円の減と

なります。これは加入世帯数の減少によるもの

です。 

 節１・ケーブルテレビ使用料としまして５７

６７万６０００円、節２・インターネット使用

料といたしまして３２１２万３０００円を予定

いたしております。 

 次の表になりますが、手数料といたしまして

１０１万８０００円を計上いたしております。

節１・放送手数料９６万８０００円は、現在２

つのテレビショッピング番組を放送しておりま
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すが、その２つの番組供給会社から払い込まれ

るショップチャンネル放送手数料でございま

す。加入世帯数で手数料が増減いたしますけれ

ども、加入世帯数の減少により４万２０００円

の減となる見込みでございます。節２の督促手

数料としまして５万円を計上いたしておりま

す。 

 次に、第３款・財産収入は、財産貸付収入と

いたしまして４３万５０００円を計上いたして

おります。 

 これは東陽と泉地区において立てられた移動

通信、いわゆる携帯電話用の鉄塔までに必要と

なる伝送路の一部をケーブルテレビから空きの

ある伝送路を貸し出している分の貸付料でござ

います。 

 次に、第４款・繰入金は、一般会計からの繰

入金といたしまして１億８２１６万４０００円

を計上いたしております。歳入の不足分を一般

会計から繰り入れます。 

 次に、第５款・繰越金は、前年度から繰り越

しとして１０００円を計上いたしております。 

 １８６ページをお願いいたします。 

 第６款・諸収入は、延滞金及び過料といたし

まして、それぞれ１０００円を計上いたしてお

ります。 

 以上が歳入でございます。 

 次に、歳出について説明をいたします。 

 １８７ページになります。 

 第１款・ケーブルテレビ事業費でございます

が、目１・一般管理費といたしまして５６３９

万６０００円を計上いたしております。前年度

に比べて２７１万９０００円の減でございま

す。右側になりますが、節１・報酬費１６万１

０００円は、説明欄にありますケーブルテレビ

番組審議会委員報酬５万４０００円とケーブル

テレビ管理運営審議会委員報酬１０万７０００

円でございます。節２・給料から節４・共済費

までは、坂本、東陽、泉支所のケーブルテレビ

担当職員３名分の人件費でございます。節９・

旅費１４万１０００円は、ケーブルテレビの番

組審議会委員及び管理運営審議会委員の交通費

の費用弁償でございます。節１１・需用費８０

万１０００円は、コピー機のパフォーマンスチ

ャージ料や取材車両のガソリン代、通知書送付

用窓つき封筒の印刷製本費などでございます。

節１２・役務費３０３万７０００円は、説明欄

にありますインターネットプロバイダー料１７

６万２０００円のほか、郵便料６３万４０００

円、口座振替手数料４０万などでございます。

節１３・委託料１３９３万円は、説明欄にあり

ます自主番組制作の委託料でございます。節１

４・使用料及び賃借料１６５４万３０００円

は、説明欄にありますケーブルテレビ通信機器

等リース料２９８万８０００円やＣＳ放送番組

受信料１２７０万６０００円、著作物使用料２

５万円などでございます。節２３・償還金利子

及び割引料４万円は、誤って納め過ぎとなった

使用料をお返しする過誤納付還付金でございま

す。節２７・公課費１１１万３０００円は、使

用料で賦課しました消費税を納めるものでござ

います。 

 続きまして、目２・施設維持管理費では４２

６３万６０００円を計上いたしております。前

年比３１８万２０００円の増でございます。右

側になりますが、節１１・需用費１３６０万７

０００円は、説明欄にあります施設維持修繕費

６００万円のほか、電気料６２８万７０００円

でございます。節１３・委託料１８５９万８０

００円は、説明欄にありますセンター機器、伝

送路設備保守委託１３５５万８０００円と、次

の通信関係システム機器等保守点検委託５０４

万円でございます。節１４・使用料及び賃借料

８５７万２０００円は、説明欄にあります電柱

供架料７７８万９０００円と自営柱土地等賃借

料４０万５０００円でございます。電柱供架料

は、ケーブルを敷設しましたときに九州電力や
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ＮＴＴの電柱を借りている分の供架料でござい

ます。 

○委員長（亀田英雄君） 次に、事件議案の審

査に入ります。 

 次のページ、１８８ページをお願いいたしま

す。 

 まず、議案第１９号・（熊本県市町村総合事

務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び

規約の一部変更に係る）専決処分の報告及びそ

の承認についてを議題とし、説明を求めます。 

 第２款・公債費でございます。公債費は、当

初ケーブルテレビ施設設備を整備いたしました

ときに借り入れを行いました起債の償還を行う

ものでございます。元金の償還といたしまし

て、平成２５年度は１億６６５９万７０００円

計上いたしております。また、利子は７８６万

３０００円でございます。 

○財政課長（岩本博文君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） 岩本財政課長。 

○財政課長（岩本博文君） はい。財政課の岩

本です。どうぞよろしくお願いいたします。説

明は座ってさせていただきます。 

 説明は以上でございます。御審議よろしくお

願いいたします。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

○財政課長（岩本博文君） それでは、議案書

の、今回の議案書の１ページをお開きいただけ

たらと思います。 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。質疑をお願いいたしま

す。  議案第１９号でございます。専決処分の報告

及びその承認についてということでございまし

て、専決処分の内容は、次の２ページをごらん

ください。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） ありませんか。

（｢ありません」「なし」と呼ぶ者あり）は

い。  熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公

共団体の数の減少及び規約の一部変更について

でございます。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり）  内容は、熊本県市町村総合事務組合の構成団

体のうち、益城町及び御船町中小学校組合と川

辺川総合土地改良事業組合が、平成２５年３月

３１日をもって解散し、同日限りで組合から脱

退するため、規約の一部を変更するものです。

関係地方公共団体の同文議決期間中である２月

６日付で専決処分したものでございます。 

○委員長（亀田英雄君） ありませんね。

（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 なければ、これより採決いたします。 

 議案第１３号・平成２５年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計予算について、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手）  議案書とは別に、議案第１９号関係資料とし

て、新旧対照表を別途配付させていただいてお

りますので、参考までにごらんいただければと

思いますけれども、変更部分に下線を引いてお

りまして、今回は益城町及び御船町中小学校組

合、それと川辺川総合土地改良事業組合が脱退

したことにより、削除されております。そうい

う資料でございます。 

○委員長（亀田英雄君） はい。挙手全員と認

め、本案は原案のとおり可決されました。（広

報広聴課長上田真二君「ありがとうございまし

た」と呼ぶ） 

 お疲れさまでした。 

                              

◎議案第１９号・専決処分の報告及びその承認

について  なお、この規約は平成２５年４月１日から施
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行するといたしております。 

 以上をもちまして、説明を終わります。御審

議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（亀田英雄君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑をお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） ありませんか。

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） ありませんね。

（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 なければ、これより採決します。 

 議案第１９号・（熊本県市町村総合事務組合

を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の

一部変更に係る）専決処分の報告及びその承認

については、承認するに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（亀田英雄君） はい。挙手全員と認

め、本案は承認されました。（財政課長岩本博

文君「ありがとうございました」と呼ぶ） 

 お疲れさまでした。 

                              

◎議案第３８号・議会の議員その他非常勤の職

員の公務災害補償等に関する条例の一部改正に

ついて 

○委員長（亀田英雄君） 次に、条例議案の審

査に入ります。 

 まず、議案第３８号・議会の議員その他非常

勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部

改正についてを議題とし、説明を求めます。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 中人財育成課長。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）人財育

成課の中でございます。よろしくお願いしま

す。着席の上、説明申し上げてよろしいでしょ

うか。 

○委員長（亀田英雄君） はい、よろしくお願

いします。 

○人財育成課長（中 勇二君） それでは、議

案書の１１９ページをお願いします。 

 議案第３８号・議会の議員その他非常勤の職

員の公務災害補償等に関する条例の一部改正に

ついて説明いたします。 

 改正理由でございますが、障害者自立支援法

の一部改正に伴いまして、法律の規定を条例の

中に引用しております部分の改正を行うもので

ございます。 

 次のページをお願いします。 

 今回、法律の名称が障害者自立支援法から障

害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援す

るための法律に改正されております。また、障

害者支援施設の定義をしております第５条第１

２項が１つ繰り上がって、第５条第１１項とな

っておりますので、その部分を改正するもので

ございます。 

 施行日は、法律の施行日と合わせまして、名

称の変更部分は平成２５年４月１日から、項の

ずれの部分は平成２６年４月１日からといたし

ております。 

 説明は以上でございます。御審議方よろしく

お願いします。 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。質疑をお願いいたしま

す。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） ありませんか。

（｢ありません」と呼ぶ者あり）はい。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） ありませんか。

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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 なければ、これより採決します。 

 議案第３８号・議会の議員その他非常勤の職

員の公務災害補償等に関する条例の一部改正に

ついては、原案のとおり決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（亀田英雄君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第３９号・八代市議会等に出頭した選挙

人等に対する実費弁償条例の一部改正について 

○委員長（亀田英雄君） 次に、議案第３９号

・八代市議会等に出頭した選挙人等に対する実

費弁償条例の一部改正についてを議題とし、説

明を求めます。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 中人財育成課長。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。それで

は、引き続き、議案第３９号・八代市議会等に

出頭した選挙人等に対する実費弁償条例の一部

改正について説明いたします。 

 議案書は１２１ページになります。 

 改正理由でございますが、平成２４年９月の

地方自治法の一部改正により、市議会の本会議

における公聴会及び参考人の制度が導入される

とともに、あわせて実費弁償の対象となったこ

とを受けまして、本市においても支給のために

必要な条例の改正を行うものでございます。 

 次のページをお願いします。 

 地方自治法の改正にあわせまして、引用して

おります条項の改正を行っております。自治法

の第１００条は議会の調査権に関する規定、第

１１５条の２は、本会議における公聴会及び参

考人制度に関する規定となっております。 

 施行日は公布の日からとしております。 

 説明は以上でございます。御審議方よろしく

お願いします。 

○委員長（亀田英雄君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑をお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） なければ、これより

採決します。 

 議案第３９号・八代市議会等に出頭した選挙

人等に対する実費弁償条例の一部改正について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（亀田英雄君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（人財育成

課長中勇二君「ありがとうございます」と呼

ぶ） 

                              

◎議案第４０号・八代市職員退職手当支給条例

等の一部改正について 

○委員長（亀田英雄君） 次に、議案第４０号

・八代市職員退職手当支給条例等の一部改正に

ついてを議題とし、説明を求めます。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい、委員

長。 

○委員長（亀田英雄君） 中人財育成課長。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。それで

は、続きまして、議案第４０号・八代市職員退

職手当支給条例等の一部改正について説明いた

します。 

 議案書は１２３ページからでございますが、

別途に概要の資料、１枚物ですけども、配付い

たしておりますので、そちらで説明をさせてい

ただきます。 

 右肩に議案第４０号関連資料と……この１枚

物の。（｢よかですよ」「よかよか」と呼ぶ者あ

り）はい。改正の趣旨でございますが、国家公

務員に対する退職手当の支給水準引き下げのた
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め、国家公務員退職手当法が改正され、平成２

５年１月１日から施行されたことを受けまし

て、本市におきましても、国及び他自治体との

均衡を図るため、支給率の引き下げを行うもの

でございます。 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。質疑をお願いいたしま

す。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

 改正内容でございますが、現在、民間との支

給水準の均衡を図るために設けられております

調整率を、現在の１００分の１０４から１００

分の８７まで段階的に引き下げるものでござい

ます。最終的に制度が完成すれば、平均で４０

０万円弱の引き下げとなります。 

○委員（野﨑伸也君） はい。別紙のほうでで

すね、説明していただいたんですけれども、そ

こで改正内容２番ということであります、段階

的引き下げ時期と調整率ということで書いてあ

っとですけれども、これが段階的に引き下げら

れていきますよね。２５年、２６年、２７年と

いうことで制度完成しますという話でしたけれ

ども、各年度ごとのですね、影響額というのを

ちょっと教えてもらいたいんですけれども。 

 また、引き下げ幅は国に準じて実施したいと

考えておりますが、引き下げの時期については

１年度ごととし、平成２５年度から３カ年で実

施したいと考えております。そのため、国は、

一番下の表になりますが、平成２６年７月１日

に制度完成でございますが、本市では９カ月お

くれの平成２７年４月１日で制度完成となりま

す。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 中課長。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。全体で

約４００万程度と言っておりますが、まず最初

の１段階目で１４０万程度、それから２段階目

でさらに１４０万程度、最後の段階で１２０万

程度ということで、トータル４００万程度にな

ります。 

 これは職員管理を４月採用、３月退職という

形で行っておりますので、年度途中での引き下

げ改定は職員の間に混乱を引き起こしかねない

との判断から、年度ごとの引き下げを提案する

ものでございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

 それでは、議案書のほうに戻りまして、議案

書の１２４ページをお願いいたします。 

○委員（野﨑伸也君） はい。今教えていただ

いたのは、各個人の関係ですよね。（人財育成

課長中勇二君「はい」と呼ぶ）市全体に係る影

響額というのは試算されてるんですか。毎年度

の……退職者掛ける……というのは。 

 今回は２本の条例が関係しておりまして、第

１条で退職手当支給条例の本則の一部と調整率

を規定しております附則を改正し、第２条で平

成１８年に制度改正を行いましたときの改正条

例の附則を改正いたします。附則に経過措置が

規定してあり、まだ適用されている部分がある

ための措置でございます。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 中課長。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。毎年度

ごと、ずっと追っかけてはおりませんが、平成

２５年度ですね、平成２５年度末の退職予定

者、定年退職予定者が２５名いらっしゃいます

けども、こちらですね、制度が変わりますと３

０００万以上の差があるということで試算をい

たしております。それ以降まではちょっと試算

 施行日は、平成２５年４月１日としまして、

附則のほうで段階的引き下げのための経過措置

を規定いたしております。 

 説明は以上でございます。御審議方よろしく

お願いします。 
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はいたしておりません。 ○人財育成課長（中 勇二君） はい。今回の

退職手当水準の引き下げといいますのは、国の

人事院のほうで、民間と国との退職給付の水準

について調査をなされております。で、その退

職給付といいますのが退職手当のような一時金

だけではなく、退職後に年金として支払われる

職域加算分等も含めたところで、民間との水準

を比べたということでございます。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。今回、国のほう

のですね、国家公務員の関係が変わったという

ことで、八代市のほうもと地方のほうもという

ような話で、ならっていきますという話で今回

条例のほうをですね、変更ということで提案さ

れとっとですけれども、そもそも八代市のほう

が、どういったですね、考えのもとにですね、

給料ちゅうかこの支給に関するちゅうか、手当

等に関してもなんですけれども、どういった考

えをですね、持っておられるのかなというふう

に思うところがあっとですよ。 

 その結果、国においては大体４０２万程度の

差があるということで、それを埋めるために、

年金の給付は水準を下げずに、こちらの退職手

当のほうで差を埋めるということでの改定を国

が決定しております。 

 というのが、やっぱり、入る段階でどうなる

かわからぬとですけども、ある程度はライフプ

ランというのがですね、あると思うんですよ、

やっぱり職員さんたちにもですね。そういった

ものがこういった国の外部的な要因によって変

化されるというのも、やっぱちょっと難しい部

分というかですね、考える部分があっとじゃな

かろうかなというふうに思うわけであって、私

も民間におるわけなんで、いろんな外的要因で

ですね、自分のライフプラン変更する部分もあ

るかと思いますけども、そういった部分につい

てですね、やっぱ、もう少しやっぱ公務員とし

ては、ちゃんとしたですね、市の考え持ってか

らですね、やっぱ周りがするけんうちもするっ

ていうような考えじゃなくてですね、そういっ

た部分あってよかっじゃなかろうかなと。 

 で、我々の公務員の――地方公務員の給料と

いうのは、当然それぞれの自治体で条例を改正

して決定していってよろしいんですけども、実

際にどういう基準に基づいてそれをしなければ

いけないかということは、地方公務員法のほう

で情勢適用の基準等もございまして、民間ある

いは他の自治体、それから国あたりの状況を踏

まえて考えなさいということになります。国の

ほうが――国の人事院がですね、比較をして調

査をして出した数字というのが、一番それを適

正に反映しているんだと思われますので、通常

の給料、それから期末手当等の支給、それから

退職手当等についても、基本的にはそこをもと

に改正を行い、均衡を図っているというところ

でございます。 

 市独自の判断もあってよろしいんではないか

ということですけども、よそとは違うという判

断をするためには、かなりのやっぱり調査をす

る必要がございます。県の人事委員会あたりは

ですね、独自の調査をやって、熊本県の水準と

いう数字を出しますけども、市町村レベルが人

事委員会等を持っておりませんので、人事院、

それから県の人事委員会あたりの数字をもとに

ですね、決定させていただいております。 

 １つはやっぱ優秀な人材ばですね、受け入れ

ていくためには、やっぱそれなりの給料も払わ

ぬばいかぬどというような私は思いがあります

んで、そういったところ含めて、考え方的なと

ころ、右へ倣えじゃなくてですね、八代市の考

え方というのはどういったものを持っておられ

るのか、お聞きしたいと思います。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、中課長。 ○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 
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○委員（野﨑伸也君） はい。さっきも言った

ように、何でしょう、右へ倣えというような感

じじゃなくてですね、やっぱ八代市は八代市の

感覚ば持っとってよかと思うとですよ。さっき

言われた熊本県というのは、やっぱそやんと持

っとって、そういった国からのあれに対して、

きちんと物を申し出るというところもあると思

いますんで、自分たちもやってきたっていうよ

うな、これまでですね、があるんで。 

 本市ほうでも勧奨退職ということで、定年前

でですね、退職をする制度自体はありますの

で、平成２４年度でも５名ぐらいはその制度を

利用なさる方はいらっしゃったんですが、支給

率が下がるから慌てて辞めたということでの話

は伺っておりませんし、まだこの先、そういう

ことであれば早目に退職を考えたいというふう

な、直接はですね、私どもは話は聞いておりま

せん。 

 あと、今言われたように、合わせていく、民

間とか自分たちの周りところを見ながら合わせ

ていくという話をですね、するのであればです

よ、実際八代市がどういった状況にあるのかっ

ていうことからいけばですね、本当はまだ高い

んだろうなとは思うんですよね、やっぱり。そ

ういったことは加味せぬといかぬとかもしれぬ

とですけど、先ほども言いましたように、やっ

ぱ優秀な人材を多くここで市民のですね、皆さ

んのためにも入れていただきたいというのもあ

りますんで、ここら辺のところについてはです

ね、少しやっぱ、もう少し、言われたように、

人事院の委員会というのはないかもしれないん

ですけど、何か独自のものはあっていいんじゃ

ないかなというふうに思います。 

 ただ、組合交渉あたりでですね、話をする中

では、やっぱり職員の中からはもう少し先延ば

しはできないのかとか、そういう御意見はあっ

たというふうには伺っております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 了解しました。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。本当にこれは

私はね、びっくりしてるところなんですね。 

 国が２０１０年度、まあ民主党政権時代です

けど、調査をしたら、民間と約４００万円格差

があったということで、この制度をね、急いで

決めたということになってるわけですけれど

も、じゃあ民間はどうなのかというと、実際に

大企業の部分というのはね、正規職員を解雇し

て、そして派遣労働者にかえて、で、正規職員

も含めて賃金も低く抑えて。で、その分、じゃ

あ株主さんとかね、そういう人たち、お役人さ

んたちの給料、株主への報酬、こういうのはど

んどん上げていったんですね。そういうところ

で、民間は引き下がってると思うんです。 

 あと、もう一つなんですけど、段階的に下が

っていくというようなことになるとですね、何

かちょっと心配する部分があるんですよ。とい

うのが、早く辞めようかなとかっいう人も出て

くっとじゃなかろうかと思いますけれども、そ

ういったところは心配されるとこはないです

か。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。  で、じゃあ地方自治体はどうかというと、八

代市においても、かなり人員をね、正規職員を

カットしてきたと思うんです。その分を今まで

勤めた人たちを報酬を引き下げて、嘱託職員で

来ていただくとか、そういうことで忙しさを

ね、何とカバーしているという状況にあると思

うんですね。 

○委員長（亀田英雄君） 中課長。 

○人財育成課長（中 勇二君） この退職手当

の制度が国、それから各自治体で改正をされて

る中で、報道でもあったと思いますが、改正前

に駆け込み退職というふうな報道がなされてお

りました。 
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 だから、これができたときに、今、開始時期

や引き下げ幅については、それを地方自治体に

任せるというふうに附帯意見があったと思いま

すけれども、八代は即踏み込まなかったちゅう

ところは、私は評価しています。 

 そういうことで、今お話にあったように、こ

れをね、先取りして、早期退職をしたという人

は八代市にはいませんということでしたから、

安心してるわけですけれども、実際にこういう

ことをずっとやっていったらね、今野﨑さんも

言われたように、本当に優秀な人材を、しかも

住民サービスを一生懸命やっていく職員をね、

なくしていくことになるんじゃないかというの

も１つあります。 

 だから、私はこれまでも皆様も御承知だと思

いますけど、職員の給与をどこがやったから、

国がやったから、今度は国家公務員は７.８％

削ってますよね。東日本大震災の復興支援のた

めにということ。だけど、本当にそれがきちん

と使われてないのは、もう皆様も御承知のとお

りだと思うんです。だから、私はやっぱり地方

自治体としても、こういうやり方にはね、物申

すんだということをね、主張していくことも大

事じゃないかなと思います。 

 私は、意見をもう言わせていただきますと、

この制度には断固反対です。４００万もね、削

られるということは、どんなことになるでしょ

うか。だから私は本当にね、本当に住民のため

に一生懸命仕事をする人たちの報酬を引き下げ

たら、その職員もね、サービス精神をなくして

いきます。私もかって福祉、医療の仕事をして

ましたから、やっぱりいい医療をやるために

は、個人のそういう生活的な安定も必要だとい

うことで、両方の足で運動してまいりました。 

 それともう一つは、賃金もボーナスも、やは

り公務員が目標になってました。公務員が下が

ったら、私たちも下がってました。だからやっ

ぱり公務員は一定の水準を保ってほしいという

のが、ずっと私長い間、三十数年間にわたる思

いでしたので、私は、意見になりますけど、こ

の制度を本当に反対です。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） はい。意見として賜

ります。 

 質疑はいいですか。質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 ほかに意見はございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） なければ、これより

採決します。 

 議案第４０号・八代市職員退職手当支給条例

等の一部改正については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（亀田英雄君） 挙手多数と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第４１号・八代市職員の特殊勤務手当支

給条例の一部改正について 

○委員長（亀田英雄君） 次に、議案第４１号

・八代市職員の特殊勤務手当支給条例の一部改

正についてを議題とし、説明を求めます。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 中人財育成課長。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。それで

は、引き続き、議案第４１号・八代市職員の特

殊勤務手当支給条例の一部改正について御説明

いたします。 

 議案書は１２７ページからでございますが、

こちらも別途資料をお配りしましたので、そち

らで説明をさせていただきます。２枚物の、右

肩に議案第４１号関係資料と印字されてるもの

であります。よろしいでしょうか。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 
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○人財育成課長（中 勇二君） まず改正の趣

旨でございますが、特殊勤務手当とは、著しく

危険、不快、不健康または困難な勤務等の特殊

な勤務で、給与上特別の配慮を必要とし、かつ

その特殊性を給料で考慮することが適当でない

と認められる業務に従事する職員に対して支給

される手当でございます。 

 こうした業務の特殊性の捉え方も、社会情勢

や業務形態の移り変わりに伴い変化していくこ

とから、今日的な視点による見直しを行い、業

務の特殊性や実績に応じた支給となるよう、改

正をお願いするものでございます。 

 見直しの考え方としまして、大きく３点から

行っております。 

 まず１点目に、手当の必要性の検討及び対象

業務の見直しを行いました。 

 ２点目に、支給方法が適切なものとなるよう

見直しを行っております。 

 ３点目に、国、県や他の自治体との均衡がと

れたものとなるよう見直しを行っております。 

 次のページをお願いします。 

 改正条例では、別表全体を改正いたしており

ますけども、こちらには改正部分を抜粋して、

現行と改正案の新旧を比較できるように掲載い

たしております。 

 今回の見直しの結果、これまで１２種類で３

２の区分がありましたが、１１種類２８の区分

となります。 

 この条例の施行日は平成２５年４月１日でお

願いをしたいと考えております。 

 説明は以上でございます。（委員長亀田英雄

君「はい」と呼ぶ）御審議方よろしくお願いし

ます。 

○委員長（亀田英雄君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑をお願いします。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。済いません、い

ろいろと、昔つくったやつが今のやつにそぐわ

ぬけん変えますっていうような話だったかと思

うとですけど、何かよりどころとなる部分か何

かあったっですかね。その基準額に目安とする

ものがあったのかどうか。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 中課長。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。金額に

つきましては、１つは同様の業務が国とか県に

あります場合は、その額を基準となるよう考え

て改正を行っております。それから、他の市あ

たりでも特殊金手当を持っておりますので、そ

の調査をいたしまして、どの水準の金額を支給

されてるのか、そことうちの金額を比較して、

適当なものであるか等について検討を行ってお

ります。 

 ただ、国と市町村は業務が違いますので、国

あたりにない手当も結構ありますので、そこあ

たりは他の市町村あたりとの比較がメーンとな

っております。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。済いません、多

分、今の話の中で行けば、国だったり県とかの

やつがよりどころとして見ながら、金額ば合わ

せたっていうような話だったかと思うとですけ

れども、どやんなんでしょうね、このやり方が

よかったのかどうかわからぬとですけれども、

実際感覚的にですね、本当こやんとば出さぬば

んとだろうかっていうような部分もですね、な

きにしもあらずというような手当もですね、見

受けられるんですよ。 

 で、今回、市役所の中だけでですね、検討さ

れたというふうに思うんで、実際はですね、や

っぱ特別職にはそういった報酬の関係のです

ね、委員会とかっていうのがあっとですけれど

も、そういったものもですね、活用されながら

ですね、市民目線というか、いろんなところの
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部分から意見聞きながら、やっぱその手当につ

いて、本当にそれが必要なのかどうかとか、本

当にこの金額でよかっだろうかというところが

ですね、精査されたほうがよかったのかなとい

うふうに思いますんで。 

 とりあえず今回はこういった見直しされたと

いうようなことですんで、特段ですね、反対す

る気持ちはないんですけれども、今後そういっ

たものが、市民の中にもそういった思いもです

ね、あるっていうのはやっぱ覚えておいていた

だきたいなというふうに思います。（委員長亀

田英雄君「外部からの評価ちゅうこと」と呼

ぶ）はい。 

○委員長（亀田英雄君） 今、答えいいです

か。 

○委員（野﨑伸也君） ああ、あるなら、は

い、下さい。 

○委員長（亀田英雄君） 何かコメントできま

すか。 

○委員（野﨑伸也君） 質疑ですんで。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、中課長。 

○人財育成課長（中 勇二君） この件に関し

ましては、一般質問いただいたんですが、やっ

ぱ市民からの観点といいますか、市民からの視

点ということを忘れずに、我々が作業するにな

っても、そういったところはどうなのかという

気持ちは忘れずにですね、なるべく外部のそう

いった資料を集めるとか、そういったことで対

応していくようにしていかなければいけないな

と考えております。 

 以上です。（｢ちょっと、よかですか」と呼ぶ

者あり）（｢笹本さんが先だった」と呼ぶ者あ

り）（｢どうぞどうぞ」と呼ぶ者あり） 

○委員（笹本サエ子君） いいですか。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

○委員（笹本サエ子君） はい。この対照表の

中に、市長が困難であると認めるものに限ると

いうのが、上から、福祉業務手当のところにも

書いてありますし、それから、訪問指導手当の

ところにも同じように、市長が困難であると認

めるものに限る、括弧書きでしてありますけ

ど、それはどういう状況を指してるんでしょう

か。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 中課長。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。この福

祉業務手当につきましては、これまでもあった

わけですけども、こういった業務全てが対象に

なるものではないという現場の声もありまし

て、ただ、該当するものもあるということで、

業務を絞らせていただきました。 

 で、実際にこの、市長が困難であると認める

ものというのはどういうことを想定しているか

といいますと、福祉業務でいきますと、施設入

所のためには、やはりちょっとこう、暴力を振

るうような危険性がある方がいらっしゃった場

合にも、例えば職員が行くだけではなくて、警

察のほうにお願いして、あるいは専門の病院と

一緒に立ち会ってというふうな業務の場合もあ

るということでした。そういった場合には危険

であるということで、この手当の対象にしたほ

うがよかろうということで、部分的には残すべ

きだという判断になりましたので、この福祉業

務手当、それから訪問指導手当、同じなんです

けども、もっと詳しく定めました内規をつくっ

て運用していこうということで、このようなつ

くりになっております。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。訪問看護と

か、そういうことになってるわけですけど、例

えば感染症になってるというのが明確でないと

きに訪問して、実は感染症を持ってたんだとい

うようなことがあった場合とか、そういうのも

考慮に入れないと、後でわかったとしても、そ
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のとき対応したのはね、危険手当の対象になる

というふうにしないと問題があるんじゃないか

なというふうに思います。 

 それともう一つお願いします。このことによ

って、見直しによって、現職員で不利益になる

対象者はいないか、職員はいないかということ

を。 

○委員長（亀田英雄君） 中課長。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。現実に

ですね、実際、今支給されてる方で、こちらに

挙げてありますように廃止になるという方がい

らっしゃいますので、減るということでは、当

然減ります。それを不利益と言えば、まあ不利

益にはなります。 

 ただ、我々が方針を持って見直した中では、

それは不要であろうというふうに判断いたしま

したので、そこの部分については組合交渉など

をしまして御理解をいただいたところでござい

ます。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。今、御理解い

ただいたということですけど、その対象者の方

または職員を代表する組合等々とが理解をした

と、合意をしたということでしょうか。 

○委員長（亀田英雄君） 中課長。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい、そうで

す。 

○委員（笹本サエ子君） わかりました。 

○委員長（亀田英雄君） 鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。実に今、先ほ

どの退職金のことも、それで今度のことについ

ても、今、公務員をしておられる方に対して、

非常に厳しい風が吹いてるなというのを感じて

おります。まあ、そう言いながらも、私も退職

のほうには執行部案に賛成したわけなんですけ

れども、やはり今厳しい風でありますので、こ

の風にですね、やっぱし負けないで、本当に頑

張ってもらいたいなという気持ちを持っており

ます。 

 この手当について言わしてもらうならば、こ

れまでのいろんな歴史の中で、その担当課の意

見を聞きながら手当というのは決まってきたと

いうふうに私は感じております。それで、先ほ

ど、少しは安心しましたけれども、組合あるい

は担当課の方とですね、十分に話をしながらこ

の手当のですね、ことについては、今後も考え

てもらいたいというのを希望したいと思いま

す。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） 意見として賜りま

す。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 質疑、ほかにござい

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上で質疑を

終了します。 

 意見がありましたらお願いしますが。 

○委員（成松由紀夫君） よかですか、意見。 

○委員長（亀田英雄君） はい、どうぞ。 

○委員（成松由紀夫君） 今、鈴木田議員が言

われたとおりなんですけども、大変厳しい状況

はわかるんですが、１つ気になったのはです

ね、答弁いいんですけど、特別作業手当でごみ

対策課の処理作業に常時従事される方が廃止っ

ていうことにこれなってますよね。今、大変Ｐ

Ｍ２.５やら何やらっていうことと、ストーカ

やら溶融炉やらっていうことで今、非常にこ

う、なっとる中で、ここが廃止になるっていう

ことは、現場は承認されたというようなです

ね、話ではありますけども、ごみ処理施設に勤

務する職員云々で多分対応されていく部分はあ

ろうかと思いますが、やっぱり飛躍的に、何て

言うんですか、マイナス、さっきでの笹本さん

の言葉をかりれば、ちょっと不利益をというよ
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うなニュアンスになるかもしれませんけど、不

利益とか利益とかじゃないですけど、義務を果

たして権利を主張するじゃないですけども、義

務はしっかり果たしてるのに、どんどんマイナ

ス面が出てくるということが、やっぱりある中

でもですね、これは提案は執行部がされてくる

わけですから、我々も通していきたい中で、中

課長も非常に苦渋の立場かなと。担当職員さん

も皆さん、本音言われせれば、やっぱり実際は

意地持ってですね、プライド持って仕事しよん

なる人ほど、いや、もっと言いたいことあるん

だよということの中で提案されるわけですの

で、我々は粛々と賛成はしますけども、そこら

辺はまた提案される方であったり、議案をいろ

いろ検討される中でも、またしっかり義務を果

たす上に権利も主張するぐらいの話はされたほ

うがいいと思います。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。先ほども申し上

げましたけれども、やっぱ職員さんの給与を、

先ほど退職の関係のですね、条例のやつもあっ

たっですけれども、やっぱ外部評価ちゅうの

は、できればそういったところをされたほうが

よかっじゃなかろうかなというふうに思います

ので、意見としてですね、やってくださいとい

うことをつけ加えさせていただきたいというふ

うに思います。 

○委員長（亀田英雄君） はい。ほかにござい

ませんか。 

○委員（太江田茂君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、太江田委員。 

○委員（太江田茂君） はい。いろんな話が出

とりますけれども、今市役所に合格しようっ

て、やおいきまっせん。そういう中で仕事しな

がらですね、こうじゃない、ああじゃない、へ

理屈言うたらおかしいと思います。 

 この前もうちのほうで職員が仕事せぬと。朝

から出てきたなら、昼にすぐ飯食わっして帰っ

てはってかすと。そういう職員もおっとです

よ。それ今、笹本委員さんが言われるように、

そういうとをこぎったり安すなすとはおかしか

って言いなはるばってん、そういう職員もおる

んですよ。１週間には、中で１日休めば、１週

間の中で２日仕事して、休んで、２日仕事すり

ゃ、また休みでしょうが。そういう人たちもお

らす中で、職員が、ならば給料の安かけんどう

のこうの、言う筋合いじゃなかですよ。私はそ

やん思います。 

 ほいで、まあ八代市役所とか、そういう公務

員になられた、それなり努力して、せっかく狭

き門を開けて通った人が、そういうふうじゃい

かぬと私は思うわけです。それで、ここから先

も職員も、自分の仕事と思ってやってもらえぬ

と、誰かがするどたいちゅうて、出勤してき

て、すぐ飯食って、なら帰りますて帰って、ど

行くか、パチンコ屋行ったとんげな。そやん話

なかもん。そやんとを私はただ聞いたから言い

よっとですよ。 

○委員長（亀田英雄君） はい。きちんと仕事

をして、きちんとした給料を頂ければと。（委

員太江田茂君「はい。仕事しとる上の要求なら

よかっですよ」と呼ぶ）ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） なければ、これより

採決します。 

 議案第４１号・八代市職員の特殊勤務手当支

給条例の一部改正については、原案のとおり決

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（亀田英雄君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（人財育成

課長中勇二君「ありがとうございました」と呼

ぶ） 
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◎議案第４２号・八代市市税条例の一部改正に

ついて 

○委員長（亀田英雄君） 次に、議案第４２号

・八代市市税条例の一部改正についてを議題と

し、説明を求めます。 

○資産税課長（畑中房一君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） いいですか。畑中資

産税課長。 

○資産税課長（畑中房一君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）資産税課の畑

中です。よろしくお願いします。失礼ながら、

座って説明させていただきます。 

○委員長（亀田英雄君） どうぞ。 

○資産税課長（畑中房一君） 説明に際しまし

ては、議案書並びに１枚物の議案第４２号資

料、八代市市税条例施行規則の抜粋で説明をさ

せていただきたいと思います。この１枚物の紙

ですけれども、よろしいでしょうか。（｢は

い、よかです」と呼ぶ者あり）はい。それで

は、議案書の１３１ページをごらんいただきた

いと思います。 

 議案第４２号・八代市市税条例の一部改正に

ついて。八代市市税条例の一部を次のように改

正するものとする。 

 提案理由といたしまして、公益等のために直

接専用する固定資産について、固定資産税の課

税免除をするには条例の改正が必要である。 

 次のページをお願いします。１３２ページで

す。 

 八代市市税条例の一部を改正する条例。八代

市市税条例（平成１７年八代市条例第２５６

号）の一部を次のように改正する。 

 第６０条の次に、次の１条を加える。条見出

しを固定資産税の課税免除とし、第６０条の

２、公益等のために直接専用する固定資産、有

料で貸し付けるものを除く、のうち、規則で定

めるものについては固定資産税を課さない。附

則１、この条例は公布の日から施行する。２、

経過措置としまして、改正後の八代市市税条例

の規定は、平成２５年度以降の年度分の固定資

産税について適用し、平成２４年度分までの固

定資産税については、なお従前の例によるとい

たします。 

 それでは、今回の改正理由から申し上げま

す。 

 各地域で所有されています自治公民館や消防

団施設等の固定資産税の課税については、これ

まで、設置後初めての課税年度では、市政協力

員や区長、町内会長などの納税義務者から減免

の申請を行っていただき、次の年度からは非課

税取り扱いとしていました。 

 しかし、昨年の交付税検査において、これら

の施設は地方税法で非課税の対象となっていな

いため、現行の本市の条例では、第７１条の減

免として取り扱うこととなり、毎年課税を行っ

た後に、納税義務者から減免申請書を提出して

いただいた上で、当該物件の税額を減じるべき

との指摘がなされました。 

 自治公民館や消防団施設等については、利用

にあわせた設備となっていることから、短期間

での利用目的が変更されることは通常ないた

め、毎年の減免申請書の提出による取り扱いで

は納税者であります市政協力員や区長、町内会

長から手続の負担や提出忘れによります税の納

入義務が発生することなどから苦情が出ること

が予想されますので、今回、固定資産税の課税

免除を条文に追加し、内容を整理しまして、次

年度からの申請手続を免除するために改正する

ものでございます。 

 それでは、詳細を説明いたします。１枚物の

総務委員会資料、八代市市税条例施行規則の一

部を改正する規則の抜粋をごらんください。 

 まず、８条では、課税免除の対象となる固定

資産を消しております。１号では、地域におい

て、専ら当該地域の住民の行事、集会等の公共

の用に供する公民館や集会所の建物や土地とし
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ております。市内で約３２０カ所程度ございま

す。２号では、消防団の用に供する固定資産で

ございます。対象物としましてからは、詰所や

ポンプ車、積載車等の格納庫、約２１０カ所を

予定しております。３号では、市長が特に必要

があると認める固定資産です。 

 以上で、市条例の一部改正の説明を終わりま

す。御審議方よろしくお願いします。 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野崎委員。 

 続いて、２項では申請書の提出日及び記載事

項を記しております。 

○委員（野﨑伸也君） はい、すいません、こ

れまでは、申請して減免だったっですかね。

（資産税課長畑中房一君「はい」と呼ぶ）申請

して減免だったのか、免除だったのか、ちょっ

ともう１回確認させてください。 

 まず１号では、納税義務者の住所や氏名等、

２号では、土地の所在、地番、地目、地積、３

号では、家屋の所在、家屋番号、種類、構造及

び床面積、４号は、課税免除を受けようとする

理由でございます。 

○委員長（亀田英雄君） はい、畑中課長。 

○資産税課長（畑中房一君） 申請時は減免申

請で、取り扱いとしてからは非課税ということ

で、常に全然、国や県、市の土地と同じよう

な、同等の状況の土地だということで、申請を

していただいていなかったと。しかしながら、

先ほど申しましたように、交付税検査で、それ

は違うんだよということでですね、今回、減免

申請の場合は、毎年申請をしなければならない

ものですから、課税免除というものを制度をつ

くりまして、そしてこれからはその制度で、１

回出していただければ、次からは申請が不要と

いう形をとらせていただくということです。 

 ここで、申請書の提出日については、当該年

度の初日の属する年の１月末日までとなってお

ります。 

 平成２５年度分を課税免除する場合には、２

５年の１月末までとなり、提出期限を過ぎた状

態となることから、資料の一番下をごらんくだ

さい。附則２で、特例措置としまして、平成２

５年度の固定資産税の課税免除にかかわる申請

書の提出の期限は、改正後の第８条第２項の規

定にかかわらず、平成２５年度の固定資産税の

第１期納期限――これは平成２５年５月３１日

ですけれども、の７日前、本年の場合は５月２

４日金曜日となります。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野崎委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。じゃあ、これま

でもお金をもらってなかったちゅうことでしょ

う。 

 もとに戻りまして、続いて３項では、ただい

ま説明しました土地や建物等の事項に変更がな

い場合は、平成２５年以降は申請書の提出を免

除するものでございます。この項の内容により

まして、翌年度から申請書の提出が不要となり

ます。 

○委員長（亀田英雄君） はい、畑中課長。 

○資産税課長（畑中房一君） はい、そうで

す。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました、はい。 

 続いて、４項では、固定資産税の課税免除を

受けた者は、その事由が消滅した場合は直ちに

その旨を市長に申告しなければならないとなっ

ております。 

○委員長（亀田英雄君） はい。ほかにござい

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上で質疑を

終了します。  次に、附則１で、この規則は条例と同様に、

公布の日から施行することとなります。  意見がありましたらお願いします。 
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 はい、野崎委員。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、せっかく

よかあればさしたと思うとですけんが、申請漏

れちゅうか、１回すればもうよかっちゅう話な

んで、漏れのないように、きちんとした対応を

ですね、していただくようにお願いします。 

○資産税課長（畑中房一君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい。ほかにござい

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） なければ、これより

採決します。 

 議案第４２号・八代市市税条例の一部改正に

ついては、原案のとおり決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（亀田英雄君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（資産税課

長畑中房一君「どうもありがとうございまし

た」と呼ぶ） 

 はい、御苦労さんでした。 

                              

◎議案第４３号・八代市消防団員等公務災害補

償条例の一部改正について 

○委員長（亀田英雄君） 次に、議案第４３号

・八代市消防団員等公務災害補償条例の一部改

正についてを議題とし、説明を求めます。 

○防災安全課長（東坂 宰君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） 東坂防災安全課長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。防災安

全課の東坂でございます。よろしくお願いいた

します。申しわけございませんが、着座にて説

明をさせていただきます。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

○防災安全課長（東坂 宰君） それでは、議

案第４３号・八代市消防団員等公務災害補償条

例の一部改正について説明いたします。 

 議案つづりが１３３ページとなりますので、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（亀田英雄君） はい、いいですよ。 

○防災安全課長（東坂 宰君） なお、提案理

由といたしましては、障害者自立支援法の改正

に伴いまして、同法の規定を引用する部分の改

正をするに当たり、条例改正が必要になったと

いうことになっております。 

 それでは１３４ページをお願いいたします。 

 また、本日、別添で右肩に議案第４３号関係

資料という１枚物のペーパーをお配りしており

ますので、こちらの新旧対照を用いまして説明

させていただきます。 

 今回は第９条の２、第１項第２号を一部改正

するもので、新旧対照表にアンダーラインを引

いております部分でございます。 

 条例に引用しております法律の名称が、障害

者自立支援法から、障害者の日常生活及び社会

生活を総合的に支援するための法律に改正にな

りました。また、法律の内容が整理されまし

て、第５条第１２項が、第５条第１１項へと繰

り上げられたことに伴います改正でございま

す。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。 

○委員（成松由紀夫君） ああ、違ごうた。 

○委員長（亀田英雄君） 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） いえ、採決かと思っ

た。（笑声） 

○委員長（亀田英雄君） ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上で質疑を

終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） ありませんか。 

 なければ、これより採決します。 

 議案第４３号・八代市消防団員等公務災害補
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償条例の一部改正については、原案のとおり決

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（亀田英雄君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第４４号・八代市消防団員の定員、任

用、服務等に関する条例等の一部改正について 

○委員長（亀田英雄君） 次に、議案第４４号

・八代市消防団員の定員、任用、服務等に関す

る条例等の一部改正についてを議題とし、説明

を求めます。 

 東坂防災安全課長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。引き続

き説明させていただきます。（委員長亀田英雄

君「はい、よろしくお願いします」と呼ぶ）よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、議案つづりの１３５ページをお願

いいたします。 

 議案第４４号・八代市消防団員の定員、任

用、服務等に関する条例等の一部改正につきま

して説明いたします。 

 提案理由といたしましては、限られた消防活

動を行う消防団員を新たに設けるには条例の改

正が必要であるということでございます。ここ

で、限られた消防活動をする消防団とは何かと

いう疑問も少々生じてらっしゃるのかと思いま

すので、条例改正そのものの説明に先立ちまし

て、少し説明させていただきます。 

 配付しました議案第４４号関係資料と右肩に

書いてあります資料がございますが、そこの１

ページをごらんください。 

 上部の枠の中に、限定活動消防団員制度の導

入に向けてとありますが、本市では、後ほど出

てまいります消防団との協議、検討の中で、限

られた消防活動を行う消防団員を限定活動消防

団員というふうに呼ぶことにいたしました。な

お、一般的には機能別消防団員というふうに言

われるものです。同じ枠内に記しておりますよ

うに、限定活動消防団員とは、能力や事情に応

じて、特定の活動にのみ参加する消防団員であ

り、通常の消防団員とは異なる団員ということ

になります。 

 この制度の設立経緯や特徴につきましては、

消防団員の減少を食いとめるとともに、さまざ

まな技術や技能を生かして、消防団活動に貢献

し、消防団を側面から支えるものということ

で、平成１７年度に総務省消防庁が新たな施策

して打ち出したものでございます。 

 本市におきましても、消防団員の減少、特に

山間部の減少が急激でありまして、そのような

現状の中、消防団員の幹部会議や、また市議会

の一般質問の中でも論議が交わされまして、制

度の導入に向けて検討を重ねてまいりました。 

 その検討内容をまとめたものが資料の２ペー

ジ、八代市限定活動消防団員制度の概要という

ふうになっております。 

 また、次のページ、資料の３ページをごらん

いただきますと、今回の条例一部改正にあわせ

まして、八代市消防団限定活動消防団員の設置

に関する規則というものを制定、施行予定とし

ております。 

 前置きが少し長くなりましたが、これから条

例改正の説明に入らせていただきます。 

 資料４ページの新旧対照表をごらんいただけ

ればというふうに思います。 

 今回の改正では、八代市消防団員の定員、任

用、服務等に関する条例等の一部改正とありま

すように、今回の条例改正は３つの条例の一部

改正となっておりますので、順次説明をさせて

いただきます。 

 まず、八代市消防団員の定員、任用、服務等

に関する条例の一部改正について説明をいたし

ます。 

 議案つづりの１３６ページ及び本日配付しま

した資料の４ページ、新旧対照表をごらんくだ

－80－



 

さい。説明に関しましては、新旧対照表により

行います。 

 まず、目次の第２章を、定員から定員及び種

別に改正いたします。また、本文の第２章も同

様に改正いたします。 

 次に、第２条ですが、現行では第２条の見出

しがありませんでしたが、新たに団員の定数及

び種別という見出しを設けました。また、消防

団員の種別を明確化するために、新たに第２項

から第４項の部分を追加しております。 

 続きまして、第３条では、団員の資格に係る

条項となっておりますけれども、第２条の改正

にありますとおり、消防団員の種別を、基本消

防団員と限定活動消防団員とに分けております

ので、資格につきましてもおのおのの要件を設

けるものです。 

 第１号の基本消防団員につきましては、現行

の要件を引き継いでおります。 

 また、第２号の限定活動消防団員につきまし

ては、さらに要件を上乗せしております。安易

に基本消防団員から限定活動消防団員への移行

を防ぐために、１０年の要件を設けます。ま

た、消防団長が認めれば、現在消防団員ではな

い方からも限定活動消防団員にはなれる旨の規

定を設けております。 

 次に、資料の５ページをお願いいたします。 

 第４条第１項第２号におきましては、現行で

は禁錮の錮の上に振り仮名が記されておりまし

たが、改正案では振り仮名を削除いたしまし

た。これは、禁錮の錮の字が、これまでは常用

漢字になかったものですから振り仮名をつけて

おりましたけれども、常用漢字に新たに含まれ

たものですから、今回の改正にあわせて振り仮

名を削除したものでございます。 

 第６条第１項では、現行では団員にと記述し

ておりましたが、団員に種別を設けましたこと

から、新たに括弧書き部分の限定活動消防団員

を除く、第３項及び第１０条において同じとい

う部分を追加いたしております。 

 第１３条におきましては、現行では団長とし

ておりますものを、消防団長に改正するもので

す。この条例中、第５条及び第１０条では、消

防団長と記されておりますことから、条例中の

名称を統一するために改正したものでございま

す。 

 続きまして、八代市報酬及び費用弁償条例の

一部について説明いたします。 

 議案つづりの１３６ページの下から９行目及

び資料の５ページ、下段の新旧対照表をごらん

ください。 

 消防団員に種別を設けましたことから、条例

中、別表第１の報酬額表の中で、現行の消防団

団員とあります後に、括弧書きの部分、限定活

動消防団員を除くというものを追加しておると

ころでございます。 

 続きまして、八代市非常勤消防団員に係る退

職報償金に支給する関する条例の一部改正につ

いて説明いたします。 

 議案つづりの１３６ページの下から４行目及

び資料の６ページをごらんください。 

 資料でいきますと、第１条の非常勤の者の後

に、新たに、限定活動消防団員を除くの部分を

追加いたしました。 

 また、第６条第１項第１号では、先ほど説明

したものと同様に、禁錮の錮の字の振り仮名を

削除したものです。 

 最後に、このたび、限定活動消防団員制度を

導入いたしたいと考えおりますけれども、やは

り消防団の確保という点で考えますと、あくま

でも一般的な消防団員、通常の消防団員という

ものを確保したいというふうに考えておりま

す。今回の限定活動消防団員といいますのは、

あくまでも補足的な部分というふうに考えてお

りますということを申し添えまして、説明を終

わらせていただきます。 

○委員長（亀田英雄君） はい、ありがとうご
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ざいました。以上、説明が終わりました。  お疲れさんでした。 

 以上の部分について質疑を行います。質疑を

お願いします。 

 しばらく休憩いたします。午後５時から再開

をいたします。 

 いいですか。 （午後４時５４分 休憩） 

（｢なし」と呼ぶ者あり） －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上で質疑を

終了します。 

（午後５時００分 開議） 

◎平成２４年陳情第７号・ＭＶ２２オスプレイ

の普天間基地配備、熊本県内低空飛行訓練に反

対する決議方について 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（成松由紀夫君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 成松委員。 ○委員長（亀田英雄君） それでは、休憩前に

引き続き会議を開きます。 ○委員（成松由紀夫君） はい。大変すばらし

い制度の導入と思っております。特に、今私も

消防団しよって、ＯＢの方々がですね、少のう

なっとっとが非常に危惧されて、夜警のときな

んかに、いざ鎌倉というときには、我々でもう

加勢はしたい。で、そういう何か制度がないの

かなというのをよく年末も話が出とって、ほか

の校区からもいろいろ出とったです。これはま

さにそれが活用できるなと。 

 次に、請願・陳情の審査に入ります。 

 審査に入ります前に、郵送や持参にて届いて

おります要望書については、写しをお手元に配

付しておりますので御一読いただければと存じ

ます。 

 今回、当委員会の新たな付託はありませんで

したので、継続審査となっておりました陳情１

件の審査に入ります。 

 まあ、女性消防団員さんの部分については、

また今後いろいろ検討されて、フォローできる

ようなことを考えられれば、もうそれで、現状

況ではこれはすばらしい制度だと思うんで、ぜ

ひ頑張っていただきたいと思います。 

 それでは、平成２４年陳情第７号・ＭＶ２２

オスプレイの普天間基地配備、熊本県内低空飛

行訓練に反対する決議方についてを議題としま

す。 

 要旨は、文書表のとおりですが、もう、１回

継続分ということですので、以前継続だったの

でですね。朗読はいいでしょう。（｢はい」と呼

ぶ者あり） 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり）  意見をお願いしたいと思います。前回は継続審

査と審議未了ということで競合しまして、継続と

いうことになっております。いかがいたしましょ

うか。 

○委員長（亀田英雄君） なければ、これより

採決します。 

 議案第４４号・八代市消防団員の定員、任

用、服務等に関する条例等の一部改正について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） もうまあ、イエロール

ートというような話だったのが、今度はオレンジ

ルートということでなっておりまして、一旦これ

はもう審議未了でいいんではないかなと。（｢請

願の趣旨に違うということでですね」と呼ぶ者あ

（賛成者 挙手） 

○委員長（亀田英雄君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（防災安全

課長東坂宰君「お世話になりました」と呼ぶ） 
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り）はい。中身がちょっと違ってきてるんでです

ね。またイエロールート云々でいろんなことが出

てくれば、またそういった趣旨で上がってくると

思いますんで、審議未了でいかがなものかと思い

ます。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） はい。今、成松委員の

ほうから審議未了ということで意見が出されまし

たが、ほかにありませんか。（｢異議なし」と呼

ぶ者あり） 

 笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。審議未了という

ことでしたけれども、今回は熊本ルート――イエ

ロールートをまず訓練しますよということだった

けど、急遽変わったんですね。そのイエロールー

トのときは、ＮＨＫから私電話いただきまして、

住民として監視体制を組織されますかという電話

が入ったんですよ。で、急いで地元の住民の皆さ

んに電話をして、約束をとったところで、また再

びイエロールートは今回はなしですと、で、オレ

ンジルートに切りかわりましたということですけ

ど、今、実際にアメリカがやろうとしていること

は、沖縄では既に、皆さんも御承知のように、２

月の２７日ですか、沖縄の県会議員、それから市

町村議員、全てが国会に陳情されたんですね。要

請行動された。で、集会も持たれて、４０００人

集まられたということになったわけですね。 

 そういうことで、また基地の移転も今進めよう

としていると。沖縄も猛反対だけども、それも進

めていくという中で、沖縄の負担軽減というのも

含めて、政府は日本全土にこのオスプレイを訓練

飛ばそうとしてるというふうに今進んでるわけで

すね。 

 だから、私はイエロールートがなくなったとい

うことじゃなくて、今回はたまたまオレンジルー

トに切りかわったけれども、イエロールートも含

めて、全国にあと５つのルートに訓練がその都度

行われていくというふうに想定します。熊日新聞

にもそのように報道されてるわけですけれども、

だからこれは、やっぱり声を上げなくてはいけな

いというのが私の思いです。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） 笹本委員、どんな、賜

ればいいんですか。継続審査という感じですか、

採決という感じですか。 

○委員（笹本サエ子君） いや、私は採決でもい

いと思う。今、審議未了って出たから。（委員

成松由紀夫君｢採択か継続かって聞きよんなっと

ですよ」と呼ぶ）（委員笹本サエ子君｢採択か…

…」と呼ぶ） 

○委員長（亀田英雄君） 意見の趣旨ば聞きよっ

とです。（委員笹本サエ子君｢ああ意見ね」と

呼ぶ）はい。採決ということ。 

○委員（笹本サエ子君） 採択をしたいと。採決

をしたいと思います。成松さんの意見は審議未了

だったです。 

○委員長（亀田英雄君） 審議未了です。（委員

成松由紀夫君｢そうそうそう」と呼ぶ）笹本委

員は採択ということですね。 

 小会にします。 

（午後５時０５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後５時０６分 本会） 

○委員長（亀田英雄君） 本会に戻します。 

 審議未了を求める意見と採決を求める意見があ

りますので、まず審議未了についてお諮りいたし

ます。採決は挙手により行いますが、挙手しない

ものは反対とみなします。 

 本陳情については、閉会中継続審査の申し出を

しないこと、並びに結論を得るに至らなかったこ

と、すなわち審議未了とすることに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（亀田英雄君） はい。挙手多数と認

め、本件は審議未了とすることに決しました。審

議未了でございます。（｢はい」と呼ぶ者あり） 
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 以上で、請願・陳情の審査を終わります。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

○委員長（亀田英雄君） お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） はい。御異議なしと

認め、そのように決しました。 

                              

◎所管事務調査 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

○委員長（亀田英雄君） 次に、当委員会の所

管事務調査２件を一括議題とし、調査を進めま

す。 

 当委員会の所管事務調査は、行財政の運営に

関する諸問題の調査、総合計画の策定推進等に

関する諸問題の調査、以上の２件です。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査（地域情

報化計画について） 

○委員長（亀田英雄君） このうち、行財政の

運営に関する諸問題の調査に関連して、執行部

から発言の申し出があっておりますので、これ

を許します。 

 それでは、地域情報化計画についてをお願い

します。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） 永原企画戦略部長。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。失礼し

ます。地域情報化計画案について御報告をさせ

ていただきます。 

 この計画は、地域の情報に特化した個別計画

でございまして、携帯電話やスマートフォンな

どの普及、インターネット利用者の増加などの

社会状況に対応するために、行政、企業、個

人、団体が共通の方向性を持つためのガイドラ

インとして策定をするものでございます。 

 情報化に特化した最初の計画は、合併前の平

成１５年からの５カ年の高度情報化基本計画で

ございます。その後、平成２０年に地域情報化

懇話会の提言に基づきまして、２４年度までの

５カ年計画として地域情報化計画を策定をいた

しました。今年度は現計画の最終年度に当たり

ますので、地域情報化懇話会が今後の計画につ

いて検討を行い、本年２月１４日に新たな計画

策定について、市長へ提言をされたところでご

ざいます。 

 そこで、庁内の情報化推進委員会が地域情報

化計画案を作成し、現在、パブリックコメント

を募集をしているところでございますので、そ

の内容につきまして、計画の概要などによりま

して、御説明をさせていただきたいと思いま

す。 

 説明は秋田情報政策課長がいたしますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○情報政策課長（秋田壮男君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） はい、秋田課長。 

○情報政策課長（秋田壮男君） はい。こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）よろしく

お願いします。情報政策課秋田でございます。座

って御説明させていただきます。よろしくお願い

します。 

○委員長（亀田英雄君） どうぞ。 

○情報政策課長（秋田壮男君） ただいま部長

のほうから簡単な説明がありましたとおり、地

域情報化計画は情報化に特化した個別計画でご

ざいます。 

 情報化計画の本文はお配りしてあるとおりで

ございますが、２２ページに及びますので、そ

の概要を別紙、地域情報化計画案の概要として

取りまとめておりますので、そちらのペーパー

のほうをごらんいただきたいと思います。 

 まず、１の趣旨・基本理念でございますが、
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こちらでは、この計画が地域情報化懇話会の提

言に基づくものであること、また、市民の安全

で快適な暮らしなどに資する目的で、情報化の

基本的な視点、考え方のガイドラインを策定し

たことなどを記載いたしております。 

 最後になりますが、冒頭、部長が説明したと

おり、この計画は現在策定中という段階のもの

で、パブリックコメントを募集しているところ

でございます。委員の皆様のおかれましても、

計画書本文のほう、ぜひごらんいただきまし

て、後日で結構でございますので、ぜひ御意見

やお気づきの点など、企画情報政策課までお寄

せいただければ幸いにございます。 

 次に、基本理念につきましては、人がつなが

るコミュニケーション都市、八代といたしたと

ころでございます。 

 次の２、計画の期間でございますが、平成２

５年から平成２９年までの５年間といたしてお

ります。 

 以上をもちまして、地域情報化計画案に関す

る御報告を終わります。 

○委員長（亀田英雄君） はい。御丁寧に説明

をいただきまして、ありがとうございます。  ３の基本方針にいたしましては、（１）から

（３）までの３項目を挙げ、それぞれ主要な事

項について記載をいたしております。 

 膨大な資料ですので、後日でも結構というこ

とですので、そのように賜りたいと思います。

簡単な質問がございますれば賜りたいと思いま

すが。 

 （１）の人と人とのつながりと温もりを基本

とした情報化では、情報格差の是正や行政サー

ビスの公平維持などについて、あるいは地域コ

ミュニティ活動の支援などを取り上げておりま

す。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） ありませんか。 

 ないようでしたら、以上で地域情報化計画につ

いてを終了いたします。（｢ありがとうございま

した」と呼ぶ者あり） 

 （２）情報機器やインターネットの普及によ

る情報化につきましては、携帯電話のエリア拡

大や超高速通信網の整備促進などに取り組むと

いたしたところでございます。 

                              

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査

（総合計画後期基本計画について）  （３）安全安心な情報化につきましては、情

報セキュリティリスクへの対応などを挙げてお

ります。 

○委員長（亀田英雄君） 次に、総合計画の策

定推進等に関する諸問題の調査に関連して、執

行部から発言の申し出があっておりますので、

これを許します。 

 また、ここに記載はいたしておりませんが、

計画書本文におきましては、これら基本方針の

（１）から（３）、それぞれに指標を定めてお

り、また章を分けまして、具体的な施策につき

ましてもスケジュール等を掲載したところでご

ざいます。 

 それでは、総合計画後期基本計画についてを

お願いします。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） 永原企画戦略部長。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。先般、

２月５日の総務委員会におきまして、総合計画

後期基本計画の案を御説明をいたし、いろいろ

御意見を賜りました。また、総合計画の策定審

議会から、２月の１９日に答申をいただき、市

長決裁を得て、総合計画後期基本計画を策定を

 次の４、地域情報化懇話会でございますが、

これは計画書の附属資料になる部分で、委員数

やこれまでの活動状況などを記載いたしており

ます。活動状況といたしましては、第１回懇話

会が平成２４年３月２７日に開催され、その後

３回、計４回の懇話会が実施されております。 
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いたしましたので、本日はその御報告をさせて

いただきます。 

 説明は丸山企画政策課長にいたさせますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

○企画政策課長（丸山智子君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） はい、丸山課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。企画政

策課の丸山です。よろしくお願いいたします。

着座にて説明させていただきます。 

○委員長（亀田英雄君） どうぞ。 

○企画政策課長（丸山智子君） 初めに計画書

でございますけれども、現在、印刷発注中とい

うことでございますので、本日は原稿のコピー

をもちまして報告とさせていただきます。計画

書が完成次第、お手元にお届けいたしますの

で、御了承お願いいたします。なお、計画の中

身につきましては、前回の総務委員会で計画案

の段階で説明をさせていただきましたので、本

日は内容の説明は省略させていただきまして、

お手元の資料につきまして、簡単に御説明申し

上げます。 

 まず、資料１でございますけれども、こちら

は総合計画策定審議会からの答申書でございま

す。附帯意見として４項目いただいておりま

す。いただきました御意見を尊重いたしまし

て、これらに留意して今後計画を推進してまい

りたいと考えております。 

 次に、資料２でございます。これは前回の総

務委員会でいただいた御意見への対応について

整理したものでございます。１枚目から２枚目

の一番上までの表につきましては、当日のやり

とりを掲載したものですので、既に御承知のと

おりでございますので、説明は省略させていた

だきます。 

 ２枚目の下の表になります。市議会意見に対

する各課回答は、これは要望、意見ということ

で当日いただきまして、事務局からは回答いた

しておりませんでしたので、後日、各担当課の

ほうに伝えまして、その回答をまとめたもので

ございます。 

 １は軽度の発達障害が疑われる子供さんへの

対応についての御意見で、担当課からは、より

専門的な知識を有する保健師や関係機関と保育

士が連携をとりながら、丁寧な説明を行ってい

きたいという旨の回答をいたしております。 

 ２は、先ほどの当初予算の審議で笹本議員か

ら御質問もあったところでございますが、人権

文化の創造については、全国的な動向をつかん

だ上での取り組みをしてほしいとの御意見で、

先ほどの担当課長の説明もありましたが、文書

ではですね、担当課からは、そのときの社会情

勢等を踏まえた人権問題を取り上げながら、さ

まざまな人権問題に対する理解と人権意識の高

揚を図ってまいりたいという旨の回答をいたし

ております。 

 なお、３つ目の農林水産業のうちの林業・水

産業の担い手育成についての記載が少ないとい

う御意見につきましては、検討の結果、計画案

を修正いたしております。下線の部分にござい

ますように、林業につきましては、本日お配り

しました計画書の９６ページになりますが、新

たに担い手の確保を図る１文を追加いたしまし

た。また、水産業につきましても、１００ペー

ジに、八代海の特性を生かした増養殖等を推進

することで担い手の育成を図ると、具体的な内

容を入れた文章に修正をいたしておりますの

で、後ほど御確認をお願いいたします。 

 なお、計画の全文につきましては、今後、市

のホームページに掲載いたしますとともに、４

月１日号の市報に掲載をいたします。また、概

要版の町内回覧などを行い、市民の皆さんへの

周知を図っていく予定でございます。 

 以上、簡単ではございますが、総合計画後期

基本計画策定の御報告とさせていただきます。 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上の部分に

ついて、何か御質問、御意見等はありません
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か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） 報告ということで賜

りたいと思います。 

 ないようでしたら、以上で総合計画後期基本

計画についてを終了いたします。（企画戦略部

長永原辰秋君「ありがとうございました」と呼

ぶ）（企画政策課長丸山智子君「ありがとうご

ざいました」と呼ぶ） 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査（スポー

ツ施設整備及び充実等に関する指針について） 

○委員長（亀田英雄君） 次に、行財政の運営

に関する諸問題の調査に関連して、執行部から

発言の申し出があっておりますので、これを許

します。 

 それでは、スポーツ施設整備及び充実等に関

する指針についてをお願いします。 

○市民協働部長（坂本正治君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 坂本市民協働部長。 

○市民協働部長（坂本正治君） はい。大変お

疲れのところ申しわけありません。市民協働部

のほうから２件ほど御報告いたしたいと思いま

す。 

 まず、スポーツ施設整備に関する指針につき

まして、いきいきスポーツ課の有馬課長のほう

から御説明させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（亀田英雄君） はい、有馬課長。 

○いきいきスポーツ課長（有馬健一君） は

い。いきいきスポーツ課長の有馬でございま

す。よろしくお願いしたします。それでは座ら

せていただきまして御説明させていただきたい

と思います。 

 それでは、お手元に八代市のスポーツ施設整

備及び充実等に関する指針ということで、本文

と、あと概要版というのを２部お配りしてある

かと思います。この概要版でですね、説明をさ

せていただきたいと思います。 

 それでは、概要の１ページをですね、ごらん

いただきたいと思います。 

 この指針のですね、作成に当たりまして、我

々が所管しております体育スポーツ施設の整備

をですね、何を優先すべきか、そこらあたりの

ですね、方向性について取りまとめたものでご

ざいます。 

 まず、１章目に指針策定にあたってというこ

とで、競技スポーツの多様化、市民がスポーツ

をしたいという欲求、全国・九州レベルのスポ

ーツ大会や合宿の招致ということで、このよう

な環境の変化の中でですね、スポーツ施設の数

や機能が充足できてない現状がございます。こ

れを受けまして、平成２１年に八代市スポーツ

振興計画を策定しまして、その中で施設の整

備、充実を進める必要性を掲げております。 

 その後、平成２４年の２月に、八代市スポー

ツ推進審議会に八代市体育施設の整備について

ということで諮問をさせていただいておりま

す。これを受けまして、同７月に審議会からの

答申を受けまして、これを基本的な考え方とし

てこの指針をまとめたところでございます。 

 この指針の事業期間につきましては、平成２

５年度から３４年の１０年間とさせていただい

ております。 

 対象とする施設といたしましては、いきいき

スポーツ課の所管の八代市体育施設としており

ます。 

 第２章の八代市のスポーツ施設の現状につき

ましては、①で八代市体育施設、これは我々が

所管しております２５の施設でございます。体

育館、武道館、テニスコート、グランド等がご

ざいます。 

 次の２ページをごらんください。 

 上のボートハウスまでの２５施設なんですけ

れども、あと、夜間照明施設がございまして、

小学校、中学校等にですね、夜間照明灯を設置
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しております。これは２０施設あります。 

 それと２番目に、その他のスポーツ施設とい

うことで、我々が所管している以外のですね、

施設。これは県営の八代運動公園、また公園施

設、学校の体育施設、あるいは民間のスポーツ

施設ということで、本文の中にはこれらの施設

の利用状況とか課題等を掲載させていただいて

おります。 

 次に、第３章で、スポーツ施設整備の基本方

針ということで、これが振興審議会の中でです

ね、答申をいただいた内容になっております。

５つの柱のですね、基本方針で成り立っており

ます。 

 まず、大規模スポーツ大会の招致にかかわる

施設整備ということで、２番目が、誰もが安心

して利用できるスポーツ施設の整備、３番目に、

市民のニーズとスポーツの多様化に対応できる

施設整備、４番目に、スポーツ施設の耐用年数

と老朽化を考慮した施設整備、５番目に、緊急

性の高い施設整備ということで、５つの柱でこ

の内容を盛り込んでございます。 

 次の３ページでございますけども、第４章に

スポーツ施設の主な整備事業ということで、今

の３章の基本方針をもとにですね、この指針を

策定しております。この内容につきましては、

それぞれの施設をですね、効率的かつ計画的に

整備を進めると。ただし、社会情勢や財政状況、

突発的な施設の破損などの影響により、随時見

直し、更新していくとしております。 

 この内容につきましては、新規に建設する事

業と既存施設の改修事業ということで、大きく

２つに分けておりまして、まず新規の建設事業

につきましては、まずは八代市立武道館の移転

建設というところで捉えさせていただいており

ます。２番目にサッカー場の建設、３番目に公

認プールの建設、４番目にアーチェリー場の建

設ということで、一応１０年間の中でこの事業

を取り組ませていただきたいということで挙げ

させていただいております。 

 次に、既存施設の改修事業につきましては、

大規模スポーツ大会招致のための整備事業。こ

れには総合体育館小アリーナの空調設置とスポ

ーツ・コミュニティ広場のテニスコート増設が

挙げております。２番目に耐震改修事業。総合

体育館と東陽スポーツセンターのつり天井の耐

震改修と千丁体育館の耐震改修。あと３番目か

らは人にやさしい整備事業、４番目に安全性向

上のための整備事業、５番目に市民ニーズとス

ポーツの多様化に対応した整備事業、６番目に

施設の老朽化による改修事業、７番目に施設整

理、統合、廃止等の関することということで、

これにはボートハウスのですね、利活用につい

て掲げさせていただいております。 

 全てのですね、事業を取り組むためには相当

の財源が必要となります。これにつきましては

ですね、まだ財源の確保はできてはおりません。

市としては、環境センターの建設とか学校の耐

震化とか、大きな課題がございますので、その

中にですね、こういった事業をですね、優先的

に取り組ませていただきたいというふうに捉え

ております。 

 ２５年度の当初予算には武道館の適地調査委

託とかですね、総合体育館の小アリーナの空調

設置あるいはスポーツ・コミュニティのテニス

コート増設のための実施設計、また、これは２

４年度の補正になりますけれども、千丁体育館

の耐震改修のための実施設計ということで今回

の予算にですね、盛り込ませていただいており

ます。 

 最後に、このスポーツ振興審議会の附帯意見

としまして、４つの項目を掲げさせていただい

ておりまして、学校スポーツ施設の整備、公園

スポーツ施設の整備、それから民間スポーツ施

設との連携ですね。４番目に体育施設の管理運

営ということで、この４番目の管理運営につき

ましては、指定管理者制度の導入というところ
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も触れさせていただいておりまして、今回のこ

の体育施設につきましても、指定管理者制度の

導入を計画しておりまして、２６年度のですね、

導入に向けて、今、計画を進めているところで

ございます。平成２５年の６月の議会にはです

ね、この条例改正案等もですね、審議していた

だければというふうに考えております。 

 以上、スポーツ施設整備及び充実等に関する

指針について御報告させていただきます。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） 以上の部分について、

何か御質問、御意見はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） ないようでしたら、

以上でスポーツ施設整備及び充実等に関する指

針についてを終了します。（｢はい、ありがと

うございました」と呼ぶ者あり） 

 御苦労さんでした。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査（熊本県

地震・津波被害想定調査結果の概要について） 

○委員長（亀田英雄君） 次に、熊本県地震・

津波被害想定調査結果の概要についてをお願い

します。 

 坂本市民協働部長。 

○市民協働部長（坂本正治君） はい。それで

は、いよいよ最後ですけども、よろしくお願い

したいと思います。 

 実はこれについてはですね、今、うちのほう

で地域防災計画の策定を急いでおりますけど

も、一番基本になる地震・津波の被害想定調査

の結果が県のほうから出されましたので、その

概要につきましてですね、御報告をさせていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

○防災安全課長（東坂 宰君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） 東坂防災安全課長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。防災安

全課東坂です。よろしくお願いいたします。着

座にて説明をさせていただきます。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

○防災安全課長（東坂 宰君） 先日の３月１

２日の新聞で皆さんごらんになりましてです

ね、お気づきのことかと思いますけれども、八

代市でも最大震度７、浸水域は県下最大の６５

００ヘクタールという被害の大きさに、大変御

心配なさっているんじゃなかろうかというふう

に思います。 

 まだ最終的な調査報告というのは私たちの手

元にも届いておりません。しかしながら、最終

調整前の資料がございますので、そちらに基づ

きまして説明をさせていただきたいと思いま

す。 

 １枚めくっていただきますと、先日の新聞の

カラーコピーをつけております。私どもも大

変、これを見ながらですね、ある意味驚いたと

ころでございました。 

 もう１枚めくっていただきますと、平成２３

年の３月、東日本大震災を受けまして、熊本県

では地域防災計画の見直し検討の基本資料とす

ることを目的に、２年間かけて地震・津波の被

害想定を実施してきたというふうにお聞きして

おります。 

 その調査結果をまとめたものですけれども、

まず地震について説明いたします。地震につき

ましては、布田川・日奈久断層を初め、近隣の

地震、それから南海トラフを含めまして、６地

震１０ケースの想定をしております。特に、布

田川・日奈久断層帯、これも中部、南西部の連

動型の地震につきましては、１つの断層で４つ

の破壊開始地点を設定しながら調査を行ってお

ります。 

 その中の１つのケースとして、八代市域内で

最大震度が７という調査結果が出ております。

この最大震度７というのは、八代市のごく一部

で震度７があれば、最大震度７というふうに出
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ます。市役所でいいますと、５強です。 

 また、先日の新聞にはこのケースとは違いま

したんで、震度７の地域は八代市には表示され

ておりません。ただ、どのケースにおきまして

も震度５強以上の予想区域が市域の大部分を占

めますので、強い揺れが懸念されます。 

 次に、地震に伴う液状化についてですが、八

代市は干拓による軟弱な地盤の地域が多いこと、

あるいは球磨川や氷川沿いの地域では、地下水

位が高いことから、液状化の可能性は大変高い

というふうに予想されます。また、急傾斜地崩

壊につきましても、揺れが大変大きいことから、

また元来急傾斜地崩壊の危険性が高い地域が多

いために、崩壊確率は大変高くなるというふう

に思われます。 

 なお、液状化及び急傾斜地崩壊の地図につき

ましては、今私たちの手元に届いているのは大

変小さな地図で、はっきりしたところがわかり

ませんので、この辺は一番新しい詳細な地図を

早目に入手したいというふうに考えております。 

 次に、１枚めくっていただきまして、津波に

ついての説明を行います。 

 東日本大震災では、巨大な津波により大規模

な被害が発生したことから、日本全国で津波に

関する不安を抱えながら暮らしている方々が多

く、今回の調査でも注目をしていたところでご

ざいます。 

 津波に関しましては、そこに記載しておりま

すとおり、３つの地震の４ケースで発生すると

想定しております。その調査結果は朔望平均満

潮位の２メートルにプラスしまして、津波波高

地帯は１メートル、合計の津波高は３メートル

となりまして、既存の堤防を上回る高さはござ

いませんでした。 

 しかしながら、新聞報道にありましたように、

八代における浸水域は６５００ヘクタール、予

想がなされておりますが、なぜ津波高は堤防よ

り低いのに、広大な地域が浸水するのかという

ふうに疑問が湧かれているんじゃなかろうかと

思います。 

 その答えとしまして、浸水域の説明文と図を

ごらんいただければと思います。 

 浸水域の計算に当たっては、地震動による海

岸堤防の破壊条件を与えて検討を行いますけれ

ども、熊本県では堤防の耐震点検を実施中であ

りまして、全容が把握されておりません。その

ため、浸水域の算定に際しましては、地震によ

って堤防が損壊するという悪条件下において津

波が発生し、浸水が生じることを前提に検討さ

れております。図にありますように、堤防が地

震動により損壊し、それに伴い海水が流入する

ことによって、６５００ヘクタールもの地域が

浸水する想定となっております。 

 浸水域につきましては、海岸堤防からの距離

は場所によって随分異なりますけれども、おお

むね約３.５キロから５.５キロあたりまで、ま

た標高で申しますと、これも周囲の状況により

随分異なりますけれども、約２メートルまでの

地域は浸水するものと予想されております。 

 なお、図の中にもありますとおり、地震動に

より堤防が損壊し、地震発生直後から浸水が始

まるということになりますので、その対策は困

難をきわめるものというふうに考えております。

今後は詳細な図面等を含めた一番最新の資料を

入手いたしまして、また市民の皆様方への十分

な説明を行いますとともに、自助・共助・公助、

それぞれの部分では何をするのか、何が必要な

のかの検討を行っていく必要があるというふう

に考えております。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上の部分に

ついて、何か御質問、御意見はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） 県からの報告を受け

て、早速大まかに概要が、全体像がわからない

中での報告ということですので、詳細はですね、
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また委員会に報告ができるような状態になれば、

御報告を求めたいと思いますので、その節はま

た詳細に報告をお願いしたいというふうに思い

ます。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい、わかり

ました。 

○委員長（亀田英雄君） ないようでしたら、

以上で、熊本県地震・津波被害想定調査結果の

概要についてを終了いたします。 

 お疲れさまでした。（｢お疲れでした」と呼

ぶ者あり） 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について、

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） 以上で、所管事務調

査２件についての調査を終了します。 

○委員長（亀田英雄君） 次に、閉会中の継続

審査及び調査の件についてをお諮りいたします。 

 所管事務調査２件については、なお調査を要

すると思いますので、引き続き、閉会中の継続

調査の申し出をいたしたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全て終了いた

しました。 

 これをもって、総務委員会を散会いたしま

す。 

（午後５時３６分 閉会） 
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